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サステナビリティの֓೦は、社会の大きな変༰の中で、そのࠜ本は変わらずともٸۓ、Ґஔ付け、ൣ ғなど、意
味߹いの変化は༨ّなくされるものでしΐう。特にࡢ今では、社会のサステナビリティを考えるとき、それは社会
の構成要ૉそれͧれのサステナビリティが対であるとಉ時に、その要ૉ間の連݁、相ޓ作༻、ׯব、連携なども
考慮した、より広い集߹体のサステナビリティとしてଊえることが重要になっています。

大学という高等教育機関は、サステナビリティを学Ϳであるとڞに、サステナビリティを実ફ、実するでも
あります。その実ફには構成員（学生、教職員）の参加機会のఏڙが含まれます。大学という小社会ではあります
が、̍００ϲ国ۙくの国々から構成員が集まるこのΩャンパスでٿ՝題に向き߹うことは大きな意味があるとݴ
えるでしΐう。私たちは୭に向き߹ってサステナビリティをじるのかʁ上智大学ではその方向ੑは໌֬です。

Ұ方、社会実に向けた上智大学におけるଟくのڀݚ՝題もまたサステナビリティを意識した構成になっていま
す。本学のΩャンパス環境においては、ԣஅ的な広義のサステナビリティのଊえ方が可能です。技術的՝題の解
ܾや社会੍の改革ももちろん重要なڀݚの対ですが、最終的にはྑ質な社会が持続可能であることが実現
されなくてはなりません。特にऑいཱの人たち、Ҭにとっての社会という意味においてはなおさらです。

これらの意味において、サステナビリティに対するڀݚ、教育、そして社会ݙߩのల開は、本学の教育ਫ਼ਆʠ'or 
Others With Othersʡを具現化することにଞなりません。このΩャンパスにおいて、ଟ༷なཱ、の構成
員が、それͧれの問題意識のԼで学び、୳ڀし、その成Ռが教育にؐݩされ、さらにԣஅ的な情報ަがৗ
になされる環境づくりは、サステナビリティに対する՝題解ܾに向けたイϊベイティブかつಠ創的取り組みを生
Ή最దなともݴえます。

ぜͻ上هのような視点でこのレポートをごཡいただき、本学らしい取り組みが実ફされているか、そしてその取り
組みや成Ռは社会にインパクトを与え、正しい方向のಋきにつながっているかご൷ධください。私達の取り組
みが、社会のサステナビリティに対してগなからずݙߩをՌたしていること、Ռたし続けることをにみます。
ಉ時にଟくの方、機関とのڠ働、ڠௐに発లすることをظいたします。
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上智学院は、「Ωリスト教ώϡーマχズム」に基づく人間教育を行い、それͧれが人格のଚݫと基本的人ݖをೝめ
߹い、責任ある行動とڏݠな৺構えをもって、世界の発లにไする者となることを目ࢦしてきました。ܾ して
観的ཱをとることなく、対を通してٿ的نの՝題解ܾにめる人を育てることに力をਚくしています。

2019年、上智大学を๚問した教皇フランシスコは、2015年にࣗら発৴した環境回勅h -audato Siʟ （ラウダー
ト・シ）ɦに৮れ、「この学院は୯に知的教育のであるだけでなく、よりよい社会とرにあ;れた未来をܗ成し
ていくためのとなるべきです。そして、ࣗ વのѪを持ち、私たちのڞ通の家であるٿのอޢに向けられる、
知的かつઌ見的なݒ೦をද現すべきでしΐう。」とϝッセージをされました。

本学院は、'or Others With Others （ଞ者のためにଞ者とともに）の教育ਫ਼ਆ、ならびにh -audato Siʟ （ラ
ウダート・シ）ɦ ̓つのゴールにコミットし、教育ڀݚ・技術力を׆かした社会՝題の解ܾと価値創造、環境อޢ・อ
全にݙߩしていきます。

ʠ-auEato…Siʟ…Universitiesʡとしてのׂ
教皇フランシスコがఆめたʠ7-:ear +ourney 5oXards Integral Ecologyʡに参加する大学機関として、上
智大学もॺ໊しています。h -audato Siʟ	ラウダート・シ
 のɦ目標を達成すべく、学生・教職員はもとより、関す
るすべてのステークϗルダーが広く参ըするܗで、ॺ໊大学の構成員は学び、実ફし、かち߹いをしていくこと
がٻめられています。

-auEato Siʟ Goals r -SG͂ʢϥμʔτwγͷΰʔϧʣ
1. ٿのڣびの応答
2. 貧しい人々のڣびの応答
3. エコロジカルな経済
4. シンプルなライフスタイルの࠾༻
5. エコロジカルな教育
6. エコロジカルなྶੑ
7.  Ҭ、国、そして国際的なレベルにおいてඃ

造を大にするための、ڞಉ体の関与と
参加׆ܕ動の重視

1. Response to the Cry of the Earth
2. Response to the Cry of the Poor
3. Ecological EconoNics
4. Adoption of Sustainable -ifestyles
5. Ecological Education
6. Ecological Spirituality
7.  CoNNunity Resilience and  

ENpoXerNent

��
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SACRU（5he…StrategiD…AllianDe…of…CatholiD…ResearDh…Universities）

SACRU（5he Strategic Alliance of Catholic Research Universities）
は、世界のカトリックڀݚܥ大学8校で構成するグローバルネットワークで、カト
リックਫ਼ਆに基づき、༏れたڀݚ・教育と、グローバルな՝題解ܾに取り組んでい
ます。上智大学は、アジアから།Ұの大学として参加しています。

2023年7月にはʠ5he 'uture of Catholic Universities in the AI AgeʡのコロΩアムがUniversitÁ 
Cattolica del Sacro Cuoreで開催され、本学からは理学෦ゴンサルベス教授が参加し、ଞのSACRU加ໍ
大学からのొஃ者とともに「教育とڀݚʀAI」、「社会の中の大学」等のテーマについてٞしました。

2024年7月には、SACRUओ催の初めてのサマースクールとなるʠA /eX World Order: 5he Way Ahead 
betXeen DeNocracy and Authoritarian ChallengesʡがポルトガルのUniversidade CatÓlica 
Portuguesaで開催されました。本学からは、グローバル化推進୲当෭学長のԼ࿕教授がAIと法のࢧとい
うテーマで、ຽओओ義を育ΉためにAIをどのようにѻうかについて講演しました。

参加大学
Australian Catholic University オーストラリア
#oston College アϝリカ߹ऺ国
Pontificia Universidad CatÓlica de Chile νリ
PontifÍcia Universidade CatÓlica do Rio de +aneiro ブラジル
Sophia University 日本
Universidade CatÓlica Portuguesa ポルトガル
UniversitÁ Cattolica del Sacro Cuore イタリア
Universitat RaNon -lull スϖイン

関連Webサイト: https://XXX.sacru-alliance.net/

MIRAI　ୈ3ϑェーζ（202��2026）

.IRAIは、日本の7大学とスウェーデンの10大学で行われているڀݚでの国
際連携プロジェクトです。このプロジェクトのओな目的は、世界的に行われる大ن
ڀݚをݗ引するओ要国として、日本とスウェーデンが長ظ的なڠڀݚ力関を
構築することです。

.IRA I2 .0の最終年となった2023年ळには「.IRA I  2 .0  Resea rch  & 
I n n o v a t i o n  W e e L  2 0 2 3 」がウϝオ大 学で対 ໘ 開 催され、そ れͧ れの
5heNatic EYpert Groupがओ催したParallel WorLshopや全体開催として
行われたPoster Sessionで本学教員・学生がڀݚ発දを行いました。

.IRAIのୈ3フェーズ（2024-2026年）では、グローバルな՝題に焦点を当て、ڞ
ಉで取り組Ήという大なミッションにணखします。これにより、.IRAIはスウェー
デンと日本のೋ国間のݻڧな連携関をさらに発లさせ、国際的なスέールでѻわれるべきنٿ՝題の
解ܾに向けてڞにݙߩしていくことを目ࢦします。具体的には、̐ つの՝題の解ܾを目ࢦすGlobal Challenge 
5eaNにおける׆動や長ظ的なڞಉڀݚを促進する環境の整උ、ത࢜՝ఔ学生やएखڀݚ者のަڀݚ流のੑ׆
化、教育・ڀݚにおけるイϊベーションとアントレプレナーシップの促進など、学術界・産業界・֎෦パートナー間
で積極的に取り組みます。

関連Webサイト: https://XXX.Nirai.nu/
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SACRUग़൛h 5he…EmergenDe…of…the…EthiDallZ�EngageE…UniversitZʱ

本ࣄهでは、SACRUのڀݚ者による国際ڞஶจのষについてご紹介します。当֘
จはh 5he ENergence of the Ethically-Engaged University  ɦ（シϡプリン
ガーʕ パルグレイブ・マクミラン、2023年）にࡌܝされています。2023年10月、エミ
リアーϊ・Ϙシオ、グスタヴΥ・グレゴルッティڞฤによるh 5he ENergence of the 
Ethically-Engaged University がɦ、シϡプリンガーʕパルグレイブ・マクミランよ
りग़൛されました。本ॻはh ޓ行をえ、相׳向・ड動的・非連ଳ的なࢤࢢ ܙޓੑ・ ・ੑ
社会的責任の理೦に基づいて、よりྙ理的に関与するパラダイムに向けた現的大学
の役割（ɦ本ॻදࢴより）を୳るものです。本ॻは、グローバルサウスおよびグローバル
ϊース双方からの世界的にஶ໊なڀݚ者たちによるࣥචで、ฤ者は全体を、ংষ、本จ
12ষ、終ষの3෦構成としています。֤ ෦のタイトルはҎԼのとおりです。

I.  ྙ 理的に関与する大学における൷的ಓಙ意識、学生ಉ࢜の関ࢢ、ຽ的対、環境の持続可能ੑ、コミϡ
χティエンήージϝント

II.  ྙ 理的に関与する大学におけるଞ者のࢥいやり、ࢢຽ的責任、デジタルデバイドを変革するための「ϝタ
バース」の可能ੑ

III. ྙ理的に関与する大学におけるエンήージϝントと社会変革

ୈ1෦に「環境の持続可能ੑ教育を通じたカトリックܥ大学のエンήージϝント」（マンκンଞ、2023年）というষ
があります。この国際ڞಉࣥචจは、「カトリックのアイデンティティとラウダート・シ：ڞ通の家と社会正義」とい
うڀݚテーマに目した、SACRUワーΩンググループ2の6໊のϝンバーの視点をまとめたものです。ࣥ ච者は
パオロ・ゴマラスカ、ロベルト・マイϠー（サクロ・クオーレ・カトリック大学）、イグナシ・Ϙアダ、アルバ・サバテ・ゴ
βックス（ラモン・リϡイ大学）、リリアン・フェラー（νリ・カトリック大学）、マリア・マンκン、バンデラ・リϗマ（上智
大学）です。

このจの֓要はԼهのとおりです。

高等教育における持続可能ੑの問題については、学術的なٞが続いています。本ষは、カトリックの高等教育
にయܕ的な2つの要ૉを持つ教育スタイルをྙ理的な観点からଊえ、世界のカトリックܥ大学の役割を考えるこ
とで、このٞにݙߩすることを目的としています。このయܕ的な「要ૉ」のうち1つ目の要ૉは、フレイレが「新
ࣗ由ओ義のࡂ」と呼んだものと、そのྫྷস的な໋॓（1988年、p.22）を൱ఆする、൷的ଶです。2つ目の
要ૉは、回勅「ラウダート・シ」（-S）にも示されたクリエイティブな対߅的૾力であり、これは౷߹的で持続可能
な発లに向けて、໌ らかな動きを見せています。カトリックܥ大学による行動と持続可能な未来の実現に向けた
アプローνを໌らかにすべく、本ষは࣍のように構成されています。まずୈ1߲で、人々がらす環境の持続可能
ੑにྙ理的に応える教育システムを生みग़すためにక݁され、発ޮされた国際߹意やڠఆの組みを؆୯に紹
介します。࣍に、環境の持続可能ੑに関するٞにおける、फ教のྙ理的関連ੑについてৄしく見ていきます。最
終߲では、回勅「ラウダート・シ」とそのྙ理的理೦が、環境問題について世界的なٞをىשした影響、特に現
のࠩしഭった環境՝題にカトリックܥ大学が取り組み、関与することをࢧ持した点についてৄड़します。݁ ෦
では、カトリック大学はそのྙ理的な໋とアイデンティティによって世界をより公正な未来ಋくために特にద
したཱにあり、それにඞ要なものもेに持っていることを֮ࣗすべきではないかとఏҊしています。早ٸに
ったをかけるべきٿの不ߧۉなアントロϐゼーションとࡡ取に対し、カトリックܥ大学は対߅行動のൣとな
り、൷的な非ಉௐを示すことができるのです。

本ॻのग़൛について、2024年3月5日に発දが行われました。SACRUからはリリアン・フェラー（νリ・カトリック
大学෭学長、SACRUワーΩンググループ2ٞ長）とマリア・マンκン（上智大学）がࣥචষについてޠりました。

関連Webサイト: 2024年3月5日の発ද動ը https://XXX.youtube.coN/Xatch v�P6ts4bYbi28

参考
.an[on .. -ihoNa #. GoNarasca P. .aier R. #oada I. SabatÉ A. & 'errer -. 	2023
. 
Catholic Universitiesʟ Ethical EngageNent 5hrough EnvironNental Sustainability Education. 
In: #osio E. Gregorutti G. 	eds.
 5he ENergence of the Ethically-Engaged University. 
International and DevelopNent Education.
Palgrave .acNillan ChaN. https://doi.org/10.1007/978-3-031-40312-5@4
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上智大学国連8eeLs

国連アカデミックインパクトの参加大学である本学では、2014年よりຖ年6月上०と国連
デー（10月24日）લ後の10月Լ०に「上智大学国連WeeLs」を開催しています。

「国連の׆動を通じて、世界と私たちの未来についてҰॹに考える」をコンセプトに、国際シ
ンポジウムや講演会、ࣸ ਅల、өը上өなど、さま͟まな企ըを実ࢪしています。

これらの企ըは本学学生だけではなく、広くҰൠの方にも公開しており、ຖ回大の社会人
や高校生も参加しています。2016年Ҏ߱の国連WeeLsでは、SDGsに関連した講演会
やシンポジウムなどの企ըに力を入れています。

関連Webサイト: https://XXX.sophia.ac.jp/jpn/global/prograN/U/WeeLs.htNl

上智大学…国連8eeLs…0Dtober…2023（202310݄7〜2�）

2023年10月7日から24日まで「国連の׆動を通じて世界と私たちの未来を考える」をコンセプトに、「ୈ20回上
智大学国連WeeLs October 2023」が開催されました。11月11日にはポスト企ըも行われ、全8݅のଟ࠼な
プログラムがల開されました。

○ シンポジウム「パレスνナຽのए者から見たガβ۠の今 
ʕ日本・U/RWA70प年ʕ」ɹ10月7日	


○ 講演会「国連大学学長	国連ࣄ務࣍長
νリツィ・マルワラ教授による 
特ผ講演」ɹ10月10日	Ր


○ シンポジウム「理ܥのෳ߹知を世界に」 
10月16日	月


○ 講演会・ワークショップ「国際機関・国際ڠ力Ωャリア・ワークショップ」ɹ
10月20日	金


○シンポジウム「公正ੑとแઁੑをめ͙る教育の新たなઓ」
ɹ10月21日	

○シンポジウム「持続可能な৯システム：いかにసさせるかʁ」
ɹ10月23日	月

○ シンポジウム「౦ティモールにおける国連の役割」 

10月24日	Ր

○ ポスト企ը・シンポジウム「日本の開発援ॿはどこに向かうのか 

ʕ開発ڠ力大ߝの改ఆをडけて�」ɹ11月11日	


関連Webサイト: 上智大学国連WeeLs October 2023 実ࢪ報告 
https://XXX.sophia.ac.jp/jpn/aboutsophia/global/XeeLs/unXeeLs/unXeeLs-202310/
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上智大学…国連8eeLs…+une…202�（202�6݄7〜2�）

2024年6月7日から24日まで「国連の׆動を通じて世界と私たちの
未来を考える」をコンセプトに、「ୈ21回上智大学国連WeeLs +une 
2024」が開催されました。全7݅のଟ࠼なプログラムがల開されました。

○ シンポジウム「໋のビβ、国連のਫ਼ਆ、そしてオランダのコミットϝン
ト」

ɹ �関連イベント�ࣸਅలh Ωϡラιー・ビβ：ズワルテンダイク・オランダ
点ݪઍ「໋のビβ」のݪとਿࣄྖ ಉɦ時開催

ɹ6月7日	金

○ 講演会「中౦和平を考える」 

6月10日	月

○ シンポジウム「+ICAの平和構築のઓɹʙ国際機関との連携も含

めてʙ」
ɹ6月11日	Ր

○ 講演会・ワークショップ「国際機関・国際ڠ力Ωャリア・ワークショップ」 

6月13日	

○ シンポジウム「気候変動：نٿの՝題にどう対ॲするか」 

6月18日	Ր

○ シンポジウム「国連システム学術ධٞ会	ACU/S
年࣍大会セッション」 

6月22日	


関連Webサイト: 上智大学国連WeeLs +une 2024 実ࢪ報告 
https://XXX.sophia.ac.jp/jpn/aboutsophia/global/XeeLs/unXeeLs/unXeeLs-202406/

上智大学…アϑリΧ8eeLs…202�…(202�5݄13〜28)

上智大学は、アフリカҬと深く関わっていくみなさんとともに、アフリカ
Ҭの理解を推進し、連携を深めていくための取り組みとして今年で
ୈ8回目となる「アフリカWeeLs」を2024年5月13日から28日まで開催
しました。ظ間中、講演会やシンポジウム、学生企ըなどଟ࠼なプログラ
ムを実ࢪしました。

○ セミナー「上智大学 アフリカڀݚ紹介」 
5月13日	月


○ セミナー「フランスޠを׆かしてアフリカで働く」
ɹ5月15日	水

○ シンポジウム「プレβントリ	ஊ
が͙ܨ༑Ѫのจ化ʙコートジϘワール

に見るসいのަব術、そのݯىとྺ史」 
5月19日	日


○ 講演会「アフリカのޱঝจ学と現」 
5月21日	Ր


○ シンポジウム「アフリカ・デーه೦講演会」 
5月24日	金


○ シンポジウム「A'RI CO/7ERSE 2024 in Sophia」 
5月27日	月


○ シンポジウム「変わるタンβχアビジネスとパートナーシップ」 
5月28日	Ր


○ 学生ࢽࡶ企ը「With Africa」

関連Webサイト: 上智大学アフリカWeeLs2024ɹ実ࢪ報告 
https://XXX.sophia.ac.jp/jpn/aboutsophia/global/XeeLs/africa-XeeLs/africa-XeeLs-2024/
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国連άϩーバϧ•コンパΫτの׆ಈ

国連グローバル・コンパクト（United /ations Global CoNpact、ҎԼU/GC）は、1999
年に当時の国連ࣄ務૯長コフィー・アナン氏がఏএし、2000年7月26日にχϡーϤークの国連
本෦で正ࣜに発したイχシアνブです。企業を中৺とした༷々なஂ体が、責任ある創造的な
リーダーシップを発شすることによって社会のྑきҰ員として行動し、持続可能な成長を実現
するための世界的な組みです。

全世界で、ଟくの企業やஂ体がU/GCにॺ໊し、「人ݖ」・「࿑働」・「環境」・「ഊࢭ」の4・10ݪଇを࣠に
策を実行しています。本学は、2015年5月にU/GCにॺࢪ動をల開するとともに、SDGs達成のために༷々な׆
໊するとともに、日本国内のローカルネットワークである「グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン」（ҎԼ
GC/+）に加ໍし、׆動しています。中でもGC/+とڞ催し、加ໍ企業や国連機関と連携した々のシンポジウム
を国連WeeLsの中でܧ続して実ࢪしています。

国連グローバル・コンパクトの10のݪଇ
ɹ人ݪ ݖଇ1： 人ݖ༴ޢのࢧ持とଚ重ɹݪଇ2： 人ݖ৵の非加୲
ɹ࿑働 ݪଇ3： ݁社のࣗ由とஂ体ަবݖのঝೝɹݪଇ4： ੍ڧ࿑働のഉআ

と職業のࠩผఫഇ༺ޏ ：ଇ6ݪɹࢭಐ࿑働の実ޮ的なഇࣇ ：ଇ5ݪ
ɹ環境 ݪଇ7： 環境問題の༧的アプローν

ଇ8： 環境に対する責任のイχシアνブɹݪ
ଇ9： 環境にやさしい技術の開発とී及ݪ

ɹഊݪ ࢭଇ10： ڧ要やଃऩを含ΉあらΏるܗଶのഊࢭの取り組み

関連Webサイト: 
U/GCϗームϖージ https://XXX.unglobalcoNpact.org/

U/GC上智大学のϖージ https://XXX.unglobalcoNpact.org/Xhat-is-gc/participants/58211�cop

GC/+ϗームϖージ http://XXX.ungcjn.org/

国連大学SDG大学連ܞϓϥッτϑΥーϜのՃໍ

国連大学サステイナビリティ高等ڀݚॴ（U/U-IAS）は、SDGsの達成に向けて積極
的に取り組Ή意ཉのある日本の大学が連携できるとして、「国連大学SDG大学連
携プラットフΥーム（SDGrUP）」を2020年に設ཱし、上智大学も加ໍしました。 
2024年3月29日に開催された公開シンポジウムでは、本学のਿଜඒل 教授がొஃ
しました。

関連Webサイト: https://ias.unu.edu/jp/sdg-up

国連大学サステイナビリティ高等研究ॴ（U/U�IAS）にてຊ学大学院ത࢜લظ՝ఔ
मྃऀରのセΧンυϚスλー取ಘ੍͕開࢝͞Εました…(202�2݄)

上智大学と国連大学サステイナビリティ高等ڀݚॴ（ҎԼ、U/U-IAS）は、2015年にڠ力に関する֮ॻ（.oU）
をక݁してҎ来、学術ަ流やジョイント・ディプロマ（୯ҐޓՊ目）੍ のӡ༻等、連携を深めてまいりました。
このたび、U/U-IASでは、上智大学大学院ത࢜લظ՝ఔ（म࢜՝ఔ）मྃ者を対とした「セカンドマスター」੍
が発されました。

関連Webサイト: https://XXX.sophia.ac.jp/jpn/article/neXs/topics/unu-ias/
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্ஐେֶϢωείνΣΞʮਓؒͷଚݫɺฏɺ 
ҭʯڭଓՄੑͷͨΊͷ࣋

֓ཁ

Ϣネスコνェアは、高等教育機関がϢネスコと連携してෳࡶ化する現社会のॾ՝題に取り組Ήプロジェクトで
す。上智大学のνェアは、人間のଚݫを࣠に、平和と持続可能な社会を実現するための教育とڀݚを推進するこ
とを目的に2024年2月に発しました。

3つの国際機関（国連大学サステイナビリティ高等ݚ
ॴ、アジアଠ平༸国際理解教育センター、アジアԤڀ
भ財ஂ）と̑ つの大学（Ϙストンカレッジ、ϋベリアナ大
学（Ϙゴタ）、アテネオ・デ・マχラ大学、国際イスラーム
大学、エジプト日本Պ学技術大学）と連携し、2023年
に改గされた「平和、人ݖ、サスティナビリティ」という
Ϣネスコק告に焦点を当てたൺֱ国際教育の׆動を
ల開しています。そこでは特にೆおよびೆೆڠ力のために、แׅ的で持続可能な積極的平和を達成するため
の取り組みとして、持続可能な開発のための教育（ESD）およびグローバル・シティズンシップ教育	GCED
に関
する׆動をల開しています。

関連Webサイト: https://sophia-unescochair.jp/

ユネスコ2023վగࠂקにؔ͢るアジアଠ平༸地Ҭࡦରձ߹のྗڠ

2024年6月5日から7日までタイ・バンコクࢢで開催
された、「Ϣネスコ1974年改గק告に関するアジア
ଠ平༸Ҭ策対会߹」にパートナー機関として
ӡ営に参ըしました。今回の会߹は、Ϣネスコ・バンコ
クҬࣄ務ॴとアジアଠ平༸国際理解教育センター

（APCEIU）ڞ催、タイ国ڠ力のもとで開催され
たもので、「2023年ק告」のロードマップ作成のため、
アジアଠ平༸Ҭの加ໍ国ද、関ステークϗル
ダーが集まりました。

上智大学がओ催したパネルでは、教ࢣの役割と教ࡐ開
発をテーマに、౦ティモール、χウエ、フィリϐン、タイから実ફ家、ڀݚ者をটᡈし、持続可能な開発のための教育

（ESD）およびグローバル・シティズンシップ教育（GCED）をめ͙る実ફ報告と策についてݕ౼しました。

ࡦରձ߹ͷ༷ࢠʢ�ʣ ࡦରձ߹ͷ༷ࢠʢ�ʣ
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国連ϋイϨϕϧ࣏ϑΥーϥϜ　サイυイϕンτ…
「高等教育サステイナビリティ•イχシアチϒ（)ESI）」のࢀՃ

国際連߹本෦（χϡーϤーク）での国連ϋイレベル࣏フΥーラムのサイ
ドイベントとして行われた)ESI（)igher Education Sustainability 
Initiative）のパネル（2024年7月15日）にνェア責任者のਿଜඒل教授

（૯߹人間Պ学෦教育学Պ）が参加し、高等教育機関がՌたすSDGs目
標達成についての役割について౼に参加しました。 
本年より、国連大学サステイナビリティ高等ڀݚॴ（U/U-IAS）が)ESI
のڞಉٞ長にબग़されたことをडけ、パネルでは変革がٻめられる高等
教育のࡏり方についてٞが行われました。日本が取り組Ήྫࣄとして、
上智大学もϝンバーである日本の大学の取り組み「SDG大学プラット
フΥーム（SDG-UP）」ならびにU/U-IASのもとでల開されている「アジ
アଠ平༸環境大学院ネットワーク（ProSPER./et）」のྫࣄを;まえ、高
等教育における持続可能な開発のための教育（ESD）のల開と国際連携
の重要ੑについて発දしました。

関連Webサイト: https://ias.unu.edu/jp/sdg-up

関連Webサイト: https://prospernet.ias.unu.edu/

ୈ18ճੈքൺֱ教育学ձ（8CCES）Ͱのユネスコチェア•パネϧの開催

ถ国コーネル大学で̓月22日から26日まで行われた世界ൺֱ教育学
会（World Congress of CoNparative Education Societies：
WCCES）ୈ18回大会で、Ϣネスコ本෦からの参加者およびଞ国の
Ϣネスコνェアとともに、上智大学がओ催するセッション「֬実な時
における知識ओಋの変革の促進:教育におけるڞಉڀݚ（'oster ing 
LnoXledge-driven transforNation in tiNes of uncertainty: 
Collaborative research in education）」を開催しました。 
セッションでは、Ϣネスコ本෦のDirectorであるDr. Sobhi 5ahiの࢘
会のもと、ϢネスコのDr. Elena 5ouLan、カナダの:orL大学Ϣネスコ
νェアCharles )opLins教授ならびに,atrin ,ohlࣄ務ہ長、χϡーϤークभཱ大学アルバχー校のAaron 
#enavot教授、ならびに本学のਿଜඒل教授が発දし、Ұ連の発දに対して、オランダの7rije Universiteit 
ANsterdaN大学の Sylvia van de #unt教授がオンラインでࢦఆ౼を務めました。

ユネスコチェアੈքձ߹のࢀՃ

2024年9月30日ʙ10月2日にエνオϐアのアディスアベバのアフリカ
連߹（AU）国際会ٞで開催されたϢネスコνェアの世界大会に参加
し、上智大学が企ըするセッション「#ringing the World 5ogether: 
AchieveNents and 'uture Possibilities for EYchanges Xith 
Africa」を開催しました。本学のアフリカの大学との取り組みについて、
本学で「アフリカに学Ϳ」等の実ફプログラムを୲当している࡚ࢁӯᣦ・
教育アドミχストレーターが発දを行いました。またೆアフリカ大学のス
テレンϘッシϡ大学が企ըした「จ化間コンϐテンシー」の෦会でਿଜඒ
。教授が発දしましたل
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ࢿʢ&SGࢿʣͷऔΓΈ

「'or Others With Others」「Sophia r #ringing the World 5ogether」という上智の教育ਫ਼ਆやݐ学
の理೦をөしたܗでࢿ産ӡ༻を実ફするために、責任投ࢿ（E：環境、S：社会、G：ガバナンスを考慮した投ࢿ）に
取り組んでいます。 
教育ਫ਼ਆやݐ学の理೦は、教育・学術ڀݚにとどまらない上智のあらΏる׆動のࠜװをなすものであり、加ໍし
ている「国連グローバルコンパクト」や「国連責任投ݪࢿଇ	PRI
」に基づき、社会的リターンと投ࢿリターンの両
ཱを目ࢦし、ࢿ産ӡ༻を通じてنٿの環境問題・社会՝題の解ܾにݙߩし、持続可能な国際社会づくりにܨ
がるよう取り組んでいます。

PRIの࣍ධՁ（2023）〜͢ての߲Ͱ࠷高ධՁ「5つ」を֫ಘ〜

PRI˞の2023年࣍ධ価では、ධ価対となる全ての߲目で最高ධ価となる「5つ」を֫
ಘしました。PRIのॺ໊機関は、ຖ年֤の取組状況に関する報告ॻをPRIఏग़す
る義務があり、その報告ॻをݩに、PRIがॺ໊機関の実ࢪ状況等をධ価します。具体的
にはຖのಘ点に応じて5ஈ֊でධ価が付与され、「5つ」が最高ධ価となります。

上智学院では、投ࢿஅにおいてESG՝題を考慮することが、長ظ的な投ࢿऩӹの改ળのみならず、ࢿ本ࢢの健
全な発లと持続可能な社会の実現にݙߩするものと考え、ESG投ࢿに取り組んできました。今回のධ価は、これま
でのPRIからのධ価݁Ռを踏まえ、責任投׆ࢿ動の推進にめた݁Ռであると考えています。

PRIのڠಇΤンήージメンτ「Spring」のࢀը

PRIが新たに設ཱした、生ଟ༷ੑに関する՝題をテーマとしたڠ働エンήージ
ϝント・イχシアνブである「Spring」に参ըしました。上智学院は、「気候変動」を
極めて重要な社会՝題とҐஔ付けており、ࣗ વࢿ本・生ଟ༷ੑのอ全について
も、気候変動問題とີに関わる重要なテーマであるとೝ識しています。このイχシアνブに参ըすることで、生
ଟ༷ੑଛࣦの要Ҽとなっている気候変動やࣗવഁյ、ߋにはこれらがもたらす人ݖ৵などの՝題に取り組
み、持続可能な社会の実現にݙߩすることを目ࢦしてまいります。

「̒Spring」の֓要ʼ
・ 2023年10月、౦ژで開催されたPRIの年࣍カンファレンスʠPRI in Personʡにおいて生ଟ༷ੑに関するڠ

働エンήージϝントのイχシアνブ「Spring」が設ཱされるࢫを発ද
・ 当֘イχシアνブは2030年までに生ଟ༷ੑのࣦを৯いࢭめ、回෮させるというグローバル目標に対し、

機関投ࢿ家が最大ݙߩݶすることを目的に設ཱ
・ 生ଟ༷ੑに関する՝題（ྛࣦやྼ化等）をテーマに、当֘՝題に対する影響が大きい企業をબఆ

し、ڠ働エンήージϝントを通じて、企業の՝題解ܾに向けた取り組みを後ԡしする

ըɾۚܭڥ࿈ࠃ�˞ ༥ΠχγΞνϒʢ6/&1�'*ʣͱࠃ࿈άϩʔόϧɾίϯύΫτʢ6/($ʣͱ࿈ͨ͠ܞࢿՈΠχγΞνϒɻ&4(՝Λࢿ
ͷੳͱҙܾࢤఆϓϩηεʹΈࠐΉ͜ͱͳͲͷ�ͭͷݪଇΛࡦఆ͍ͯ͠·͢ɻ
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…PRIલCE0ϑィΦナ•Ϩイϊϧζࢯと໘ձし、ESG投資にؔ͢るҙަݟを࣮ࢪ

アガスティン サリ理ࣄ長及び引間雅史経営企ը୲当理ࣄは、PRI （国連責任
投ݪࢿଇ・ESG投ࢿに取り組Ή投ࢿ家のイχシアνブ）લCEOフィオナ・レイ
ϊルズ氏と໘会し、ESG投ࢿに関する意見ަを行いました。 
特に2023年10月3日に日本で初めて開催された国連PRI年࣍૯会において
ڧの機能ࢿट相（当時）が講演された、社会՝題解ܾにつながる金融・投ా؛
化に向けた日本の方・ࢪ策について׆発なٞが行われました。

フィオナ氏は、2006年に発したPRIを、2013年から2021年までの9年
間いる中、世界的にESG投ࢿの潮流を֦大することにݙߩしました。世界のॺ໊機関を1000から4ഒの
4000をえるまでに成長させただけでなく、ॺ໊機関ಉ࢜のڠ働やネットワークڧ化、レポーティングとフィー
ドバックの体ܥ化による責任投ࢿの進化等をओಋしました。

ૉࣾձ࣮ݱに͚+CIの৽たͳఏ言にࢍಉ

気候変動イχシアνブ（+CI: +apan CliNate Initiative、ҎԼ+CI）によるϝッ
セージ「1.5目標と整߹する৺的な2035年目標を日本にٻめる」にࢍಉ
しました。+CIは日本に対し、ظ࣍/DCが1.5目標と整߹する৺的なレベ
ルとなり、ୈ7࣍エネルギー基本ܭըがそれを実現するものになることをٻめる
ϝッセージを発৴しています。今回のࢍಉは、上智大学が+CI参加ஂ体として
ૉに向けた取り組みを加させ、持続可能な社会の創造にݙߩしていくものです。

投資事例のհ（2023�202�に৽ن投資したの）
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「ϓϥスチッΫԚછのऴ݁をٻめるۚ༥セΫλーの໌」のॺ໊

プラスνックԚછに関する国際的な法的߆ଋ力のある੍（I-#I）を策ఆするためのୈ4回間ަবҕ員会
（I/C-4）が、2024年4月23日から29日まで、カナダのオタワで開催されました。このަবにઌཱち、U/EP 
'I、責任投ݪࢿଇ（PRI）、'inance for #iodiversity 'oundation、#usiness Coalition、7#DO、CDPがڞ
ಉで金融セクター໌を作成しました。໌では、プラスνックԚછをなくすための৺的なI-#Iに対する金融
セクター等のࢧ持を示すとともに、金融セクター等の視点から見たݻڧな߹意にはԿが含まれるべきかを示して
います。 
上智学院は教育ڀݚ機関をӡ営する学校法人として、責任あるアセット・オーナーとして、投ࢿを通じてプラス
νックԚછに関連する重大な財務リスクをܰݮする上でՌたせる役割をೝ識し、プラスνックの持続可能で安
全、公正、ޮݯࢿの高い॥環ܕ経済のҠ行に取り組Ήとともに、今後ともSDGsにදされるグローバル社
会が直໘する༷々な՝題解ܾにݙߩしてまいります。

関連Webサイト: https://XXX.sophia-sc.jp/neXs/20240501@02/

ओͳάϩーバϧイχシアチϒ

国連のࢧ援により策ఆされた機関投ࢿ家の行動ൣن。投ࢿੳや意ܾࢥఆプ
ロセスにESG՝題を組みࠐΉことなどをٻめている。

気候関連のリスク・機会の情報開示に関するフレームワーク。5C'Dサポー
ターとして参加。

ԹࣨޮՌガスഉग़ྔが大きい世界の企業に対して、気候変動対策のڧ化や情
報開示のॆ実等をٻめるڠ働対を行うイχシアνブ。

生ଟ༷ੑに関する՝題（ྛࣦやྼ化等）をテーマに、影響が大きい
企業をબఆし、企業の՝題解ܾに向けた取り組みを後ԡしするڠ働エンήー
ジϝント。

気候変動対策に積極的に取り組Ή日本の企業や࣏ࣗ体、/GOなどの情報発
৴や意見ަをڧ化するためのネットワーク。

人ݖ問題や社会問題に対する機関投ࢿ家によるڠ働対のためのプラット
フΥーム。

ɺ্ࡉৄ˞ ஐֶӃެࣜΣϒϖʔδΛ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ
https://XXX.sophia-sc.jp/disclosure/esg

αεςφϒϧࢿશൠ

αεςφϏϦςΟใ։ࣔ

ڥ

ࣾձ
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্ஐֶӃʢߴڭҭ෦ʣͷڥෛՙͷঢ়گ

ΤネϧΪー༻ྔ͓よͼԹ室ޮՌΨスഉग़ྔ
〜ΧーϘンχϡーτϥϧに͚た取り組み〜

上智学院の高等教育෦門は、ओ要なΩャンパスとして࢛谷
Ωャンパス、目ന聖ΩャンパスおよびਇΩャンパスがあり
ます。࢛谷Ωャンパスは、上智大学すべての学෦・ڀݚՊの学
生が教育をडけ、׆ڀݚ動を行っています。目ന聖Ωャンパ
スは、上智大学૯߹人間Պ学෦ޢ学ՊのҰ෦学生が༻し
ており、ਇΩャンパスには上智大学ظ大学෦が設ஔされ
ています。

上智大学で༻されるエネルギー ˞1は、࢛谷Ωャンパスが
94.2ˋをめています。（ਤ1）ফඅされるエネルギーのछผ
は、ి 気が77.1�、都ࢢガス（-/G˞2）が22.8ˋをめていま
す。೩ྉ（౮༉等）は、ओにਇΩャンパスのஆ等に༻され
ていますが、全体にめる割߹は極めていです。（ਤ2）

、設໘において、ओ要Ωャンパスがഉग़するԹࣨޮՌガスはࢪ
エネルギー༻のଞ、ओに上Լ水ಓの༻にうもの、ഇغ
のॲ理にうものがあります。これらの༻にうԹࣨޮ
Ռガスのഉग़ྔを2022年の༻、ഇྔغからࢉࢼしまし
た。˞3 2022年にഉग़したԹࣨޮՌガス（ೋࢎ化ૉࢉ
ྔ）は、13846トンで、ి 気の༻にうഉग़ྔが73.1�、
都ࢢガス（-/G）の༻にうഉग़ྔが23.1ˋをめてい
ます。（ਤ3）

上智学院では、2020年から2021年にかけてओ要Ωャン
パスで༻するి気を実質的に࠶生可能エネルギー100�と
するి気にସえています。また、2021年に࢛谷Ωャンパ
スおよび目ന聖Ωャンパスの都ࢢガスはカーϘンχϡートラ
ル-/G˞4にସえています。これによりҰ෦のࢪ設˞5をআき、
ి気および都ࢢガスの༻にうԹࣨޮՌガスのഉग़を実質
的にഉग़ྔゼロとすることができ、大幅（94.9�）にݮで
きています。

上智学院は、エネルギー༻にうೋࢎ化ૉのഉग़ྔを大
幅にݮしています。そのҰ方で、2022年のエネルギー༻ྔは、લ年の༻ྔをえています。また、実
質的にԹࣨޮՌガスをഉग़しないとするエネルギーݯは、将来的なエネルギー・環境価値の上ঢ等により、݁ Ռ
として価格が上ঢすることも考えられるため、コストの観点からも行動変༰（লエネルギーの推進）はඞ要と考え
られます。

˞������ͷΤωϧΪʔ༻ྔ
˞��ӷԽఱવΨε
˞��্Լਫಓͷࢉࢼ౦ژ$�5੍ʹ͓͚Δഉग़Λ४༻ʗഇغͷࢉࢼʹ͓͍ͯɺେ෦ΛΊΔ࢛୩ɾനΩϟϯύ
εΛରͱ͠ -$*σʔλϕʔε�*%&"�7FSTJPO����ΛҾ༻ʢڀݚཱࠃ։ൃ๏ਓٕۀ࢈�ज़૯߹ڀݚॴ҆શՊֶڀݚ෦�*%&"ϥϘ�
Ұൠࣾஂ๏ਓαεςφϒϧܦӦਪਐߏػͷஶ࡞ʣ

˞��Ψεͷ۷͔࠾Β೩মʹࢸΔ·ͰͷఔͰൃੜ͢ΔԹࣨޮՌΨεΛΫϨδοτͰ૬͠ࡴɺ࣮ ࣭తʹഉग़ྔθϩͱ͢Δ-/(
˞��आೖډɺֶ ੜྈ

্ஐେֶ
ΤωϧΪʔফඅྔ

2���04
ʲྔࢉ値：G+ʳ

（2022年）

���2�

5�8�
谷Ωャンパス࢛

（205988 ᶷ）
ਇ・目ന聖ଞ

（27171 ᶷ）

�77�1…ؾి

ࢢΨス…22�8�

೩ྉ…0�1�

্ஐେֶ
ΤωϧΪʔผফඅߏ

2���04
ʲྔࢉ値：G+ʳ

（2022年）

ਤ 1

ਤ 2

ਤ 3

ૉԽ…�����

Ψス
23�1� ্ஐେֶ

ԹࣨޮՌΨεഉग़ߏ
ૉԽׂ߹
�3�4�ʢഉग़ʣ
�3�3�ʢݮʣ

ʲ୯Ґ：t-CO2ʳ
（2022年）

�73�1…ؾి

ഇغ…3�1�
೩ྉ…0�1�

上ਫ…0�3�
Լਫ…0���
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上智学院は、年間のエネルギー༻ྔの߹ܭが「エネルギー༻の߹理化等に関する法律」（লエネ法）にఆめる
基४Ҏ上であるため、エネルギー༻の߹理化を特に推進するඞ要がある者としてলエネ法に基づき特ఆࣄ業者
にࢦఆされており、ຖ年、ݮྔ༺、ྔ༺に関するܭը等を経済産業ল（ݯࢿエネルギーி）およびจ෦Պ学
লに報告しています。 
また、ٿԹஆ化対策の推進に関する法律に基づき、ԹࣨޮՌガスഉग़ྔをຖ年環境লに報告し、都ຽの健康と安
全を֬อする環境に関する （ྫ環境֬อྫ）に基づきԹࣨޮՌガスഉग़૯ྔݮ義務が՝せられています。

上智大学࢛୩キャンパスにΦϑサイτϑィジΧϧコーϙϨーτPPAを׆༻した…
生可能ΤネϧΪー༝དྷのిྗをಋೖしました࠶

学校法人上智学院は、ࡾҪ産ࣜג会社（ҎԼ「ࡾҪ産」
およびࣜג会社レーベンクリーンエナジー	ҎԼ
「-CE社」
との間で、ଠཅޫ発ి由来のి力څڙにるオフサイトフィジカルコーポレートPPA˞1（ҎԼ「本
PPA」）をక݁しました。上智学院では、本PPAక݁Ҏલの2020年6月より࢛谷Ωャンパスにて࠶生可能エネル
ギー100ˋのి力をಋ入しており、طに全Ωャンパスにおいて実質的に࠶生可能エネルギー100ˋ由来のి力
のସが2˞ྃしていますが、このたびの本PPAのಋ入により、よりҰのૉ推進向けた取り組みを加
させていきます。

本PPAでは、-CE社が新設するଠཅޫ発ిॴで発ిされた加ੑ˞3のある࠶生可能エネルギー（生グリーンి力
˞4）を、ࡾҪ産が上智大学࢛谷Ωャンパスにڅڙ。このిڅڙ力に加え、上智学院ではࣄ業者がࣄ業の༻ి力を
す国際的なイχシアνブ「RE100」の報告に対応可能なトラッΩング付非化ੴࢦ生可能ి力でうことを目࠶ˋ100
ূॻを付与したి力څڙをडけるܭըです。

上智学院にとって、本PPAの׆༻は初の取り組みであり、高等教育機関としてもઌۦ的な取り組みとݴえます。この
たびのక݁にい、2024年6月1日から、࢛谷Ωャンパスにおける༻ి力は、本PPAに基づく加ੑのある実質
。りସえています࣍生可能エネルギー100�由来のి力にॱ࠶

˞�ʣ�11"ͱɺൃ ɻΦϑαΠτ11"ͱɺԕִͷൃిॴ͔ΒҰൠͷૹిωοτϫʔܖೖ͢ΔߪΘͨͬͯిྗΛʹظΒ͔ऀۀࣄి
ΫΛհͯ͠ిྗΛௐୡ͢Δܗଶɺ·ͨɺϑΟδΧϧ11"ͱɺൃ ɻ͢ࢦଶΛܗΔ͢څڙʹՁΛηοτͰधཁՈڥͷిྗͱऀۀࣄి

˞�ʣΩϟϯύε֎ʹ͋Δֶੜྈɺཧݶݖͷແ͍ିआ෦ٴͼै ɾྔఆֹి౮ܖ෦Λআ͘ɻ
˞�ʣ࠶ੜՄΤωϧΪʔిݯͷ৽ن։ൃʹΑΓɺ࠶ੜՄΤωϧΪʔࣗମͷ૯ྔ૿Ճʹد༩͢Δ͜ͱɻ
˞�
ੜՄΤωϧΪʔ࠶ΔిྗྔΛ��୯ҐͰҰகͤ͞ɺधཁՈ͕ϦΞϧλΠϜͰ͢څڙʹੜՄΤωϧΪʔʹΑΔൃిྔͱधཁՈ࠶�

༝དྷͷి ʢྗʹੜάϦʔϯిྗʣΛ༻ͨ͠ͱΈͳ͢ɻ̒ɾ̍ ɾ̏̍ ߸̐ؗΛআ͘ɻ

ഇغにؔΘる੍͓نよͼॲཧ責任

ഇغのॲ理は、ੑ 状・छ ・ྨഉग़者によりྨされ、環境Ԛછࢭおよびݯࢿの༗ޮ׆༻のために༷々な法 ・ྩ
ྫによって੍نされています。上智学院からഉग़される産業ഇغは、ऩ集・ӡൖ・ॲについてഉग़者である
上智学院が責任をもってॲ理しなけれなりません。このため、上智学院はഇغのऩ集ӡൖおよびॲを関
法ྩに基づくڐ可をडけたࣄ業者とܖしてҕୗを行っています。 
また、産業ഇغ理ථ（マχフェスト）情報をి子化したものをར༻することによって、「ഉग़ࣄ業者」「ऩ集ӡൖ
業者」「ॲ業者」のࡾ者で情 報をڞ༗して情報達のޮ化を行いつつ、ഇغのछྨおよびྔ、ഉग़からऩ集
ӡൖ、そして最終ॲまでの流れをѲしています。

Copyright © MITSUI & CO., LTD. ALL RIGHTS RESERVED. 1

卸市場(JEPX)等

上智学院

新規開発
太陽光発電所 (2MWdc)

追加性のある
電力+非化石証書

電力+非化石証書

発電量予測・需給調整等

✓ 追加性を含む実質再生可
能エネルギー100%電力販
売

✓ 需要予測・需給調整等
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ഇغのഉग़ྔ•࠶ར༻

がഉग़されていますが、2022年はغ谷Ωャンパスでは、コロナՒҎલの状況では年間600トンఔのഇ࢛
およそ386トンです。なお、2018年から2022年のഇغഉग़ྔの推Ҡはਤ5のとおりです。࠶ར༻につ
いては、৯ᕓの付ணした࠶ར༻にదさないࢴが大幅に૿加してしまい、可೩の࠶ར༻が大幅にԼして
しまいました。Ұ方、不೩については高水४をҡ持しています。（ਤ6 ഇغの࠶ར༻の推Ҡ）

ද� ద༻͞ΕΔओͳ๏ྩ
۠ ద༻͞ΕΔओͳ๏ྩ

غମঢ়ͷഇݻ
˔ഇغのॲ理とਗ਼に関する法律（ഇغॲ理法） ˔ݯࢿ༗ޮར༻促進法 
˔個ผ目のリサイクル法 ˔家ిリサイクル法 ˔小ܕ家ిリサイクル法 等
˔ポリԘ化ビフェχルഇغのద正なॲ理の推進に関する特ผાஔ

ӷମঢ়ͷഇغ
ʢഉਫΛؚΉʣ

˔ഇغのॲ理とਗ਼に関する法律（ഇغॲ理法） ˔水質Ԛࢭ法
˔Լ水ಓ法

غମঢ়ͷഇؾ ˔大気Ԛછࢭ法 ˔ٿԹஆ化対策推進法
˔フロンྨの༻の߹理化及び理のద正化に関する法律

ͦͷଞ ˔Ԛછ対策法

ਤ4 ഇغͷॲཧ ਤ� ഇغഉग़ྔͷਪҠ

ਤ� ഇغ࠶ར༻ͷਪҠ

3R（リσϡース•リユース•リサイΫϧ）の取り組み

上智学院では現ࡏ、ҎԼのような取り組みを積極的におこなっています。ҎԼの取り組みのいくつかは学生から
のఏҊによって実現したものもあります。 
ᶃ 機ີॻྨ༹解ॲ理でग़たࢴをトイレットϖーパーに࠶生し、それを大学でߪ入する॥環システム
ᶄウΥーターサーバーの設ஔによるϖットϘトルഇغのݮ
ᶅごみのผがかりやすいごみശの設ஔ
ᶆコンϐϡーター機ྨثのリϢース・リサイクル
引き続き、教職員・学生がڠ働してSDGsの12൪目の目標である「つくる責任つかう責任」を意識して取り組んで
いきたい と考えています。

��Sophia University SDGs & Sustainability Report 2023-2024



学院・大学全体の
取り組み

Ωϟϯύεඋͷਐʹ͍ͭͯ

Ωャンパス環境向上を目的として、࢛谷Ωャンパスの֎構ࣄをॱ࣍進めています。

ʪϝインストリート改मࣄʫ
2023年はϝインストリート中ԝから門・߿ொ大通りにかけてのエリアを࠶整උしました。
2021年のࣄணखからܧ続してサステナビリティ推進本෦	現ダイバーシティ・サステナビリティ推進ࣨ
の学
生職員とڠ業し、SDGs、環境慮、持続ੑおよびϢχバーサルデβインの観点で意見ަを行いながら整උを進
めました。門内のシンϘルツリーのपลにはࣳ生や々をした広（ଳ）を設け、都৺のΩャンパスの中
でもࣗવを感じられるॴとなっています。また、広内には上智大学をする「SOP)IA U」のཱ体จࣈオブ
ジェを設ஔしました。今回のࣄをҎて、࢛谷Ωャンパスの౦・ೆ ࣠のओ要エリアの֎構ࣄがྃしました。

ʪ15߸ؗʫ
2022年5月に成した࢛谷Ωャンパスで最も新しい15߸ؗのݐ設にあたっては、環境ෛՙがগなくCO2ഉग़
ྔのݮとྛݯࢿの॥環ར༻推進の観点から、造ݐ築が࠾༻されました。ݐの֎は、ଟຎ産のଠさがҟ
なるࡐをަࠩさせた格子で෴うデβインで、ݐ学の理೦に連なる「ଟ༷ੑ」「ଞ者とのަ流」「ਅ理」「౷」をද
現しています。また、Ұൠ社ஂ法人日本ウッドデβインڠ会がओ催する2023年ウッドデβイン（ݐ築・ۭ 間
）をडしました。「ウッドデβイン」はのྑさや価値を、デβインの力で࠶構築することを目的として、༏れ
たݐ築・ۭ 間や、׆動や組み、ڀݚ等をื集・ධ価し、දজするݦজ੍です。

ʪ12߸ؗԼラウンジʫ
12߸ؗԼ、コンビχԣのラウンジۭ間を改मしました。このۭ間は、企ըの初ظ
ஈ֊から、サステナビリティ推進本෦	現ダイバーシティ・サステナビリティ推進ࣨ

学生職員による現状問題点のѲ・ੳ、改म後の目ࢦす࢟などについての׆発な
ٞが行われ、それをݩに、改म企ըの設ܭコンϖの実ࢪ・৹査までがҰ؏して行
われました。
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学院・大学全体の
取り組み



S1S' 	Sophia 1roHraN Gor Sustainable 'utures


上智大学は、「スーパーグローバル大学創成ࢧ援ࣄ業」の構により、2020
年にӳޠによる6学Պ連携コース「ιフィア持続可能な未来プログラム

ʠSophia PrograN for Sustainable 'utures: SPS'ʡ」（学࢜՝ఔ）を
開設しました。

SPS'では、国連がఆめた「持続可能な開発目標（SDGs）」にݶらず、ઓ૪やฆ
૪、経済格ࠩ、貧困、環境、教育などの問題、ٸにグローバル化が進Ή現
社会において国やҬをえてىこるنٿの問題、ଟ༷な価値観がͿ
つかり߹うෳࡶかつ困な問題、これらの問題・՝題の解ܾに取り組Ήことを考えるカリΩϡラムを構築し、将来そ
れらをりӽえる力をཆうことを目ࢦしています。入学して1年目に持続可能な未来を学問ディシプリンと関連づ
けて学び、2年目にଟ༷な学शと経ݧをಘて、3年目に֤ࣗが֫ಘした知識・技能・経ݧを持ち寄り持続可能な未来
に向けた取り組みを行います。そして4年目には֤学Պで創造的なଔ業ڀݚを行うデβインになっています。

2024年9月には5ظ生を迎え、6学Պ学生の߹ܭは200໊となりました。ҟなる学Պにॴଐする学生が、「持
続可能な未来」に向けて直໘する՝題を໌らかにし、その解ܾ方法を考え、どのような行動を取るべきかをࡧし
ながら、ڞに学びます。

4年間の学びのなかで、֤ ࣗの専門の知識を深めるࣗ学Պの専門Պ目はもとより、SPS'ଞ学ՊのՊ目や
SPS'Ҏ֎の学Պが開講しているՊ目などを幅広く学び、ླཱྀ 学やインターンシップを含めた学内֎の実ફ的な教
育プログラムも׆༻しながら、ॴଐ学Պの専門だけでなく、ଞの視点や考え方を学び、ଟ༷ੑとともに
学Ϳ感ੑをཆいます。SPS'は、コアテーマである「持続可能な未来」を実現するための教育プログラムです。

SPSFのコース

จ学෦ 新ฉ学Պ
૯߹人間Պ学෦ 教育学Պ
૯߹人間Պ学෦ 社会学Պ
経済学෦ 経済学Պ
経済学෦ 経営学Պ
૯߹グローバル学෦ ૯߹グローバル学Պ

��



SPSFのಛ

○コンセプト
✓間とともに持続可能な未来づくりを目ࢦす
✓専߈での専門ੑを高める
✓学際的なアプローνで視を広げる

○特৭
✓ 学際的なアプローνで൷的・創造的ࢥ考能力を開発

する
✓ 全ての学෦がಉじΩャンパスで学べる都৺
のワンΩャンパス（ツ谷࢛）
✓授業はすべてӳޠで開講
✓֤学Պの専門の学Ґを取ಘ

ɹɹ#.A. in +ournalisN #.A. in Education
ɹɹ#.A. in Sociology #.A. in EconoNics
ɹɹ#.A. in .anageNent #.A. in Area Studies
ɹɹ#.A. in International Relations.

SPSFのΧリキϡϥϜ

SPS'のカリΩϡラムは、SPS'コモンコア	持続可能な未来に向けた講義やゼミ
、アカデミックスΩル	ライティン
グ、クリティカルシンΩング、ディスカッション、プレゼンテーションなど、ӳޠでの学शスΩルをڧ化するための
基ૅ学श
、専門教育、全学ڞ通教育で構成され、֤ 学Պの専門を中৺に、幅広く学Ϳことができます。 
また、4年࣍には「ଔ業จ˞」を組ࠐみ、4年間の集大成として、またଔ業後の進࿏を見ਾえた学びの機会をఏڙ
しています。 
˞2024年9月ଔ業生のଔ業จについては、࣍ทを参র。

関連Webサイト: https://spsf.sophia.ac.jp/

at
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GraEuation…ResearDh…bZ…the…SPSF…first…Dohort

2uestion…�…)oX…Eoes…Zour…thesis�topiD…relate…to…sustainable…futures 

Sana…)0RI,A8A…from…the…Department…of…SoDiologZ
ʠ)oX does the Societal Perception of Disability Shape Support 
.easures  A CoNparative Study of +apan and /icaraguaʡ

.y thesis aligns Xith the universal value set of ʠleaving no one 
behindʡ establ ished by the 2030 Susta inable DevelopNent 
Goals   as i t  eNphasi[es inclus iv i ty   integrat ion  and the role 
of civi l society. With this it aiNs to highlight the signif icance 
and approaches to creating sustainable change and reducing 
ineRualities 	Goal 10
.

)aruLa…0I;UMI…from…the…Department…of…Global…StuEies…
ʠ)eteronorNativity as -ived EYperiences of Gay Undergraduate 
Students in +apanʡ

.y thesis focuses on social sustainability Xhich aiNs to create 
eRuitable and inclusive societies. )eteronorNativity inflicts barriers 
to achieving this harNing the Xell-being of -G#52� individuals 
and ult iNately foster ing systeNic discr iNinat ion in laXs and 
policies.
Understanding -G#52� youthsʟ eYperiences Xith heteronorNativity alloXs us to grasp 
hoX this bias is reflected in our subtle often unconscious acts creating non-inclusive 
environNents for those Xho do not fit the heteroseYual standard.

I[umi…5A/A,A…from…the…Department…of…Global…StuEies
ʠ5he Confluence of )uNan Rights and Artif icial Intell igence 	AI
 in 
SNart Citiesʡ

5he intersection of sNart cities huNan rights and AI is closely related 
to sustainable futures as it is related to the right to the city and Xell 
being of citi[ens. In particular the SDGs goal 11: Sustainable cities 
and coNNunities Xhich aiNs to ʠNaLe cities and huNan settleNents 
inclusive safe resilient and sustainableʡ is eYplored through Ny thesis 
topic.

PoonZaporn…SU5)AMP0R/…from…the…Department…of…SoDiologZ
ʠDeterNinants of EnvironNental -iteracy and its Relationship to Pro-
environNental #ehaviors aNong :outh in 5hailandʡ

5his thesis directly addresses SDG13: CliNate Action as it eYplores 
the deterNinants that influence environNental l iteracy and action 
aNong youth in 5hailand. 5he findings froN this thesis is also highly 
intertXined Xith SDG3: Good )ealth and Wellbeing SDG4: 2uality 
Education SDG11: Sustainable Cities and CoNNunities and SDG12: 
Responsible ConsuNption and Production as 5hai youth believe that 
deep-rooted institutional reforNs in education and social infrastructures can nurture 
environNentally-aXare and active individuals Xho Xill proNote sustainable developNent 
in 5hailand.

'or Nore details on their vieXs checL the folloXing linL
https://spsf.sophia.ac.jp/20240905/graduation-research-by-the-first-spsf-cohort
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 େֶӃ ڀݚֶڥٿՊ

SDGsの࣮ݱに͚て地球環境に取り組Ήάϩーバϧͳ人ࡐを育

現ࡏ、զ々が直໘している環境問題は、ٿԹஆ化、ഇغ問題と॥環ܕ社会づく
り、化学質の環境リスク、大気と水のอ全、ࣗ વࢿ本と生ଟ༷ੑのݮগなど、
人々の日ৗ生׆やࣄ業׆動がݪҼで発生しているものです。 
このような環境問題に対ॲするためには、SDGs（持続可能な開発目標）の実現に
向けて、環境教育やESD（持続可能のための教育）をҰ向上させ、人間׆動を変
革し、健全でܙみ豊かな環境を守りつつ、新たな経済発లを実現できる社会（持続
可能な社会）をつくり上げるඞ要があります。

このために、上智大学では、社会Պ学とࣗવՊ学を融߹し、より高なڀݚ・教育を行う「ٿ環境学ڀݚՊ」（
学などのଟ༷なの・環境大学院）を設ஔしています。教員は、法学、経済学、策学、経営学、社会学、理ٿ
国内֎の専門家から構成されており、非ৗۈ講ࢣは、現ࡏの日本の環境ڀݚをリードするୈҰઢのڀݚ者におئ
いしています。 
また、日本ޠコースに加えて、ӳޠのみでཤमすることができる国際環境コースが設ஔされており、アジアҬ、
アフリカ、ೆ ถ、Ԥถなど世界֤からଟのཹ学生をडけ入れています。このため、ٿ環境学ڀݚՊでは、ࣗ
らの問題や関৺に応じ、グローバルな視にཱった水४の高い教育とࢦಋをडけることができます。

関連Webサイト: https://XXX.sophia.ac.jp/jpn/acadeNics/g/g@genv/

ಈ（202�）׆ౡに͓͚る上智大学のSDGsࠤ

2022年に上智大学はࠤࢢとแׅ連携ڠఆをక݁しました。このڠఆに基づきࠤ、 の加ໜބにおいて、Ҏ
Լの教育と׆ڀݚ動を行っています。

̍ɽ環境লࢦఆの重要な࣪であるࠤの加ໜބを中৺に環境ௐ査を実ࢪ
関連ௐ査ࡂ・
ɹᶃ 加ໜބのܗଌ ：ྔ2024年ݩ日にىこった能ొ半ౡによる、ބఈܗ変

化のௐ査
ɹᶄ  能ొ半ౡでࠤԊ؛෦にܯ報が発ྩ。ܯ報にうආ状況、特にਁ

水ఆ۠Ҭの高ྸ者ࢪ設ではどのようなආ対応をしたのかをௐ査
ɹᶅ 能ొ半ౡによる加ໜބの水質の時間・ۭ 間の変化があったかどうか

をௐ査
ɹᶆࠤౡにおけるࡂ時エネルギーڅڙの組みのࡧ
の流入ෛՙௐ査ބ൞水ాから加ໜބ・
・加ໜބބ൞ܠ観アセスϝント

２ɽٿ環境学ڀݚՊ院生の環境ݚम実ࢪ
・トΩのための業、トΩのためのづくりなどのษڧ
・ౡຽの環境อ全意識ௐ査
の୨ాやたらいसなどの水จ化の見ฉࠤ・
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ソフィア未来塾

本学では、2024年5月から高校生を対象とした春学期『ソフィア未来塾』をオンライン
で開講しました。国連やユニセフ、国連難民高等弁務官事務所、世界銀行などの現役
職員や、それらの機関で勤務経験をもつ専門家と高校生が対話する新しい試みです。 
春学期には、5つの講義が行われました。全国の高校から800名以上の申し込みを
受け、半数以上の学生がオンライン講義に参加しました。多くの学生が世界の諸
問題に高い関心を向け、講義終盤には沢山の質問が寄せられました。変わりゆく
世界の現状やグローバル社会が直面している諸問題に対して専門家と共に考える
貴重な機会となりました。大盛況の講座となり秋学期にも新たな講師陣により講
座が展開されます。

開講科目と（）は講師の参加地
【春学期】
①5月11日 ◆ 植木安弘　上智大学特任教授、元国連広報官 （日本）
　　　　　　　　　　　　　 ＊コーディネーター
②5月18日 ◆ 浦元義照　 元国際労働機関（ILO）アジア太平洋地域総局長、国連児童基金（UNICEF)ほか勤務（日本）
③5月25日 ◆ 茶木久美子　元国連人事官（アメリカ、サンディエゴ）
④6月1日 ◆ 横須賀恭子　国連ボランティア（UNV）事務次長（ドイツ、ボン）
⑤6月8日 ◆ 帯刀豊　 国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）上級対外調整官（スイス、ジュネーブ）
【秋学期】
⑥10月5日 ◆ 桑田弘史　 国連開発計画（UNDP）危機局プログラム専門官（アメリカ、ニューヨーク）
⑦10月12日 ◆ 隈元美穂子　国連訓練調査研究所（UNITAR）持続可能な繁栄局長 （スイス、ジュネーブ）
⑧10月19日 ◆ 山下真理　 国連事務総長代表兼国連コソボ暫定統治機構 

セルビア・ベオグラード事務所長 （セルビア、ベオグラード）
⑨10月26日 ◆ 黒田和秀　元世界銀行社会開発官（日本）

関連Webサイト： 国際協力人材育成センター
https://dept.sophia.ac.jp/is/shric/news

最新情報は、ホームページを更新していますのでご覧ください。

上智地球市民講座

本学では、新たな公開講座となる『上智地球市民講座』を4月から開講しました。
2024年春学期は社会人、大学生、高校生など500名超が参加し、数か月にわたり
活発な学びと知識の交流が展開されました。 
『社会課題』『技術革新』『社会変革』の3つのテーマに関連する19の講座が開講。
一部の講座はオンラインで開講され、関東だけでなく全国や海外からも受講者が
集まりました。

【SDGsに関連する講座（以下一部抜粋）】
・「戦争システムから平和システムへ」神学部 小山英之 特別契約教授
・「SDGsと平和」グローバル教育センター 東大作 教授
・「実生活に根ざしたサスティナブルマテリアルとエネルギー」
　理工学部　陸川政弘 教授
・「日本社会の格差と教育」総合人間科学部　相澤真一 教授
・「AIの社会への貢献と課題 ―貧困問題編―」
　経済学部　倉田正充 准教授
・「環境と健康をつくるサスティナブルマテリアル」
　理工学部　竹岡裕子 教授
・「生活の中のサスティナブル・イノベーション」
　理工学部　堀越智 教授
・「異常気象も見据えた防災のあり方」基盤教育センター 讃井知 特任助教
・「行動経済学者と考えるこれからの資本主義社会での働き方・生き方」
　経済学部　川西諭 教授
・「持続可能なまちづくり」総合人間学部　田渕六郎 教授
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ड講者からは
「私たちが取り組Ήべき未来の՝題が理解でき、पりをרきࠐみながらできるこ
とをやっていきたいとࢥいました。」

「さま͟まなの専門家による最新のڀݚ、֤ の対策を学べたうえに、「ࡂ・
ࣗ、Ҋ」を考える՝題にあたりいろいろとௐべるなかでࡂݮ のࡂ・ࡂの知識
がߋ新できました。」

「私は今回のテーマとは直関のないࣄをしている会社員ですが、平和が
あってこその日ৗ、ࣄであることを௧感する講義でした。」

「今の世界にとって重要な問題であり、知りたいことがあったのでઌ生の講義をฉ
いていろいろ理解できました。また、高校生の参加もଟくएい世の方が関৺を
持ってくれてཔもしくࢥいました。」

「ड講内༰を通じてྑいࢢຽになりたいとࢥえました。またそのための行動をىこ
したいともࢥえる講࠲でした。」などのຬの高いが寄せられました。

関連Webサイト: 上智ࢢٿຽ講࠲WE#サイト
https://sgcp.sophia.ac.jp/

Ԅඒ大ౡ•ӉݕଜにてϚンάϩーϒ২ྛをؚΉΤコ•スλσィπアーを࣮ࢪ

2024年3月14日から17日の日ఔで、Ԅඒ大ౡ・宇ݕଜのࣗવとจ化、そしてマ
ングローブ২ྛを体ݧするエコ・スタディツアーを実ࢪしました。このツアーは、
2023年9月に上智大学、宇ݕଜ、日本ࣜגۭߤ会社	ҎԼ、日本ۭߤ
、ҏ౻

ࣄҎԼ、ҏ౻	会社ࣜגࣄの4者がక݁した宇ݕଜにおける環境อ全・Ҭৼ
興に関する産学連携ڠఆに基づく取り組みのୈҰとして、日本ۭߤが企ըし
たものです。

ツアーには、ҏ౻ࣄの社員とそのご家13໊と、上智大学の学生7໊の߹ܭ
20໊が参加しました。参加者はԄඒ大ౡのྺ史やౡӖのঝについて学んだほ
か、マングローブ২ྛ作業やଜ内の໊ॴ見学を通じて、宇ݕଜのࣗવとจ化に৮
れました。

本学大学院ٿ環境学ڀݚՊの৫गመ教授が企ըしたSDGsワークショップで
は、SDGsの֓೦をカードήームで学びました。৫教授は「世界Ҩ産とネイνャーポジティブ、エコツーリズムと
SDGs」というテーマでミχレクνャーを行い、参加者は環境อ全とҬৼ興の両ཱについて理解を深めました。

参加した学生からは「日本ۭߤとの連携講࠲をड講した際に宇ݕଜの観ޫࣄ業をఏҊしたことをきっかけに、実
際にଜを๚問したいといういがڧまり参加した」「宇ݕଜの方々、ҏ౻ࣄの社員の方とަ流できたこと、現
のจ化、ࣗ વや৯にも৮れることができ、ॆ 実した4日間だった」などのが寄せられました。

このツアーは今後も改ળを重Ͷてܧ続的に実ࢪし、২ྛ等の推進による環境อ全、宇ݕଜのҬৼ興にݙߩして
いきます。

関連Webサイト: https://XXX.sophia.ac.jp/jpn/article/neXs/topics/20240327ecotour/
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スϙーπイϕンτ「セシπアーτキϣ」を開催ऀো֮ࢹ

２０２̐ 年5月12日（日）に、フランス発の視֮ো者スポーツܒ発イベント「セシツアー（C¬CI5OUR）」を、「セ
シツアートウΩョウ（C¬CI5OUR 5O,:O）」として上智大学࢛谷Ωャンパスにて開催しました。

セシツアーは、「目が見えない状ଶ」を意味するフランスޠ「セシテ（cÉcitÉ）」が໊લの由来。パリ2024オリン
ϐック・パラリンϐックに向けた「INpact 2024プログラム」にೝఆされている、視֮ো者スポーツのී及と関
ܭイベントです。2023年からフランス֤を८回し、大会開催までにܕしたҠ動ࢦ者ネットワークの発లを目
̓回実ࢪされています。今回、ಉイベントをओ催するフランスのϋンディスポーツ連ໍのブラインドスポーツディ
レクターであるシャルリ・シモ氏のڠ力をಘて、本学学生ஂ体のιフィアオリンϐック・パラリンϐック学生プロ
ジェクトGo #eyondとともにフランス国֎で初めて実現するӡびとなりました。

当日はڧ෩の影響で、ٸᬎϝインストリートエリアで༧ఆしていた企ըを全て6߸ؗ内で実ࢪ。オープχングセレ
モχーでは、Go #eyondの学生が力ڧく開会એݴを行い、その後はブラインドスポーツ体ݧやアスリートトーク
ショー、企業・ஂ 体によるプロモーションなど視֮ো者ࢧ援に関する企ըに加え、学Պ相ஊコーナーやフランス
。されましたࢪ学Պサークルによるνーズパーティーなど本学らしい企ըもਵॴで実ޠ

ୈ3体育では、イベントの目ۄ企ըのҰつである「セシリンϐック」が行われました。特ఆ非営ར׆動法人日本
ブラインドサッカーڠ会ڠ力のもと、スϖシャルήストとしてݩブラインドサッカー日本දの加౻健人બखを迎
え、100人の参加者がブラインドサッカーを体ݧしました。
参加者は10νームにかれ、アイシェード（アイマスク）をしながらϘールをखやで回したり、コーンにあてたり
するミχήームを行いました。最初はށいがଟく、Ϙールに৮れることすらしかった参加者も、間のかけ
やखഥ子などԻによるサポートでঃ々に上達し、見えない世界でサッカーをָしみました。わずか2時間の体ݧで
会は大きなҰ体感にแまれました。
最後に加౻બखは、「ブラインドサッカーはコミϡχέーションが大。ϐッνの上で見える人と見えない人がどう
ݧ力し߹っているか。アイマスクをしている人だけでなく、Ωーパーや監ಜにも目してみてほしい。今回の体ڠ
をきっかけに、ブラインドサッカーをҰॹにり上げていきたい」と、ブラインドサッカーのいいをえまし
た。

6߸ؗ101教ࣨでは、セシツアーの発ى人であるシモ氏、日本パラ
リンϐックҕ員会ҕ員長のՏ߹७Ұ氏、そして日本ブラインドサッ
カーڠ会理ࣄ長（当時）で、本学ଔ業生でもあるԘౢ史氏による
トークショーが行われました。「セシツアーを通して目ࢦしたい社会」
や「視֮ো者ࢧ援におけるࣗ国の՝題」などをテーマに、日そ
れͧれの視点からインクルーシブ社会の実現に向けたブラインドス
ポーツのݙߩについてٞがަわされました。
Ԙౢ氏は、「ブラインドサッカーは見える人と見えない人がಉじϐッ
νでڞに取り組Ήスポーツであり、ڞ生社会を具現化したもの」とड़
べ、社会的価値発৴の重要ੑをڧௐしました。また、日本の՝題とし
てແ意識のภ見をڍげ、「今後は意識のイϊベーションを促進してい
きたい」と意気ࠐみをޠりました。
シモ氏は日本のアクセシビリティ対応をশࢍし、フランスに応༻し
たいとしました。また、「私はোをϋンディΩャップとしてではな
く、Ұつのʠҧいʡとଊえている。すべての人がࣗのډॴを見つ
け、anorNalとnorNalでけられないʠaʡが取れるような社会を目ࢦしていきたい」と、未来のظをޠりま
した。
Տ߹氏は、日本の現状について「社会のルールを変えたら終わりではない。子どもたちの教育に力を入れ、意
識を変えていくことが重要」とड़べました。また、「日本は2のパラリンϐック開催によりো者ࢧ援においてઌ
進的な෦があるҰ方で、ޠݴのนにより発৴が不している໘もある。これからは日本のތる技術をもっと発
৴していきたい」とޠりました。
日ブラインドスポーツ界をදする3人のレジェンドがଊえる現状と未来のఏݴは、ڞ生社会を目ࢦすうえ
でࣗにできることを考える貴重な機会となりました。
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本イベントの最後を০る企ըとして、「ເをいかけるあなた。」と題したアスリートトークショーが開催されま
した。ొ ஃ者には、Տ߹氏をはじめ、ブラインドサッカーの୮Ӌ海ేબख、ローイングとクロスカントリースΩーの
༗安ྒ平બख、デフサッカーのদݩາબखが໊を連Ͷました。「Ұ人ではえられないເをみんなでえるた
めに」をテーマに、νームビルディングのコツやҟなるഎܠを持つଞ者とのڠ働のしさ、目標達成のためのࢦ
標などについて、ొ ஃ者と࢘会進行役のGo #eyondの学生との間で׆発なディスカッションが行われました。
デフサッカーでओ将を務めるদݩબखは、νームビルディングにおけるリーダーの役割について、「まずはそれͧ
れがࣗでܾめた目標を持つことが大。そのうえで、ࣗ のいをえ、相खのいをฉく対の時間を設け
るようにした。ಉ時に、相खの意見を൱ఆしないことを意識した」とޠりました。
୮Ӌબखはઓにうࣦഊの重要ੑをڧௐし、「ࣦഊをただのࣦഊとଊえるか、࣍のݪ動力としてଊえるかは
ࣗ࣍ୈ。だからこそ、ࣗ がؤுる意味を持つことが大だ。それが個人の成長、ͻいてはνームの成長につ
ながっていく」と、ࣗ らの経ݧஊとともにઓし続けることの大さをޠりました。

༗安બखは、োの༗ແやੑผの੍ݶがない「ローイング」というスポーツをྫに、個ੑある間とڠ働するし
さについてしました。みんなでເに向かうためには、「ҧいをプラスにଊえることが大。それͧれの特ੑによ
るಘ意をおޓいが理解することで、個ੑをポジティブにଊえられるようになる」とଞ者をडけ入れるための具
体的な行動をఏҊしました。
Տ߹氏は「ເはલ向きに生きるエネルギーになるから、こうなりたいというʠWIS)ʡをまずは持ってほしい。ເに
大小はない。1つでなくてもいい。Ұ൪のࣦഊはνャレンジしないこと。パッションを持って、ເに向かってઓし
ていきましΐう」と、参加者にいエールをૹりました。
このトークショーを通じて、間と目標やເをڞ༗し、ޓいをଚ重し߹う関ੑを築くことの重要ੑを࠶ೝ識し、
それを体現しているパラスポーツの大きな可能ੑを֬ೝする、価値ある時間をڞ༗しました。

クロージングでは、パリ2024大会のオフィシャルダンスを会にいる全員でགྷり、パリ2024オリンϐック・パラ
リンϐックのظをڳに、ଟくのܹをडけたҰ日となりました。
今回ಉイベントをओ催したGo #eyondのදである⅓Ҫさんは、「୭にとってもインクルーシブなC¬CI5OUR 
を開催するにあたり、ۤ の連続でした。しかし、当日は、当ࣄ者およびग़లஂ体にとって、新たなަ流の機会や
情報ަのとなる༷子を目にし、本イベントが人々を͙ܨインフラとなったことを実感しました。今後は持続可
能なムーブϝントとして機能するよう役目をՌたしていきます」とৼりฦりました。

関連Webサイト: https://XXX.sophia.ac.jp/jpn/article/neXs/topics/cecitour2024/
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ダイバーシティ・サステナビリティ推進ࣨ
学生職員の取り組み

Ϋϥイナの෮ڵについて͑ߟるϫーΫシϣッϓをܚጯٛक़大学•౦大学とڞಉͰ開催

2022年のロシアによるウクライナ৵߈直後、上智大学はܚጯ義क़
大学とڞ催で両校と関連校の学生、生ెおよび教職員を対に「ウ
クライナ平和シンポジウム」を開催し、専門家による解説もަえ、
人々が安৺してらせる社会の実現にԿができるかをڞに考える
機会を設けました。2023年になってもઓಆの終݁の見通しはཱっ
ていませんが、国際社会ではઓ後の෮興に向けた動きも始まってい
ます。そうした動きに大学界からもݙߩすることを目的に、本学、౦
大学、ܚጯ義क़大学の3大学がڞಉして、ウクライナ෮興とࢧ援
のあり方を考える連続ワークショップを企ը・実ࢪしました。

ୈ1回は本学で2023年6月30日に「ウクライナ෮興そして未来を
考える」として開催し、130໊が参加しました。国内֎での෮興
に向けた׆動の最新状況、日本の役割についてグローバル・スタ
ディーズڀݚՊの২安߂教授（国際ڠ力人ࡐ育成センターॴ長）
が基ௐ講演を行い、・行機関、/GOや産業界の専門家がܚጯ
義क़、౦大学のొஃ者とڞに෮興ࢧ援動向や՝題をڞ༗したうえ
で、֤ でഓった知見を融߹した෮興ࢧ援のあり方について、具
体的な構をٞしました。

ୈ2回は9月に౦大学で当ࣄ者視点の෮興ࢧ援の重要ੑと日本のݙߩをテーマに開催されました。ࡂ後
のඃࡂ者の視点にཱったࢧ援のྫࣄ紹介や、ウクライナग़学生による報告があり、本学からは૯߹人間Պ学෦
教育学Պの小দଠ教授が教育による平和構築や日本によるݙߩの可能ੑを示しました。

ୈ3回は12月にܚጯ義क़大学で「ルブリン・トライアングルと日本」をテーマに開催され、֎国ޠ学෦ロシアޠ学
Պの౬ઙ߶教授が、ロシアのウクライナ৵߈後のϢーラシアにおけるҬओ義をテーマに講演しました。また、ウ
クライナ、ポーランド、リトアχア3国のҬ連߹と日本の連携による෮興のࡏり方を、֤ 国のற日大と3大学
ొஃ者がٞしました。ウクライナの෮興という国際的な՝題について、֤ 大学の特や専門的知見、ネットワー
クを׆かしたଟ֯的なテーマ設ఆで、高等教育機関の役割を考える機会となりました。

0̏�…Club…+apan…大学τッϓのコミッτメンτൃද

30� Clubは2010年にӳ国で創設された、企業等における重要意ܾࢥఆ機関に
めるঁੑ割߹の向上を目的とした世界的Ωャンϖーンです。現20ࡏϱ国Ҏ上
でల開され、2019年には「30� Club +apan」が設ཱされました。上智大学は
2021年6月に30� Club +apan大学グループに参ըし、教育、ڀݚ、社会ݙߩ
の֤で、ジェンダーダイバーシティの実現に向けて教育やܒ発׆動を推進し
ています。

2024年2月には、ᐄಓ学長を含Ή大学グループの9大学のトップが「ଟ༷ੑのある大学ӡ営」に向けた具体的な
目標を໌ݴし、その実現のಓےを示すコミットϝントを発දしました。コミットϝントでは、ドイツ、フランス、イ
ギリスと国੶のҟなるイエズス会࢜によって設ཱされたことに始まる本学のଟ༷ੑをೝめる౷を、これからも
ঝしていくことを今後の՝題としてあげました。また、2023年5月時点でঁੑ教員の割߹が4割となり、教授ܧ
および।教授にめる割߹も3割と高いなど、これまでさま͟まなࢧ援を実ࢪしてきた݁Ռとしての値を示し
ました。

そして、࣍世のリーダー育成とともに、よりଟ༷なバックグラウンドを持った構成員が意ܾࢥఆのや大学ӡ営
に参ըすることが重要であるとコϝントしました。2023年から始まったグランド・レイアウト3.0にもDEI&#の
推進、グローバル社会にݙߩするएखڀݚ者・ঁ しており、さらにॆ実したब学およびब業ه援を໌ࢧ者ڀݚੑ
環境の整උを年ܭըのもと実ࢪしていきます。
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ダイバーシティ・サステナビリティ推進室
学生職員の取り組み



ダイバーシティ•サステナビリティ推進室のઃཱ

上智学院は、2024年7月に「ダイバーシティ推進ࣨ」と「サステナビリティ推進本෦」を౷߹し、新たに「ダイバー
シティ・サステナビリティ推進ࣨ」を設ཱしました。これにより、これまで両組৫で行なってきた取り組みにڞ通す
る՝題を整理するとともに、ӡ営体੍をڧ化し、全学的なエンήージϝントを促進していきます。

上智学院のダイバーシティ関連の׆動は、2009年の「グローバル社会に対応するঁੑڀݚ者ࢧ援」プロジェクト
から始まり、2011年には「உঁڞಉ参ը推進એݴ」を੍ఆした後、当初はஉঁڞಉ参ը推進ࣨが中৺となりల開
していました。その後、ଟ༷ੑの֓೦の広がりに߹わせ、ダイバーシティ推進ࣨとして改組し、ࢧ援対者の֦大
と੍ॆ実を進めてきました。

Ұ方、2021年7月、大や中学校、高校など、上智学院の設ஔ校全体と連携して「サステナビリティ推進本෦」を
設ஔしました。大学の社会的責任をՌたすため、イエズス会全体がܝげるUAPs（̐つのීว的方向付け）と国連
のܝげる世界的取り組みであるSDGs（持続可能な開発目標）を積極的に׆かし、サステナビリティに関わる学院
内のڀݚ・教育・՝֎׆動ஂ体・社会׆ݙߩ動の連携・ڠ働、情報発৴など、Ұの׆動促進をしてきました。ಠࣗ
のࢼみとして、学生職員をޏ༻し、イベント企ը、Ωャンパス環境整උ、広報׆動などに関わってもらうことで、学
生、教員、職員のڠ働を実現しています。

2023年にఆめた学院の中長ܭظը「グランド・レイアウト3.0」では、教皇回勅「ラウダート・シ」やイエズス会の
UAPs（4つの方向づけ）、さらには国連のSDGsなどを踏まえ、学院全体のダイバーシティ及びサステナビリティ
の促進を重要߲ࣄとして進めていくことがᨳわれています。
新組৫では、この方に基づき、これまでの働きをܧঝ・ڧ化するだけでなく、新たなܗをࡧしながら、教育、ݚ
。しますࢦを通して、.AGIS（現状にຬせずҰよりよい）世界の創生に寄与することを目ݙߩ社会、ڀ
今後も、上智大学およびظ大学෦、中等教育෦門において、学生・生ె、教職員がҰ体となって׆動を進めてま
いります。

学生職員について

学生職員は、大学生の目ઢと発力・創造力を׆かし
て、Ωャンパス改ળや企ը実ࢪ、情報発৴などをओな
動としています。授業のۭきコマをར༻して、ि10׆
時間ఔྟ時職員としてۈ務しています。ৗۈ職員の
੍、務サポートだけでなく、広報、情報ऩ集ࣄ 設ܭな
どに幅広く関わることができ、社会人としてٻめられる
ビジネススΩルや業務の進め方を体ಘできます。

ʻ学生職員のओな業務ʼ
ᶃΩャンパスのϢχバーサルデβイン化
ᶄ環境ෛՙݮの取り組み
ᶅダイバーシティやサステナビリティに関する企ըの

実ࢪ
ᶆ産学・Ҭ連携企ըの実ࢪ
ᶇ׆動・取り組みの取ࡐ
ᶈイベントの情報એ

��



໊ؗサインのઃஔ

上智大学では、よりଟ༷ੑがଚ重され、安৺してաごせるΩャンパス作りのため、
ըを進めてܭ谷Ωャンパス内の情報のバリアにண目しΩャンパスのサイン整උ࢛
います。Ωャンパス内のサインを֊的に連続するように整උしていくという考え
に基づき、2021年より整උを開始し、これまでに૯߹Ҋ内サイン、エリアサイ
ン、Ωャンパス内でݐ༠ಋする༠ಋサインを整උしてきました。

2023年にはそれまではݐによってバラバラだった「໊ؗサイン」を新たに整
උしました。整උにあたっては、学生職員がΩャンパス内を実際にาき、かりにく
いॴを֬ೝするなどしてよりೝ識しやすいҐஔやදهにすることで、どんな人で
もݐの۠ผがつきやすくなるようにしました。今後もサイン整උܭըは続
き、ݐ内のサインなどをߋに整උしていく༧ఆです。

ΤϨϕーλーサインのઃஔ

2߸ （ؗ全6基中2基）と11߸ （ؗ全3基中1基）のエレベーターを新たに「Ώずりあ
いエレベーター」としました。2つのݐは特に授業で༻されることがଟく、授業
のલ後ではいつもエレベーターར༻のための長ऄのྻが見られますが、ར༻者の
なかにはエレベーターҎ֎でのҠ動がしい方もいます。そのような方々が༏ઌ
的にれるよう「Ώずりあいエレベーター」をఆめるとともに、本学のΩャラクター
であるιフィアンくんを༻いるなどしみやすいデβインでར༻者の意識ܒ発
を行っています。

「110生͖る、持続可能ͳࢲͰあるために…
…�ネΨティϒ•έイパビリティ�」の開催

2023年11月1日の創ཱه೦日に際し、「110年生きる、持続可能な私であるため
に -ネガティブ・έイパビリティ-」を実ࢪしました。 
今回のプログラムでは、現でٻめられる「早ٸな՝題解ܾ」のٯをいく、わからな
い状ଶにえջ疑の中にཹまる力ʹネガティブ・έイパビリティを取り上げました。

レクνャーパートでは生産 ・ੑコスパ・タイパを重視するといったように、現人の
ଟくが「ޮ中ಟ」にؕっていることをࢦఠし、そもそもネガティブ・έイパビリティ
とはԿなのか、その解ऍについて理解を深めました。重Ͷて、ࣄをॲ理する力ʹ
ポジティブ・έイパビリティだけで生きていくことの問題をఏىしました。その後
のワークショップでは、ポジティブ・έイパビリティ的意見に疑問を投げかけ、ࣄ
のલఏを疑うことの実ફをグループで行いました。 
参加者からは「ܕにはまったࣗのࢥ考のบに気づき、ॊೈで広い視点をもつ重
要ੑを感じた」、「学生、教職員間のަ流が貴重な経ݧでした」との感が寄せられ
ました。

関連Webサイト: https://diversity-sustainability.sophia.ac.jp/inforNation/4841/

্ஐֶӃμΠόʔγςΟwαεςφϏϦςΟ 
ਪਐࣨͷऔΓΈ
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上智大学…SDGs…�…サステナビリティϨϙーτ2022�2023の࡞

2023年11月22日にh SDGsˍサステナビリティレポート2022-2023 をɦ発行し
ました。

本レポートはサステナビリティ推進本෦（現ダイバーシティ・サステナビリティ推進
ࣨ）の学生職員が୲当し、今年で3年目の発行となりました。ࢽ໘では、SDGs達成
をઌಋする上智学院における1年間の׆動をࡌܝ。学長・૯務୲当理ࣄによるϝッ
セージから始まり、サステナブル投ࢿやサステナビリティ推進本෦の取り組み、さ
らに֤SDGsにおける教職員・学生らのྫࣄを紹介しています。

関連Webサイト: 
https://XXX.sophia.ac.jp/jpn/article/neXs/announceNent/sdgsreports231122/

SDGs…8eeL…E9P0…2023…Τコϓϩのग़ల

2023年12月6日ʙ8日の3日間、౦ژビックサイト౦ϗールにて開催された
SDGs WeeL E9PO 2023 エコプロに、サステナビリティ推進本෦とٿ環境
 。ॴがग़లしましたڀݚ
ಉエΩスポでは、࣍世技術や・サービス、CSR׆動、環境อ׆ޢ動、環境อ
ஂ・発化するSDGsの企業׆、連携などの最新情報の発৴や策、産学ޢ 体の
༷々な取り組みの発දが行われました。 
サステナビリティ推進本෦ではブースに学生職員がৗறし、取り組みの成Ռを紹
介しました。

当日は企業の方やҰൠの方々、小中高生まで༷々な方におӽしいただきました。
企業の方が学生職員の意見をฉくためにをӡんでくださったり、ڠ働企ըのお
༠いをいただいたりなど、上智の取り組みの広がりと、推進本෦の知໊向上を感じた3日間でした。 
最終日の12月8日にはミχステージ「動きग़す未来」のコーナーにて、学生職員がٿ環境ڀݚॴの大学院生と
ܠにプレゼンテーションを行いました。プレゼンテーションでは、上智学院サステナビリティ推進本෦設ཱのഎڞ
や学生職員の取り組みなどを紹介しました。

関連Webサイト: https://diversity-sustainability.sophia.ac.jp/inforNation/4979/

Sophia…Christmas…SRuareの開催

サステナビリティ推進本෦は、2023年12月18日と19日にSophia ChristNas SRuareを学生ஂ体neYnect
と学教職ڠ働プロジェクト「ϐア・カフェ」とڞに開催しました。当日は、バβー・Ωッνンカーによるҿ৯ൢച・ラ
イブパフΥーマンスに加え、՝֎׆動ஂ体はื金׆動やνャリティーバβーなどを実ࢪし、サステナビリティ関連
のஂ体׆༂のを実現させることができました。

また、ゴミステーションに学生職員がறࡏし、൘等でप知を行うことによって、リサイクルを促し、平時ならまと
めてࣺてられてしまう༰ثゴミ等であっても、దにผさせることができました。
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ʰ学生͚ʵイϕンτ開催のためのサステナビリティΨイυϥインʵ のɦ࡞

2024年1月、h 学生向けʵイベント開催のためのサステナビリティガイドラインʵ をɦ作
成しました。
社会全体でSDGsやサステナビリティの関৺が高まるなか、ଟくの人やモϊのҠ動が
い、ݯࢿがଟくফඅされるイベントにおいても、持続可能ੑの୲อが意識されてきて
います。

そこで、本学でも学生生׆における会ٞやイベントをサステナブルなܗで実ࢪし、より
ྑい大学のࡏり方を実現していくため、ࢦとなるガイドラインを作成しました。本ガイ
ドラインは、ओに2019年に౦ژ都で発行された「5O,:O .ICEガイドライン」を参考
にしています。
学生を対とし、学生生׆における持続可能なイベント開催を実現するための方を

「組৫づくり」「イベントલ」「イベント当日」「イベント後」の̐つのஈ֊にけて、νェック߲目にまとめました。本
学の՝֎׆動ஂ体や個人で組৫・イベントのӡ営をしている学生、サステナビリティの実現に向けて׆動してい
る学生のਁಁを目ࢦしています。

関連Webサイト: https://diversity-sustainability.sophia.ac.jp/efforts/4895/

͝みശのリχϡーアϧを࣮ࢪ

12߸ؗ1֊と8߸ؗϐロティલに新デβインのごみശをݧࢼ的に設ஔしました。࢛谷
Ωャンパス内には֎・内にたくさんのごみശが設ஔしてありますが、特に「もえるゴ
ミ」と「プラスνック」のผ方法がかりにくいという՝題を๊えていました。

そこで、まず学生生׆にଈしたϐクトグラムをݕ౼、考Ҋし、またݯࢿ༗ޮར༻促進法に
基づく識ผマークをごみശにදهすることで、ϝインϢーβーである学生によりかり
やすくผしやすいごみശの設ஔを目ࢦしました。ར༻者の応やผ状況にؑみてߋ
なる改ྑも行われる༧ఆです。

12߸ؗ地Լϥンジのリχϡーアϧを࣮ࢪ

12߸ؗԼ1֊セブンイレブンԣのラウンジは、これまでҿ৯やษڧのためのスϖース
としてଟくの学生にར༻されていましたが、ԼにҐஔすることから日中でもബ҉く、ま
たंいすϢーβーがར༻しづらいという՝題を๊えていました。

そこで、ᶃ上智らしく、ᶄSDGs・D&I要ૉがりࠐまれた、ᶅଟ༷なχーズに応えるۭ
間というコンセプトのもと、Լでも໌るくଟ༷な人がར༻しやすいラウンジのリ
χϡーアルを行いました。100ˋリサイクル可能なҜ子やリサイクルされたૉࡐででき
たচࡐ、'SCೝূ˞ࡐ༻のఱ൘を࠾༻するなど、環境に慮したॄثを積極的に取り
入れるとともに、Ұ෦にंいすϢーβーでもいやすい高さのصを࠾༻し、通࿏幅の֬
อにもめました。৭をଟく࠾༻し、やかでฒಓのようなリラックスできるۭ間と
なりました。

˞'4$ೝূ�'4$ʢ'PSFTU�4UFXBSETIJQ�$PVODJMʣ͕ ఆΊͨ֨نΛͱʹɺదͳཧ͕ߦΘΕ͍ͯΔྛ͔Βੜ͞࢈Εͨʹର͠ɺ
ೝূΛ͢Δ੍ɻڥࣾձɺࡁܦʹର࣋͠ଓՄͰ͋Δͷ͕ೝূ͞ΕΔͨΊɺ'4$ೝূͷΛબͿ͜ͱͰഁڥյਓݖ৵
ͳͲʹՃ୲͠ͳ͍બʹ͕ܨΔɻ
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֤SDGຖの取り組みྫࣄ

τーτバッάのリχϡーアϧを࣮ࢪ

2024年3月、新入生にするトートバッグのリχϡーアルを実ࢪしました。 
上智大学はこれまで、新入生向けの༻バッグとして安価でৎな不৫バッ
グを༻していました。しかし、Ұ日だけのいࣺて状ଶになっているという՝題が
ありました。 
エコバックやトートバッグは、Ұつのものを長くえうほど環境のෛՙがݮり
ます。

そこで、学生職員が中৺となりアイデアをग़し、「長くってもらえるトートバッグ」
を目ࢦし、環境に慮したૉࡐに変ߋしました。デβインにもこだわり、上智大学の
中でもྺ史があり、的な̍߸ؗをイラストレーターの方にૉఢにඳいていただ
くことで、ଟくの人にѪணを持ってってもらえるトートバッグを目ࢦしました。

関連Webサイト: https://diversity-sustainability.sophia.ac.jp/inforNation/5050/

ಾղ͖�キャンパスา͖イϕンτ「ফ͑たιϑィアン͘Μを୳ ʂͤ…
ιϑィア•キャンパスΫΤスτ」の開催

2024年4月12日ʙ26日、「ফえたιフィアンくんを୳せʂιフィア・Ωャン
パスクエスト」を開催しました。 
当企ըはWebサイト上のಾ解きจをखֻかりに、上智大学公ࣜΩャラク
ター「ιフィアンくん」を୳しग़すಾ解きˍΩャンパスาきイベントです。こ
のイベントは学生にサステナビリティや上智大学の取り組みに幅広く興味
をもってもらうことを目的として開催され、参加者はಾ解きを通じて学内
のサステナビリティに関連するࢪ設やスポットを८りました。

ڀݚ、の༑達作りのきっかけにظ参加者人は200人に上り、新学ܭྦྷ
のଉൈきに、ۭ きコマのՋつͿしに、など༷々なܗで上智大学のサステナビリティにしんでもらうことができま
した。 
参加者からは「上智大学のSDGsに対するࢼみを、よりۙにそして当たりલに感じられる機会だった」「新入生な
ので、このイベントを機に大学のΩャンパスを८ることができてྑかった」「қを上げて来年も開催してほし
い」などのが集まり、大ධのイベントとなりました。

関連Webサイト: https://diversity-sustainability.sophia.ac.jp/efforts/5456/

౦2020ژパϥリンϐッΫग़બखと学Ϳ「ंい͢ϑェンシンάମݧձ」の開催

2024年6月9日、特ผήストとして౦2020ژパラリンϐックにग़した加
ೲ৻ଠબखをটいた「ंいすフェンシング体ݧ会」を開催しました。 
本イベントは、োを๊えた人々の視点からスポーツを体ݧすることでマ
イϊリティの理解促進をૂうとಉ時に、スポーツのアクセスがগない
体ো者にパラフェンシングを体ݧしてもらうことでパラスポーツとい
うબࢶがあることをೝ識してほしいという目的から、サステナビリティ推
進本෦と体育会フェンシング෦が企ըし、Ұൠ社ஂ法人日本パラフェンシ
ングڠ会と、公ӹ社ஂ法人౦ژ都ো者スポーツڠ会のڠ力により実現し
ました。

当日は本学学生や教職員など90人が参加し、োの༗ແや国੶、年ྸ
をえてパラフェンシングをָしみました。参加者のଟくが初めてに৮
れるフェンシング未経ݧ者でしたが、フェンシング経ݧ問わず౦ژパラリン
ϐックग़経ݧのある加ೲબखとの対ઓをָしんだ貴重な時間となりまし
た。

関連Webサイト: https://XXX.sophia.ac.jp/jpn/article/neXs/topics/fencing0609/
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各SDG毎の取り組み事例



ඪ�� ශࠔΛͳͦ͘͏
͋ΒΏΔॴͰɺ͋ ΒΏΔܗଶͷශࠔʹऴූࢭΛଧͭ

学生ஂମ　上智大学学生ओମ/G0「め͙͜」�アジアのࢠͲたͪのཱࣗを͑ࢧるձ�

「め͙こ」はインドとフィリϐンの家ఉの経済的問題で学校通うことができな
い子どもたち2000人に対し、څ付ܕ学金としてຖ年ࢧ援しており、ຖ月
ૹ金を終えるࣄツ谷Ӻにて֗಄ื金を行っています。2024年もྫ年通りແ࢛
ことができました。

さらに2023年11月にはνャリティーコンサートを上智大学10߸ؗ講ಊにて
開催しました。特ผήストをটいたコンサートを成ޭさせ、ࢁの来者からの
寄付金を子どもたちのݩಧけることができました。

また、2024年3月にはインドスタディーツアーを行い、ࢧ援ઌのࢪ設を๚問し子どもたちやࢪ設の༷子、֗ の
状況などを֬ೝしてまいりました。「め͙こ」の理೦のҰつである「إの見えるࢧ援」を実ફし、持ちؼった՝題を
今後のٞ題として現ݕࡏ౼しています。どのࢪ設もԹかく迎えてくださり、子どもたちのݩ気とসإが׆動のモ
νベーションとなりました。

今後も子どもたちの໌るい未来のために、ಉじ人間間としてڞに成長できるように、引き続きਫ਼進してまいります。

関連Webサイト: http://NeguLo.net/

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/NeguLo.sophia/

9: https://Y.coN/NeguLo@sophia

学生ஂମ　M-5͜ͲϓϩジェΫτ

.-5こどもプロジェクトは、৯育ࣄ業や学शࢧ援を通じて、シングルϖアレント
家ఉやઍా۠の小中学生に安৺できるډॴをఏڙすることを目的として
います。ຖि༵日、サロンスϖースをआりて、学生が中৺となり、ཱݙを考え、
こどもたちとҰॹにௐ理を行っています。

2023年のळには、国ཱՊ学തؗのԕも実ࢪしました。ࣄલにルート֬
ೝやల示の見学を行い、パンフレットやνラシの४උも整えました。当日は、
レンタルスϖースでのன৯もָしみ、ήームを通じてこどもたちとަ流しまし
た。こどもたちは学校でのग़来ࣄやझ味について積極的にし、ήームのルールを学生たちに༏しく教えてくれ
るなど、コミϡχέーションも׆発なとなりました。

今後も、ຖिの׆動日をָしみにしてくれているこどもたちとの会を大にし、.-5が৺安ら͙ॴであり続
けるよう力していきたいです。

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/NltLodoNoproject/

ԭೄのՈ
経ࡁ学部経ࡁ学科…教त…ా…ཅհ

ʲڀݚの֓要ʳ
に関する理モデルを構築し、ԭೄの家をについて、組৫のプリンシパルʖエージェント関ܧ業の間ঝࣄ
ৄ、会・連߹会と連携してとして実ূ的にੳする。ԭೄにおけるྫࣄ なアンέートௐ査を行い、データをࡉ
ಘる。

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/184/
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大ࡕサテϥイτキャンパスͰ「ユχセϑセミナー」を開催

2023年10月9日、本学とฌݝݿϢχセフڠ会は「ʠ教育ʡから考える国際ڠ力
とࢧ援のಓʕए者たちとこれからの国際教育ʕ」をڞಉ開催しました。ӬҪರ
子෭学長による本学の国際ڠ力と教育の紹介から始まり、έχアのスラム ・֗
Ωベラで貧困の子どもたちの学校をӡ営する早ઍথ氏がその׆動と経ݧを
׆ҕ員会からは、Ҭ学院中学・高等学校社会ไߕ༗しました。続いて、ڞ
動とϋンセンපױ者をに持つインドの子どもに学අやڅ৯අをૹるインドื
金についての報告がありました。最後に、౦ティモールの教育ڀݚ者であるਢ
౻ྰ氏（本学社会学Պଔ）が、教育とޠݴଟ༷ੑ、特に教授ޠݴ問題についてのڀݚを紹介しました。

中高生、教育関者などの参加者に教育׆動を通した国際ڠ力とࢧ援のࡏり方について理解を深めてもらう機
会となりました。

関連Webサイト: http://XXX.sophia-osaLa.jp/update/20231020@01.htNl

ࣾձに৮Εて՝のղܾࡦを͑ߟる
ӫޫ学Ԃத学高等学ߍ

本校高等学校1年生で実ࢪしている教Պh 情報 でɦは、「テクϊロジーをって今ま
で解ܾがしかった問題にどうアプローνすることができるのかʁ」を考えるきっ
かけとして、ࣜג会社Ridiloverが企ը・ఏڙしているスタディツアープログラム
に参加し、実際の社会問題に৮れ、՝題解ܾまでのࢥ考体ݧを行っています。
これは、社会問題の解ܾを目ࢦす人たちや当ࣄ者のを直ฉき、そこで見たこ
と・ฉいたことをݩに「現状の՝題」「理状ଶ」「現状と理のギャップから見え
る解ܾ策」をグループワークでચいग़すまでを行うプログラムですが、その後の
授業の時間をって、ࣗ たちで考えた解ܾ策を成Ռとしてܗにしています。
生ెはෳあるテーマから1つબんで、それについて取り組んでいきますが、2023年は「ग़ॴ者の࠶νャレン
ジについて考える」「ϗームレス問題のࢧ援者と当ࣄ者のから現のʠ貧困ʡを考える」「組৫のあり方から新し
い働き方を考える」「大な৯ロスのこれからを考える」「ଟ༷化する現のґଘを知り՝題を見つける」「困り
༷、動をし׆を๊えたए者がଞ者をཔれる社会について考える」の6つのテーマからબんでࣄ 々なཱの人の՝
題をೝ識しながら、ࣗ たちのアイデアで、今ある社会問題にどのようなアプローνができるのかを考えました。

関連Webサイト: https://ridilover.jp/study-tour/

学生ஂମ　5F5…Sophia

5'5 Sophiaは5able for 5Xoという組৫の大学ࢧ෦にॴଐしています。
5able for 5Xoは直༁では「ೋ人のための৯」、ઌ進国の私たちと開発్
上国の子どもたちが৯ࣄをかち߹うというコンセプトで、世界نでىきて
いる৯の不ߧۉを解ফし、どんなཱの人々でも健康を改ળするということを
ミッションに׆動しています。

5'5 Sophiaは2023年12月に2߸ؗ学৯とコラϘし、ϝχϡー開発を行いま
した。このコラϘでは健康と人気、どちらも意識した「ࡊたっりϠンχョム
νΩンက」をϝχϡーとしてఏڙしました。
1ि間のఏڙでしたが、ଟくの学生に৯べてもらうことができ、ചりれる日もありました。このコラϘによって開
発్上国の子どもたちのڅ৯අも寄付することができました。

この׆動はSDGsとも深く݁びついています。「1: 貧困をなくそう」、「2: 飢餓をゼロに」に関連しており、この׆動
を通して5able for 5Xoの目ࢦすべき࢟、「৯の不ߧۉを解ফする」という目標にۙづきたいです。

関連Webサイト: https://tftsophia.XiYsite.coN/tftsophia

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/tftsophia/

9: https://Y.coN/tft@sophia
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ඪ2� ٌծΛθϩʹ
ٌծʹऴූࢭΛଧͪɺ৯ྉͷ҆ఆ֬อͱӫཆঢ়ଶͷվળΛୡ͢Δͱͱʹɺ
Λਪਐ͢ΔۀଓՄͳ࣋

学生ஂମ　,ASA…SustainabilitZ

,ASA Sustainabilityは、上智大学の学෦・大学院生が中৺とな
り、環境問題や社会՝題を୳り、༷ 々な׆動に取り組んでいます。
10߸ؗと6߸ؗपลのスϖースをར༻して༗機ࡊやՖを育て、
ຖ学ظ、学生とともにാの理を行っています。2023年からは、Ԃ
ܳ家で本学ଔ業生の国吉७氏とڠ力し、ാ׆動をサポートしていた
だきながら進めています。また、৯ಊの生ごみやམち༿を׆༻した
ଯං作りを通じて、持続可能なݯࢿ॥環を促進する取り組みを進め
ています。ఆظ的に৯とについてのワークショップやイベントも
開催しています。2023年のळにはࠤౡの家からいただいた֟
をって、学生たちとҰॹにׯし֟作りワークショップを開催しまし
た。

さらに、,ASAでは気候変動や業、৯ྐ問題、持続可能ੑについて考える「Env i ronNenta l  Change 
WorLshop」も開催しています。
。しましたڙや学びを深めるをఏ者や学生が集まり、意見ަڀݚ、年は、気候変動や環境正義をテーマにࡢ

関連Webサイト: https://XXX.Lasasustainability.org

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/Lasasustainability/

Contact: Xe!Lasasustainability.org

҆ܳ高ాࢢの業ମݧ߹॓
ߍ高等学•ߍౡ学院த学

ೋ日間かけて、৯に関する߹॓を安ܳ高ాࢢで行いました。
1日目は、フードロス問題について学び、৯べられるࡊがن格֎
だったり、ܗが整っていなかったりするために、大ྔにഇغされてい
ることを知りました。それを解ܾするためにどうしたらよいか、実際
に取り組んでいる人をަえし߹いをしました。そして、実際にഇغ
ࡊをったྉ理を৯べました。

2日目は、実際に業の現を๚れました。そこで長ネギのऩ֭とൽ
Ήきબผ、Ωャベツのछ২えを体ݧしました。ネギをͻたすらൈきऩ
֭しました。ൽΉきの作業は、機ցをって෩をૹりダϝになってし
まった෦を取りআくというものでした。

ネギには質によってAʙCまでランクがあるそうなのですが、初めての生ెにとって、ネギのผは非ৗに困
なことでした。ԌఱԼの中、จࣈ通りటだらけになりながら作業をし、みなクタクタにർれていました。このೋ日間
を通して業の大変さ、家の方々の力を知ることができ、৯べの大さを深く理解できました。

関連Webサイト: https://XXX.hiroshiNagaLuin.ed.jp/tayori/tayori-52906/
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ΫϩϨϥʷMr�…ChiDLen…ܲ൧ళ༷キッチンΧー…コϥϘ…
経ࡁ学部…θミ

2023年12月に、「;世のクロレラに関するೝ知向上」を目ࢦす経済学෦
ゼミにインタビϡーを実ࢪしました。

 。について教えてくださいܠ動のഎ׆.1
A.私たちはゼミの取り組みの中で、企業をクライアント༷としてその企業
の՝題をҰॹに解ܾしていく、՝題解ܾ学शを行っています。その׆動の中で
クロレラ業ࣜג会社༷にごڠ力いただいて、クライアント༷にબఆいただき
ました。クロレラ業ࣜג会社は、1964年に世界で初めてクロレラを企業化し
たϝーカーで、クロレラで「人ྨに健康と幸福を」という理೦をܝげ、人（健康৯
）ʗ業ʗ水産業ʗ加の֤でクロレラのڀݚ開発に取り組まれてい
ます。クロレラ業ࣜג会社は「৯」を通して、社会問題（৯ྉ不など）の解ܾ
に取り組まれており、そのҰ環としてクロレラのೝ知向上をおखいさせていただくこととなりました。

 。動内༰について教えてください׆.2
A.ओに、;世に対するクロレラೝ知֦大向上をおखいさせていただいています。ೝ知向上をਤる上で今
は大きくけて２つの׆動を行っております。 
̍つ目は、公ࣜインスタグラムのӡ営です。このインスタグラムではまず、クロレラとはそもそもどんなもので、
ઁ取することで私たちにどのようなޮՌを与えてくれるのかなどを紹介し、クロレラをよりඒ味しくઁ取するため
のϝχϡーなどを紹介してクロレラにしみを持ってもらうことを目的としています。 
２つ目は、上智大学内のΩッνンカーとのコラϘϝχϡーのൢചです。.r. ChicLenܲ൧ళ༷とコラϘし、クロレ
ラの入ったグリーンカレーをൢചしています。クロレラを৯ࣄに取り入れても味に変わりはなく、いつもҎ上にӫ
ཆを取れるとݴうことを実際に৯べてもらいえることを目的としていて、今後はグリーンカレーのചり上げ向
上を目ࢦしていきます。

3.目ࢦしている、あるいはݙߩしているSDGsはありますか ɹそれはなぜですか  
A.私たちはクロレラという人々の健康を૿進させるものを広めることで、将来的にはए者だけでなく日本人全
体、世界の人々のӫཆ状ଶを改ળすること、3.「すべての人に健康と福祉を」にݙߩしていこうと考えております。
また、クロレラのӫཆૉはタンパク質、ビタミン等を非ৗにଟく含んでいるため、「2: 飢餓をゼロに」をも目ࢦして
いこうと考えております。

4.これからの目標はありますかʁ 
A.;世のクロレラのೝ知向上を目ࢦしており、現ஈ֊では上智生に「৯」を通して健康になってもらうことを
目標にしています。クロレラは30、40Ҏ上の人々に対するೝ知は非ৗに高いのですが、私たち;世はク
ロレラというものを全く知らず、ฉいたこともない人がଟいのが現状だとࢥいます。そのため、今ここでクロレラ
というものをए者を中৺にアϐールすることで、将来的なߪ入もみつつ、今から将来にかけて健康意識の向上
と健康状ଶの改ળを目ࢦしています。まとめると、クロレラを知らない人にとにかくクロレラを知ってもらって、健
康になってもらいたいというのが目標ですʂ

5.ಡ者にえたいこと 
A.クロレラにはたくさんのӫཆがあり、खࠒにઁ取することができるということをえたいです。クロレラには、
ビタミン、ミネラル、ඞਢࢷࢎ、৯ણҡ、༿ૉなどのӫཆ成が豊にバランスྑく含まれています。ӫཆ
価はԫ৭ࡊの10ഒ、アミϊࢎスコアは「100」というデータもग़ています。現人の৯生׆で不しがち
なԫ৭ࡊのସとしても༗༻です。そして、クロレラは৯ࣄに取り入れることで༷々なྑいޮՌを৯ࣄに与
えることができます。まずはクロレラಠ特の৭で、パスタやカレーなどに加えることで৭やかな৭を与える
ことができます。そして、クロレラを入れることで味に大きな変化はないので、いつもの৯ࣄにগྔ加えるだけで
ઌほどड़べたようなӫཆૉをखܰにઁ取することができます。このようにクロレラをઁ取することには༷々なϝ
リットがあり、ී ஈの৯ࣄにগしプラスアルファするだけで健康状ଶの改ળが見ࠐめます。গしでも興味を持って
いただけたら、幸いです。

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/sophia@LXns@chl/

関連Webサイト: https://diversity-sustainability.sophia.ac.jp/efforts/4800/
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ඪ3� ͯ͢ͷਓʹ݈߁ͱࢱΛ
͋ΒΏΔྸͷͯ͢ͷਓͷ݈߁తͳੜ׆Λ֬อ͠ɺࢱΛਪਐ͢Δ

学生ஂମ　ମ育ձϑェンシンά部

体育会フェンシング෦は、ࣗ たちの技術力やಓ具を׆かして、パラ
フェンシングを推進する取り組みを行っています。具体的には、ຖि
金༵日に౦ژ都ཱ۠体育ؗで行われるंいすフェンシングの࿅
श会に෦員2ʙ3໊が参加し、設උの設営・ย付けのखいや基ૅ的
な技術のアドバイス、そしてファイティングの参加を通してަ流を
深めています。
ंいすフェンシングはཱҐフェンシングとҧいプレイϠーがޓいに
。きが特ですࡹఆされているため、ഭ力あるݻにڑがಧく

このܹしい上半の動きをࢧえるंいすのݻఆث具は大人Ұ人で
は持ち上げることにもۤ࿑するほど重く、ڻくとಉ時にこのような࿅
शҎ֎のෛ୲を積極的にܰݮしていくことが、体ো者のॿけに
なるのだと感じました。また不安だったཱҐフェンシングとの技術や
ࣗ、ଇのࠩは༧Ҏ上に小さくن の持つ技術や知識をڞ༗してい
くこともࢧ援になると感じました。

関連Webサイト: https://sophiafencing.XiYsite.coN/sophia-fencing

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/sophia@fencing/

9: https://Y.coN/sophia@fencers

学生ஂମ　上智大学ϰィーΨンサーΫϧ

上智大学ヴィーガンサークルでは、ヴィーガンに興味がある人々、
ヴィーガンやベジタリアン、マクロビといったଟ༷な৯生׆をૹる全
ての人々がަ流できるを作るイベントを開催しています。新イ
ベントとして行ったϐクχックでは、ࢁの参加者がࣗら持ち寄った
৯べだけでなく、ヴィーガンフェスでߪ入した৯べをシェアしな
がら、人຺を広げるだけでなく、ӳޠと日本ޠで意見ަ流がされまし
た。

SDGsの目標に対して、ヴィーガン৯を日ৗに取り入れていくこと
は、ଟくの໘で༗ޮだと考えられ、全てのSDGsの目標との関連が
あるとݴえますが、特に/o. 3「GOOD )EA-5) A/D WE---
#EI/G」の点に関しては、の大ྔফඅによる健康のඃを͗、
ࡊを৯べる機会が૿えるため、健康的な৯ࣄを意識してઁるこ
とにܨがっていくと考えています。「Ҏલはかり৯べていたが、
サークルに入ってからヴィーガンのレストランに行く、ि1回だけ
Neet free dayを実ࢪすることで、৺のௐ子が整った」という
も上がりました。
/o. 13の「C-I.A5E AC5IO/」の目標に対しても家சによる
ྛഁյや環境Ԛછのѱ影響をえる点に関して、ଟくのޮՌがあります。

サークルϝンバーは༷々なバックグラウンドを持つ人々が集まっており、ຖ回の׆動でܹࢁをಘることがで
きます。今後は、ଟくの人がさらにָしくヴィーガン׆動をۙに感じて行うことができるイベントを、ϝンバーの
関৺に߹わせて企ըしていく༧ఆです。

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/sophiavegansociety/
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ࢱメσィアサーΫϧ…Xel�bee 「͕ࣾձࢱ学生ώーϩーζ」をड

本学学生を中৺とする、学生による学生のための福祉ウェブマガジンを発行
する福祉ϝディアサークル「Xel-bee（ウェルビー）」が、全国社会福祉法人
経営者ٞڠ会ओ催「社会福祉学生ώーローズ」をडしました。ಉは、高
校・大学・専門学校のஂ体やサークルで福祉のັ力をえる、創意にあ
;れる生 ・ె学生による׆動をදজするものです。今回5つのஂ体がબれ、
その授ࣜが2月27日にܙൺणガーデンルームでࣥり行われました。

Xel-beeは、福祉が「みんなごと」であり、当たりલにॿけをٻめられ、当たり
લにॿけることができる社会をビジョンにܝげています。福祉に全く興味の
ない学生に向けてオシャレにָしく福祉をఏҊすることで、興味を持って行
動をىこしてもらうことを໋として日々׆動している福祉ϝディアサーク
ルです。

ओな׆動内༰は、WE#マガジンとフリーϖーパーの発行やS/Sによる広報
しݧ動です。ϝンバーが福祉についてௐべたことや学んだこと、実際に経׆
て感じたことのほかに、イベントの参加レポートや、福祉に関するөըやਤॻのؑ会の༷子など、いろいろな視
点から福祉についてWE#を通じて発৴しています。

˔ ：໊全国社会福祉法人経営者ٞڠ会ओ催「社会福祉学生ώーローズ」（2024年2月27日ड）
˔डஂ体：Xel-bee（ウェルビー）（දɹ૯߹人間Պ学෦社会福祉学ՊɹલాҰ༿）

関連Webサイト: https://XXX.sophia.ac.jp/jpn/article/neXs/topics/gaLuseiheros@Xel-bee/

にؔ͢るԠ༻研究߁݈•ց•ਂ学श�ビッάσーλを༻いた環境ػ
地球環境学研究科地球環境学ઐ߈…教त…҆ೲ…ॅࢠ

ʲڀݚの֓要ʳ
人Ӵデータ、Io5センサ・デバイスがऩ集する人のҐஔ情報、行動ཤྺデータなどのビッグデータ、そして、機ց・
深学शを༻いて、新興・࠶興感છのة機理にࢿするڀݚを行っています。

ʲ関連特ڐ・จ等ʳ
SuNiLo Anno )iraLaXa 5subasa Satoru Sugita Shinya :asuNoto .ing-An -ee :oshinobu SasaLi 
& ,ei Oyoshi 	2023
 Challenges and iNplications of predicting the spatioteNporal distribution of 
dengue fever outbreaL in Chinese 5aiXan using reNote sensing data and deep learning Geo-spatial 
InforNation Science DOI: 10.1080/10095020.2022.2144770
Anno S )iraLaXa 5 Sugita S and :asuNoto S 	2022
 A graph convolutional netXorL for predicting 
CO7ID-19 dynaNics in 190 regions/countr ies.  'ront .  Publ ic )ealth 10:911336. doi :  10.3389/
fpubh.2022.911336
Anno S )ara 5 ,ai ) -ee .A Chang : Oyoshi , .i[uLaNi : 5adono 5. SpatioteNporal dengue fever 
hotspots associated Xith cliNatic factors in 5aiXan including outbreaL predictions based on Nachine-
learning. Geospat )ealth. 2019 /ov 6�14	2
. doi: 10.4081/gh.2019.771. P.ID: 31724367.

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/86/
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ҩༀのStruDture�#aseE…Designࢎ֩
ཧ学部࣭生໋ཧ学科…教त…ۙ౻…࣍

ʲڀݚの֓要ʳ
ҩༀは、子ҩༀやバイオҩༀ（タンパク質ҩࢎ֩
ༀ）に続くୈࡾ世のҩༀとして目を集めています。
ༀの95�がターήットとするタンパク質はもちろんൢࢢ
のこと、これまでは創ༀターήットとしてあまりೝ識されてこ
なかった֩ࢎ（D/A・R/A）にも作༻させることができるた
め、ױ࣬ੑ࣏やウイルス感છのྍ࣏ༀとしてظされて
います。当ࣨڀݚでは、子ҩༀの開発に༻いられてき
たStructure-#ased Designのख法を֩ࢎҩༀのデβ
インに応༻して、新ༀの開発に取り組んでいます。

զ々は日本国内で།Ұの「֩ࢎ」に特化した̭ઢ構造生学
のࣨڀݚです。当ࣨڀݚでಠࣗに開発した֩ࢎ子݁থ化法・構造解ੳ法をۦして、高ਫ਼のཱ体構造情報を
ごఏڙします。そして֩ࢎのཱ体構造と相ޓ作༻に関するϊウϋウを׆かして、リϘβイム（֩߬ࢎૉ）やアプタ
マー（֩߅ࢎ体）などの֩ࢎҩༀのデβインをঝります。

ʲ応༻ྫʳ
アンνセンス֩ࢎҩༀの開発
アプタマー（֩߅ࢎ体）の開発
リϘβイム（֩߬ࢎૉ）の開発

ʲ今後の発లੑʳ
これまでに開発されてきた֩ࢎҩༀは、Ԙ基対相ิੑに基づいて設ܭされるアンνセンス֩ࢎやNiR/A、
SE-E9法とよれる子進化学的ख法によって୳ࡧされたアプタマーにݶられています。Structure-#ased 
Designのख法をとることで、新しいタイプの֩ࢎҩༀの開発が可能になります。

ʲڀݚ設උʳ
݁থ化のためのҰ連の設උ、構造解ੳ༻コンϐϡーター、Թ੍ࢵޚ֎可視ޫޫޫޫܬ、ܭܭ、子間相
֩、作༻解ੳஔޓ ֩、子݁থ化法（ಠࣗに開発）ࢎ 子構造ܾఆ法（ಠࣗに開発）ࢎ

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携のظʳ
ཱ体構造情報に基づいて新しい֩ࢎҩༀをデβインします。
開発済み֩ࢎҩༀの高ਫ਼なཱ体構造情報をごఏڙします。
。力くださいڠҩༀのༀ理学的解ੳについてごࢎ֩

ʲ関連特ڐ・จ等ʳ
ʪจʫiro ,ondo et al. ʠCrystal structure of 2 ˄4 -˄#/A/C</-.e>-Nodified antisense gapNer in coNpleY 
Xith the target R/Aʡ CheN. CoNNun. 52 2354-2357 	2016
.

ʪ૯説ʫۙ  バイオインダストリーץ月「技術ܭҩༀの設ࢎ体構造解ੳに基づくཱ֩」.࣍౻ 35 56-64 	2018
.
ʪ૯説ʫۙ  業化学ץ.「D/AナϊϝディシンのStructure-#ased Design」月࣍౻ 67 28-36 	2016
.

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/257/
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生׆性ఱવ༗ػԽ߹のέミΧϧメσィシン
ཧ学部࣭生໋ཧ学科…教त…ӓ٩…๛ల

ʲڀݚの֓要ʳ
ఱવ化学は、ࣗ વ界にଘࡏする生ੑ׆༗機化߹（ఱવ༗機化߹）に関するڀݚを行う学問ྖҬです。ఱ
વ༗機化߹はٿ生Ҏ来、ࣗ વ౫ଡにউちってきた質であるため、その構造は極めてෳࡶで、非ৗにڧ
力な生ੑ׆を༗しています。未知化߹の୳ࡧや、߹成化学的にνャレンジングな特ҟ的構造など、ଟくのՊ
学者の興味をऒきつけてきました。そしてそれらのઌ進的ڀݚは、新しいҩༀ、ༀ、߳ ྉ等の開や創に大
きく寄与してきました。当ࣨڀݚでは、ఱવ化学やέミカルϝディシンに関連する༷々なڀݚプロジェクトをల
開しています。

ʲ応༻ྫʳ
২༿に含まれる生ੑ׆ఱવ༗機化߹の大ྔかつ安価なநग़法の開発
ੑઢҡエラスνンՍڮアミϊࢎのఆྔੳによるバイオマーカーஅ法のཱ֬
生ੑ׆ఱવ༗機化߹の全߹成ڀݚ

ʲ今後の発లੑʳ
ఱવ化学を基盤として、新ༀの開発や生׆श׳පのஅༀの開発、ఱવ༗機化߹の全߹成ڀݚ、環境ௐ和
。されるظഔを༻いたఱવからの༗༻成֫ಘ法のཱ֬等の発లが༹ܕ

ʲڀݚ設උʳ
֎ޫஔ（日本ޫ）、高ӷ体クロマトグラフஔ（日本ޫ、ౡ作ॴ）、ટޫܭஔ（日本ޫ）、ࢵ֎
可視ޫஔ（日本ޫ）、ӷ体クロマトグラフʵタンデム質ྔੳஔ（ౡ作ॴ）、ロータリーエバポレーター

（ϠマトՊ学）、コンビχエバポ（バイオクロマト）、ガスクロマトグラフʵ質ྔੳஔ（ౡ作ॴ、ڞ通機ث）、
࣓֩気ڞ໐ஔ（日本ి子、ڞ通機ث）、質ྔੳஔ（日本ి子、ڞ通機ث）

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携のظʳ
২༿に含まれるఱવ༗機化߹の高ޮ的֫ಘ法のཱ֬
エラスνン解をともなう࣬ױのバイオマーカーによる新نஅ法のཱ֬
コラーήンՍڮアミϊࢎに関するڀݚ

ʲ関連特ڐ・จ等ʳ
「デスモシンおよびイιデスモシンの造方法」 特7020669ڐ
「テルϖンྨのநग़方法」 特6981644ڐ
ALane  :aNag i sh i   :uL i  Egosh i   .aLoto  5 .  'u j iXara   /or i yuL i 
Su[uLi 5ohru 5aniguchi Ryuuichi D. Itoh :uNiLo Su[uLi :oshiro 
.asuyaNa ,enji .onde 5oyonobu UsuLi ʠ5otal Synthesis Absolute 
Configuration and PhytotoYic Activity of 'oeniculoYinʡ CheNistry r A European +ournal 2023 29 
e202203396.
.iLa )irose 5oyoaLi ,obayashi /ao 5anaLa AyaNe .iLagi )iroshi Wachi :uLi .i[utani 5oyonobu 
UsuLi ʠIsoChichibabin DesNosine-13C315/1 Synthesis and 2uantitative -C-.S/.S Analysis of 
DesNosine and IsodesNosine in )uNan SLinʡ #ioorganic & .edicinal CheNistry 2021 52 116519.
5enNa /aLaNura Dinda #. Pitna ,ogaLu ,iNura :uLiLo :oshiNoto 5oNoya UchiyaNa 5aLaya .ori 
RyosuLe ,ondo Shihori )ara :uLi Egoshi Shoya :aNaguchi /oriyuLi Su[uLi :uNiLo Su[uLi 5oyonobu 
UsuLi ʠ5otal Synthesis of Cynaropicrinʡ Organic & #ioNolecular CheNistry 2021 19 6038-6044.
/ao 5anaLa .anaNi ,urita :uLo .uraLaNi 5oyonobu UsuLi ʠChichibabin and IsoChichibabin 
PyridiniuN Syntheses of IsodesNosine DesNosine and their Derivativesʡ European +ournal of Organic 
CheNistry 2018 21 6002-6009.
UsuLi 5. :asuda /. :oshi[aXa-'ujita .. RiLuLaXa .. ʠEYtraction and Isolation of ShiLiNic Acid froN 
GinLgo #iloba -eaves Utili[ing an Ionic -iRuid that Dissolves Celluloseʡ CheN. CoNNun 2011 47 
10560-10562.

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/225/

��Sophia University SDGs & Sustainability Report 2023-2024



༺のපଶཧղとԠױ࣬ͮ͘جにࢠ๔生ଘҼࡉ
ཧ学部情報ཧ学科…教त…৽…ࢠو

ʲڀݚの֓要ʳ
ώϡーマχン（)uNanin）は、24基のϖプνドҼ子で、ද的
なਆ経変ੑ࣬ױであるアルツϋイマーපにおけるਆ経ࡉ๔ࢮを
੍するҼ子として見いだされました。
ώϡーマχンはアルツϋイマーපのපଶ発生に中৺的な役割を
Ռたすアミロイドベータによるin vitroでのਆ経ࡉ๔ࢮを੍
し、アミϊࢎஔによってಘられた高ܕੑ׆༠ಋ体は、1-10n.
のೱで全なਆ経ࡉ๔ࢮ੍ੑ׆を示しました。
さらに、私のࣨڀݚでのݕ౼により、この高ܕੑ׆༠ಋ体はアル
ツϋイマーපモデルマウスのهԱোを改ળし、アミロイドベー
タのにおける積もܰݮすることがわかりました。現ࡏ、当ݚ
なϝカχズムを解ࡉでは、ώϡーマχンの༷々な作༻のৄࣨڀ
ੳしています。

ʲ応༻ྫʳ
ώϡーマχンはアルツϋイマーපҎ֎にも、݂ڏやපのモデル動でもそのපଶ改ળޮՌが報告されて
います。また、in vitroの実݁ݧՌから、プリオンපなど、さらにଟくの࣬ױに༗ޮである可能ੑが示ࠦされてい
ます。

ʲ今後の発లੑʳ
上هのようなώϡーマχンの特ੑから、ώϡーマχンϖプνドそのもの、もしくはその作༻機ংに関与する子を
ターήットとしたアルツϋイマーපྍ࣏ༀの開発がظされます。また、ۙ 年のڀݚで、පとアルツϋイマー
පが相的なපଶ進行に関与することがঃ々に໌らかになっており、ώϡーマχンがそのようなෳ߹的࣬ױにも
༗ޮである可能ੑが示ࠦされます。さらに、ώトやマウスの݂ӷ中のώϡーマχンのྔは加ྸによりݮগすること
が報告され、化の進行との関連ੑも示されています。生体内でどのような子がώϡーマχンの作༻標的に
なっているかを解ੳすることで、࣬ ・法開発やஅྍ࣏のපଶ発生機ংが໌らかになるだけでなく、より༗ޮなױ
༧のޱࢳをつかΉことができるとظしています。

ʲڀݚ設උʳ
クリオスタット、子生学的解ੳҰൠ、生化学的解ੳ、ڸඍݦޫܬ、ڸඍݦ焦点レーβーڞ、ث๔ഓཆ関連機ࡉ
Ұൠ、マウスのهԱ学शݧࢼ

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携のظʳ
ώϡーマχンྨࣅ子の開発、ଞの࣬ױにおけるࡉ๔ࢮ੍Ҽ子の୳ࡧ、作༻機ংの解ੳ
生体内ώϡーマχン及びྨࣅ子のݕग़方法のཱ֬とアルツϋイマーප進行のݕग़の応༻
生由来機能子や߹成小子のਆ経ࡉ๔およびマウスにおける作༻解ੳ

ʲ関連特ڐ・จ等ʳ
/iiLura 5. )uNanin and Al[heiNerʟs disease: 5he beginning of a neX field. #iochiN #iophys Acta Gen 
Subj. 2022� 1866	1
:130024.
ILegaXa / ,o[uLa A .orita / .uraLaNi . SasaLaXa / /iiLura 5. )uNanin derivative )/G 
enhances neurotransNitter release. #iochiN #iophys Acta Gen Subj. 2022�1866	10
:130204.
.uraLaNi . /agahaNa . .aruyaNa 5 /iiLura 5�. )uNanin aNeliorates dia[epaN-induced NeNory 
deficit in Nice. /europeptides 2017� 62:65-70.
/iiLura 5 et. al. A )uNanin derivative reduces aNyloid beta accuNulation and aNeliorates NeNory 
deficit in triple transgenic Nice. P-oS O/E 2011� 6: e16259
/iiLura 5. )uNanin a potential peptide for neuroprotective therapy against Al[heiNerʟs disease. 
EYpert Opinion on Drug Discovery 2007� 2: 1273-1282
/ishiNoto I .atsuoLa . /iiLura 5. Unravelling the role of )uNanin. 5rends .ol. .ed. 2004� 10: 102-
106

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/627/
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Իコミϡχέーシϣン
ཧ学部情報ཧ学科…教त…ߥҪ…ོߦ

ʲڀݚの֓要ʳ
Իコミϡχέーションに関わるҰ連のࣄは「ことの（Speech 
Chain）」と呼れ、ԻՊ学・ௌ֮Պ学における基本的な֓೦となって
います。本ڀݚでは、Իコミϡχέーションに関するڀݚに焦点を
当て、࣍のような幅の広い学際的なをカバーします：

̍）Ի響学とԻ響教育
２）Ի響Ի学を中৺とするޠݴ学	Ի学・Իӆ
とその教育応

༻	応༻ޠݴ

３）Ի生成を含ΉԻՊ学とԻ知֮を含Ήௌ֮Պ学、ԻやԻを含Ήೝ知Պ学
̐）実環境でのԻ知 ・֮Ի໌ྎ、Ի৴߸ॲ理・Իڧௐ
̑）Իに関する福祉学・ো者ࢧ援、োԻのԻ響ੳやௌ֮ো者・高ྸ者のԻ生成やԻ知֮
̒）実時間৴߸ॲ理を含ΉԻॲ理アルゴリズムの開発、Իに関わるシステムやアプリの開発
̓）Իの者ੑ
̔）そのଞ、Իに関するڀݚ全ൠ

ʲ応༻ྫʳ
。響環境ԼでのԻの໌ྎੑを改ળしますԻやࡶ
お年寄りやো者のためにฉきやすいԻをٻします。
しをฉきづらくするスϐーνプライバシーのためのマスΩング技術について開発します。
人間はどのように「ただのԻ」から「Ի」を۠ผしてฉいているかを解໌し、ޠݴ教育の応༻を考えます。
あるޠݴの発Իやฉき取りが֎国人とネーティブでどうҧうかをௐべ、ޠݴ教育の応༻を考えます。
人間の発Իを࠶現できるܕを開発し、発Ի教育などの応༻を考えます。

ʲ今後の発లੑʳ
Ի生成やԻ知֮のϝカχズムをよりৄࡉにௐべ、学応༻のみならず、ྟ চ応༻、ো者ࢧ援や教育応༻な
ど、より広い視でのల開を目ࢦします。

ʲ関連特ڐ・จ等ʳ
https://doi.org/10.21437/Interspeech.2021-449

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/554/

学生ஂମ　ASA/5E…PR0+EC5

ASA/5E PRO+EC5はアフリカ・タンβχアの未ब学ࣇを対に、ओに༮ஓԂの
教育ࢧ援を行っているஂ体です。私たちは、子どもたちがসإで学校に通えること
を目ࢦし、校ࣷのݐ設ࢧ援やจ具などのࢧࢿ援をしています。また、タンβχ
アでߪ入したアフリカを༻してϋンドϝイドの小を੍作し、ιフィアࡇやフ
リーマーέットでൢചしています。
そして、ϋンドϝイドのചり上げとクラウドファンディングでいただいたࢧ援
金が׆動ࢿ金となっています。また、私たちは、1年に2回タンβχアにߤし現
の学校を๚れ、子どもたちとަ流しながら׆動を行っています。

2024年2月に実ࢪされたߤでは、教ࣨの基ૅをݐ設しました。ϝンバーも大とҰ෦作業に参加させていた
だきました。2024年9月に実ࢪされたߤでは、教ࣨのࠜのݐ設を行い、教ࣨとしてར༻できるようにします。

関連Webサイト: https://asante-project.coN/

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/asanteproject/

9: https://Y.coN/asante@toLyo
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ԭೄのւとจԽを学Ϳػձのग़をࢦしたల示׆ಈ
άϩーバϧ教育センλー…教त…ਫ୩…༟Ղ

ʲڀݚの֓要ʳ
ԭೄの海でマリンレジャーをָしΉ観ޫ٬の中には、ԭೄのจ化についてৄし
く知る機会がない人々もいます。そのような観ޫ٬が、Ҭのതؗや史を
๚問したり、ॻ੶をಡんだりすることを通じて、ԭೄのࣗવ環境やจ化全体に
ついて学Ϳきっかけを創りग़すことがこのల示׆動の目的です。׆動にあたっ
ては、スΩϡーバダイビングのライセンス講शや教育機関の海༸実शのサポー
ト、ダイビングツアーなどを実ࢪしているダイビングスクール;͊みーΏ（ԭೄ
。力をいていますڠにご（ࢢಹݝ
લ年はԭೄ本ౡೆ෦からྑܚ間ॾౡの海Ҭのࣗવやྺ史に関するల示を
行いました。そのల示を見た方々のコϝントを踏まえて、今年は海や海の生
きに関連する༻ޠをԭೄ本ౡのݴ༿で示したポスターを作成し、ల示を見た
人々がԭೄのޠݴに対する関৺を高めることを目ࢦしました。さらに、サンゴの
化ੴをって作られる౷ܳや、サンゴからできるؠੴのサンプルに৮れ
ながら学べるコーナーを新たに設ஔしました。また、ٓ ཱࢢതؗで実ࢪ
されたࢢຽ講࠲での講演を通じて、Ҭのࢢຽの方々とަ流し、意見をަし
ました。

ʲ将来の発లੑʳ
今後は、ڀݚの知識をల示に׆かすだけではなく、実ફ的なల示׆動を通じ
てಘられた知見を学術的なڀݚにөしていきたいです。また、ࣗ વ環境や
จ化に関するڀݚおよびアウトリーν׆動と企業のࣄ業、そしてࢢຽをつな͙
ことを目的として、ダイビングスクール;͊みーΏのごڠ力のԼ、「ࣗવ教ࣨ
;͊みーΏ」というஂ体をཱち上げました。このஂ体では、現10໊ࡏほどのϝン
バーがϘランティアとして׆動し、私は学術的なڀݚをഎܠとしたॿݴをఏڙ
しています。「ࣗવ教ࣨ;͊みーΏ」の取り組みを通じて、ڀݚ成Ռの社会の
。いますࢥ働について考え続けたいとڠຽஂ体とのࢢや、企業やݩؐ

国ྗڠࡍにڵຯのある高ߍ生をରとしたແྉΦンϥイン࠲ߨの開ઃ

上智大学では、国際ڠ力に興味のある高校生を対に、ແྉオンライン講࠲「ιフィア未来क़」を2024年5月に
開設しました。本講࠲は、国連、Ϣχセフ、世界ۜ行、国連ຽ高等ห務ࣄ務ॴ（U/)CR）などの現役職員や、
それらの機関で豊な経ݧを持つ9人の講ࢣが、ࣗ の専門を࣠にグローバル社会が直໘しているॾ՝題
についてかりやすく解説し、高校生との対を通じ、変わりΏく世界の今とこれからをڞにలします。

本学では、国際ڠ力にるΩャリア・セッション、「国際公務員ཆ成講࠲」および人ಓࢧ援のΩャリアを目ࢦす
方を対とした「ٸۓ人ಓࢧ援講࠲」のӡ営などをల開し、国連および関連機関とのݻڧなネットワークに基づ
き、国際ڠ力の現でのΩャリアܗ成を目ࢦす学生や社会人をサポートする׆動に力しています。また、国際
力に関する講演会やシンポジウム、ワークショップなどが開催される「上智大学国連WeeLs」など、高校生もڠ
参加できるイベントもଟ実ࢪしてきましたが、高校生のみを対とした講࠲の開講は今回が初のࢼみとなりま
す。

本学は、これからの世界を୲うए者世に対し、現ࡏの世界の状況をಡみ解き、グローバル社会の๊える՝題に
ついてともにٞするをఏڙすることは極めて重要であると考えます。このझࢫにࢍಉいた講ࢣਞともに、
本講࠲を通じて、高校生に対して国際ڠ力現の構造や機能を紹介し、将来のΩャリアܗ成に向けた実ફ的な学
びの機会をఏڙしてまいります。

関連Webサイト: https://XXX.sophia.ac.jp/jpn/article/neXs/release/release20240325/
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2050に͚たユネスコh 教育のະདྷ をɦ༁ग़൛…
૯߹άϩーバϧ学部૯߹άϩーバϧ学科　教त　ؙࢁ…ӳथ

ʲڀݚの֓要ʳ
国際連߹教育Պ学จ化機関（Ϣネスコ）が2021年11月にh 私たちの未
来をڞに࠶૾する：教育のための新しい社会ܖ（ReiNagining Our 
'utures 5ogether: A neX social contract for education）ɦ報告
ॻ（ҎԼ、h 教育の未来 ）ɦをץ行しました。これは、Ϣネスコ報告ॻの中で最
新のものです。
これまで世界中にインパクトを与えたϢネスコ報告ॻは、2つありました。
Ұつは、1972年ץ行のh 未来の学श（-earning to #e）ɦ 報告ॻ（通শ

「フΥール報告ॻ」）で、Կかをॴ༗するための学びではなく、生֔を通して
ࣗࣗであること・ࣗ を実現することを重視する生֔学शのコンセプト
を広めることになりました。もうҰつは、1996年ץ行のh 学श：ൿめられたๅ

（-earning: 5he 5reasure Within）ɦ（通শ「ドロール報告ॻ」）で、学श
の4本柱（知ること・ҝすこと・ڞに生きること・人間ଘࡏとして生きることを
学Ϳ）を示しました。21世لの学शは個人の知識֫ಘや技能向上だけでな
く、現実世界で学び、ଞ者とのڞଘ、ࣗ らしさのために学Ϳことがٻめら
れるとしたのです。
今回のh 教育の未来 報ɦ告ॻは、さらにҰา踏みࠐみ「学びほ͙し・学びࣺてる（unlearning）」にもݴ及しながら、
ٿに生きる生໋体のҰ෦としてࣗવとௐ和し、ଟ༷なアクター間でڠಉ・連携し、୭もが生֔学श者として持続
可能な未来に向けて社会参ըするために・することを学Ϳ重要ੑを示します。特に、フΥールとドロール両報告ॻ
がൣ解答をఏ示したことに対して、この報告ॻは私たちࣗが2050年という未来を創ることをڧௐしている
点が特です。つまり、私たちҰ人ͻとりが未来を創るओ人公であると示しています。
Ϣネスコ本෦とのௐ整を経て、ؙ たࢣの呼びかけにより上智大学の学生νームとଔ業生たち、現役の学校教ࢁ
ち、ڀݚ者༗ࢤらが日本ޠ༁をӶ意進めており、ۙ 日中には౦ژ大学ग़൛会からग़൛されます。

ʲ将来の発లੑʳ
Ұൠ公開されるこの༁本には専門家からの解説も含め、しい人でも理解しやすいものとなる༧ఆです。この
༁本を通して、持続可能な未来に向けた具体的な行動を、上智大学の授業だけでなく公開ษڧ会などでڞに
考えていきたいとࢥいます。ご関৺ある方はぜͻご参加ください。

関連Webサイト: ࣸਅ・報告ॻදࢴ
https://XXX.unesco.org/en/futures-education
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ظ大学部のサービスϥーχンά׆ಈ͕ESDとしてՌたׂ͢

上智大学ظ大学෦では、1988年よりҬの֎国੶ࢢຽ・ࣇಐの家ఉを๚
問して日本ޠを教える׆動を開始（現ࡏはॴを公ຽؗにҠしての日本ޠ・
教Պࢧ援׆動）し、社会参加や実ફを通した学֎での学びと授業などの学内
での学びを融߹させたサービスラーχング（S-）׆動として、正՝Պ目の実
शおよびϘランティアというܗଶでࢧ援׆動をܧ続しています。
ظ大学෦は2023年に創ཱ50प年を迎え、そのࣜయのୈೋ෦で「上智大
学ظ大学෦のSDGsの取り組み」をテーマに、上智大学૯߹人間Պ学෦
教育学Պのਿଜඒل教授による基ௐ講演、ଔ業生、ࡏ学生によるパネルディ
スカッションを行いました。
ਿଜ教授は講演の中で、SDGs17の目標達成のために教育が୲う役割、「持続可能な開発のための教育」（ESDʹ
Education for Sustainable DevelopNent）の特や本学のS-׆動がESDとしてՌたしている役割、教育
の未来について説໌しました。ESDとは「持続可能な社会を作る୲いखを育Ή教育」をࢦし、༷ 々なنٿの՝
題をࣗࣄとして取り組Ήことにより、「՝題解ܾにつながる価値観や行動を生みग़すことを目ࢦす学श׆動」で
あり、ظ大学෦の日本ޠ・教Պࢧ援׆動は、SDGs、ESDが国際的なアジェンダとなるલに始まり、ਇࢢとの
Ҭ連携を通して持続可能で୭Ұ人取りさないแઁ的で公正な社会を作るૅとなり、上智のミッションである
人間のଚݫを守る質の高い教育を実現しているとධ価しました。
続くパネルディスカッションでは、参加したଔ業生・ࡏ学生からS-׆動でのエϐιードが൸࿐され、ࢧ援をしなが
らもଟくのことを学び、׆動を通してのޮ力感が、今となって高い意識での社会ݙߩの取り組みにܨがってい
ることを࠶ೝ識しました。

学生による「͖ΐ͏ ͩいࢧࣇԉ」
ଟจԽڞ生ࣾձ研究ॴ…ಛ任ॴ長…ాٱ…ຬ

いつのࠒからかはఆかではありませんが、日本ではোࣇや重いප気の子ど
ものܑఋ࢞ຓを「きΐうだいࣇ」と呼び、ࢧ援の対とするようになりました。
きΐうだいࣇは時に、責任感がڧく、世きで、զがままをݴわず、からは

「खのかからないྑい子」とࢥわれることがあります。しかし、Ԥถのڀݚに
よると、実は「から関৺を向けられないऐしさ」、「なんでもզຫしてしまう」、

「のわりにোをもったきΐうだいの世や家ࣄのखいをさせられて
しまう」など、ଟくの生きづらさを๊えていることが໌らかとなってきました。
そんな境۰のきΐうだいࣇにগしの間だけでもࣗらしさを取りしてもら
い、家ఉ内のۓுから解์させてあげようという目的をܝげ、本ڀݚॴの実ફ׆動のҰつとして上智大生ととも
にサマーΩャンプを実ࢪしてきました。

2024年は、8月10日ʙ12日のࡾ日間、ಢݝ෦の॓ധࢪ設で実ࢪし、きΐうだいࣇやそのお༑達15 （໊4
ॴ長が参加しました。子ども15໊にڀݚॴ員1໊、そしてڀݚ、O#OG6໊、3໊ࢣޢ、学生31໊、（ࡀʙ12ࡀ
対して、大学生を含Ή大人が42໊でした。子どものの3ഒۙくの大人スタッフで上هの目的の達成を目ࢦすこ
とになります。
なぜ、そんなに大人がଟいのかʁその答えはҎԼに示す特に理由があります。1）子どもҰ人に対して学生Ұ人
Ҏ上が「ϖア」として生׆をڞにします。2）ݶりなくنଇや੍ݶをഇࢭし、どんなرでもえてあげるようめ
ます。3）ϖア学生Ҏ֎の学生はࡾ日間のプログラムを考Ҋし、実ࢪします。ΩャンプファイϠーはܽかせません
が、スイカ割りやՖՐ、今年は「ԑ日」をテーマとしてমきそづくりや金ڕすくいなどで子ども達をָしませまし
た。4）ベテランのࢣޢがಉ行し、子ども達の健康理を୲います。ه的なॵのՆ、体ௐを่してしまう子ど
ももいましたが、ࢣޢのదな対応で大ࣄにはࢸりませんでした。
。さんからはҎԼのような感をଷしましたޚ日間のΩャンプの後、ࡾ

「;だん۶ځなࢥいもたくさんしているとࢥいますが、今回のΩャンプではおܑちΌんやお࢞ちΌんにいっͺい
かまってもらって本当にخしそうでした」「学生さんからのϝッセージをخしそうにಡんでいました。学校でもΩャ
ンプのをたくさんしたそうです。このՆٳみのҰ൪のࢥいग़になりました」「マシϡマロমき、水༡び、ঁ 子෦
での࿀バナ、全෦ָしかったそうです。まだ༡びたかったよとٽいていました。ڈ年に引き続きサマΩャンロスで
す」。՝題もগなくありませんが、できるだけ長く続けて行きたい׆動です。
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ඪ�� δΣϯμʔฏΛ࣮͠ݱΑ͏
δΣϯμʔͷฏΛୡ͠ɺ͢ ͯͷঁੑͱঁࣇͷΤϯύϫʔϝϯτΛਤΔ

大نܧ続ՈௐࠪによるՈܗظのࠔにؔ͢る࣮ূతղ໌
૯߹人間科学部ࣾձ学科…教त…ాᔹ…

ʲڀݚの֓要ʳ
大نܧ続家ௐ査とは、日本家社会学会全国家ௐ査ҕ員会が企ը・実ࢪしている全国نの家ௐ査（全
国家ௐ査）のことで、1998年のୈ1回ௐ査から、これまで3の本ௐ査と、関連ௐ査を行っています。本ڀݚ
は、これまでのௐ査と2019年1月から4月にかけて実ࢪしたୈ4回ௐ査をૉࡐにして、時ྻܥでൺֱ可能なաڈ
のௐ査݁Ռとのൺֱを行いながら、ٸにଟ༷化しているわが国の家の現状・あり方をѲし、今後の家
策の策ఆに役ཱてることを目的としています。

ʲ応༻ྫʳ
ୈ4回ௐ査では、家構造、家関、家についての意識などに関する༷々なデータをऩ集しました。これらの
データを解ੳすることで、家が๊えているχーズや՝題をѲすることができます。これを踏まえて、個人や家
向けのサービスの開発・ఏڙを行うことで、新たなビジネスνャンスを創ग़できる可能ੑがあります。具体的に
は、ҎԼのようなものがڍげられます。
ˎ家のコミϡχέーションをԁにするサービスɹˎ家のライフスタイルをサポートするサービス
ˎ介ࢧޢ援サービスɹˎ子育てࢧ援サービス

ʲ今後の発లੑʳ
ୈ4回ௐ査データをར༻してೋ࣍解ੳが進められます。

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携のظʳ
人ޱ変動社会における家関や世間関の変༰を໌らかにすることで人々の特やχーズを理解し、策
の策ఆ、新たな・サービスの開発やマーέティングઓུの策ఆに役ཱてることができます。今後、企業とのڞ
ಉڀݚ、ࣗ 。しますر体や機関との連携、社会福祉・教育機関との連携を࣏

ʲ関連特ڐ・จ等ʳ
'aNily sociology in +apan: Recent developNents and the current state of the field RoLuro 5abuchi
I/5ER/A5IO/A- SOCIO-OG: 36	2
 231-242 2021年3月

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/1019/

上智-G#52ʴөըࡇ…Sophia…PRIDE…Film…Festival

ੑ的マイϊリティ当ࣄ者の安৺感と、非当ࣄ者の理解ৢ成を目的
とした「上智-G#52ʴөըࡇ Sophia PRIDE 'ilN 'estival」を
2024年6月18ʙ27日のظ間で開催しました。

ຖ年6月は、世界中でੑのଟ༷ੑをশえ、ଚ重する「プライド月間」
です。本学では、学生・教職員の1人ͻとりがࣗらしくଘࡏでき、す
べての構成員にとって上智大学がࣗの大なډॴとなるよう、
ੑ的ࢦ向、ੑ ࣗೝ・ੑ ද現はもちろん、人छ、ੑ ผ、年ྸ、फ教・৴ڼ、
などさま͟まなҧいを理解しଚ重するため、ダイバーシティ・エクイティー・インクルージョンˍビロンギングࢥ

（DEI̱ #）を推進しています。本өըࡇはその取り組みのҰ環として、ࡢ年教職ڠ働・職員ڠ働イϊベーションݚ
・ʙSOGIのࠩҟを൱ఆしないब学ڀݚ者（-G#52ʴ）に対する環境整උのࣄのଟ༷ੑの理解促進と当ੑ」ڀ
ब࿑環境を実現するʙ」ϝンバーが企ըし、今年は上智学院ダイバーシティ推進ࣨがओ催した2回目の実ࢪとな
りました。

間中は、さま͟まな視点からੑのଟ༷ੑを考える4作を上ө。参加者がより作やテーマの理解を深めらظ
れるように、上өલ後に本学教職員や実際にマイϊリティࢧ援を行っている専門家らが解説を行いました。

関連Webサイト: https://XXX.sophia.ac.jp/jpn/article/neXs/topics/lgbtR240705/
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ダイバーシティ•ィーΫ2023

ダイバーシティ推進 （ࣨ現ダイバーシティ・サステナビリティ推進ࣨ）
では、11月25日の「ঁੑに対する力ఫഇデー」から12月10日の

「世界人ݖデー」（含Ή「12月3日ো者デー」）までをιフィア・ダ
イバーシティ・ウィークとҐஔづけ、ຖ年さま͟まなイベントを行っ
ています。学生と教職員がڠ働し、ଟ༷ੑをडけ入れるڞ生社会を
目ࢦして今年で̒年目。今回はオンラインと対໘を৫りަぜて7つの
イベントを実ࢪしました。

その中でも学生実行ҕ員会が企ըした3つのイベントは、いずれも
参加者とଟ༷ੑについて「Ұॹに考える」「体ݧして考える」ことを目
的として開催されました。イベントごとにҰつのテーマをܝげ、ワー
クショップや専門家による講演や対ஊなどを行いました。
11月27日に行われた学生企ը、「Period Ұॹに考えよう、これ
からの社会のために ʙ生理の貧困ʙ」では、ジェンダー・セクシϡ
アリティ問題に取り組Ή学生ஂ体GES（Gender ERual i ty for 
Sophia）のϝンバーが参加。ঁ ੑの経済的なଆ໘だけにཹまらな
い、生理に関わるさま͟まな世の中の「不」に対する説໌や、՝題解
ܾの取り組みに関する紹介がありました。グループワークコー
ナーでは׆発なディスカッションが行われ、「知ろうという࢟が大
んで行動にҠしてཉࠐきר今日をスタートにして、पりの人を」「ࣄ
しい」といったコϝントがあり、உঁ関なく社会全体の大きな問題
として考える貴重な機会となりました。
ಉ日開催となった૯߹人間Պ学෦৺理学Պ企ըによる「ಉௐѹ力

ʰじΌあ私も にɦついて考える」では、学生参加ܕの企ըやಉ学Պの
ඉڡޱ貴教授による講演が行われました。ඉޱ教授は「ଟݩ的ແ知
の߅い」について৮れ、「あなたが行動しないと、ଞの人もh あ、そ
れでいいんだ とɦࢥってしまう。ࣗ の役割の重大ੑを知ろう」とޠ
りました。20人をえる参加者が、ଞ者に慮しつつもࣗࣗの
意見も大ࣄにするバランスのとり方を考える、価値ある時間をڞ༗
しました。

12月7日には今年の目ۄ企ըとして、ૐཿ・ϝイクアップアーティス
ト・-G#52׆動家のଜಊさんと、世界的モデルでνャリティや
社会ݙߩにྭΉӬѪさんをটし、「ダイバーシティ」や「ありのま
まに生きること」についてޠるトークイベントを開催しました。2人が
ొஃすると会中に大きなഥखが響きりました。そして「最ۙ気に
なること」「海֎でਏかったこと・ָ しかったこと」「ファッション・ϝイ
クについて」など、さま͟まなテーマでのトークセッションや、学生をަえた質問コーナーが行われました。
ଜさんは「ダイバーシティはいろいろな༑達、間ができる・っている、というのがҰ൪大ࣄなポイント」と、ଟ
छଟ༷な人とܨがり、ָ しΉことができる未来のرをޠりました。また、Ӭさんは「ダイバーシティはこれか
らの日本にとってとても重要なこと。もちろん大人が変わることもඞ要ですが、օさんの世がダイバーシティ
を体現していけඞず日本の未来は変わるとࢥう。ファッション、ϝイクからफ教まで、ࣗ のきなことをきと
はっきりݴえる日本にしていってもらいたい」と、会をຒめਚくした参加者くエールをૹりました。

そのଞ、ظ間中にはࠩผに関する問題を理解し解ܾ策を考える企ըや、持පやアレルギーといった、人々がそれ
ͧれ日ৗの໘で感じる困りごとを体ݧするイベントなど、さま͟まなアプローν方法でダイバーシティに関
する問題を取り上げました。

関連Webサイト: https://XXX.sophia.ac.jp/jpn/article/neXs/topics/20231222diversity/
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ඪ�� ҆શͳਫͱτΠϨΛੈքதʹ
ͯ͢ͷਓʹਫͱӴੜͷΞΫηεͱ࣋ଓՄͳཧΛ֬อ͢Δ

業ਫརࢪઃをհしたງのਫ࣭վળ…
άϩーバϧ教育センλー…教त…ਿӜ…ະࢠر

ࣗ、開Ҏ来Ҭのであるງはݹ໊ 化と産業ࢢՏです。その水質改ળは、都流ྔを持たない人ݾ
化がஶしく進んだ大正ظから՝題となってきました。「これほどଟくの人がࢢຽӡ動を行っているはଞにはな
い」とݴわれるほどଟくのஂ体や組৫が関わってきた実はҬのތりにもなっています。

流ྔ૿加によるرऍは、最も長年取り組まれてきた水質改ળの方法です。そのޮՌは、2007年から3年間行われ
たીからのಋ水実（「社会実ݧ」）とその後2年間の観ظ間でも֬ೝされ、その成Ռはࢢຽレベルの取り
組みとして現ࡏの׆動に引きܧがれています。

本ڀݚでは、上هಋ水時の流ྔ0.4N3/sを目安としつつߋなる水質改ળをਤるため、業水རࢪ設を介して流
ྔを֬อする方法を、業のҬ׆ݯࢿ༻のࢼҊとしてݕ౼しました。ીからງにࢸる流れは、17世
Ҏ来༻水（こっつようすい）・新༻水（しんこっつようすい）と連続ੑをอちながらར༻されており、またل
Ұ෦सӡར༻のྺ史もある点で、まさにҬにࠜ͟した「ڠ働」による流Ҭ理・流Ҭ࣏水を可能にする貴重なഎ
。をඋえているといえるでしΐうܠ

ଞ方で、このࢼҊは、ଟくの関者が関わるがΏえの「ڠ働」のしさも໌らかにしました。業水རࢪ設を༻
する対価のࢧいは、関ࢢொଜからの「ഉ水ෛ୲金」（ᕲᕱظ）のલྫや環境༻水水རݖ（非ᕲᕱظ）の設ఆによ
り理的には可能ですが、ଞ方でҬݯࢿのڞ通理解や社会実のための৻重な߹意ܗ成がඞ要であるとの
。ఠもաできませんࢦ

༷々な՝題が関者間での意見ৢ成のྐとなり、ࢢຽレベルでの取り組みが続くݶり、ງの水質改ળの取り組
みが「ڠ働」内実化のઌ進ྫࣄであり続けるのは間ҧいないでしΐう。
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によるバイΦのアϓϩーチܭのઃࢠ能性高ػ
ཧ学部࣭生໋ཧ学科…教त…Ԭ…༟ࢠ

ʲڀݚの֓要ʳ
当ࣨڀݚでは、機能ੑ高子の設ܭ、߹成、ධ価をओたるテーマとしており、バイオ・ҩ༻の応༻ల開を目
ྫ。ྉ開発を行っていますࡐしたࢦ え、Кڞ役ܥ高子をར༻した֩ݕࢎग़ࡐྉの開発や、生解ੑ高子を
ར༻した人ࡐࠎྉやスΩャフΥルドࡐྉなどをڀݚしています。Ұྫを紹介いたします。

水༹ੑポリνオフェンを༻いた֩ݕࢎग़ࡎ
Кڞ役ܥ高子のҰつであるポリνオフェン༠ಋ体は可視ޫྖҬにٵऩを示し、֎෦環境の変化に応じて、その
৭ௐやޫܬ特ੑをॠ時に変化させることが可能です	ਤ1
。またଆにछ々の能基をಋ入することが༰қで
あり、ଆछに応じて基本特ੑを੍ޚすることができます。本ࣨڀݚでは、D/Aを特ҟ的にݕग़可能な水༹ੑポ
リνオフェンを߹成しています。Ұ෦の構造を変ߋすることで、D/Aのఴ加後に৭が変わるポリマー、ڧޫܬ
が変わるポリマーをそれͧれಘることができました。特ఆのԘ基に対してೝ識能を示す可能ੑも高く、このポリ
マーを֩ݕࢎग़ࡎ応༻することをݕ౼しています。

ʲ応༻ྫʳ
バイオセンサー

ʲ今後の発లੑʳ
બੑと感を向上し、ٵऩҐஔの੍ޚなどを行うことをݕ౼しています。

ʲڀݚ設උʳ
ήルろաਁಁクロマトグラフィー（GPC：Gel PerNeation ChroNatography）、'5-IR（'ourier 5ransforN 
infrared SpectroNeter）、A'.（AtoNic 'orce .icroscope）、ۂげڧݧࢼ機

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携のظʳ
。しますظをڀݚಉڞϝーカーとのࢎྉ開発や֩ࡐ

ʲ関連特ڐ・จ等ʳ
:. 5aLeoLa .. )ayashi /. SugiyaNa .. :oshi[aXa-'ujita .. Ai[aXa .. RiLuLaXa PolyNer +ournal 
47	2
 164 	2015
.

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/298/
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ඪ�� ΤωϧΪʔΛΈΜͳʹɺͦ ͯ͠ΫϦʔϯʹ
ͯ͢ͷਓʹख͝ΖͰ৴པͰ͖ɺ࣋ଓՄ͔ͭۙతͳΤωϧΪʔͷΞΫηε
Λ֬อ͢Δ

ԹԠ性ミセϧを༻いるਫத༗ػԠ…
ཧ学部࣭生໋ཧ学科…教त…ླ…教೭

ʲڀݚの֓要ʳ
༗機化学を造する応はҰൠに༗機༹ഔ中で行われます。༹ ഔとして水を༻いる応は環境のෛՙがগ
ないためましいのですが、ݪྉとなる༗機化߹がとけないなどの੍がଟいので造現で࠾༻されるこ
とはまれです。界໘ࡎੑ׆をఴ加することによりೕ化ӷとするख法もとられますが、いったんೕ化したࠞ߹ӷか
ら生成をするためには通ৗ、༗機༹ഔを༻いたநग़作業がඞ要となります。そこでզ々は、Թによって
水-ૄ水ੑが不連続にりସわるポリマーを༻いることにより、水中で༰қにかつ高બ的に༗機応を行え
るܥを実現できないかと考えました。このような質としてԹ応答ੑポリマーが知られています。このようなポ
リマーをҩྍࡐྉ応༻するڀݚがさかんに行われていますが、༗機応ར༻したྫはほとんどありません。
զ々はԹ応答ੑポリマーを༻いた界໘ࡎੑ׆を༗機応にద༻し、より環境ෛՙのい応プロセスを開発
することを目ࢦしています。これまでに、応ऩの向上や生成のޮ化といったޮՌがあることを見ग़
しました。またछ々の৮ഔ子をԹ応答ੑポリマーに݁߹させることにより、৮ഔを؆ศに࠶ར༻できること
を໌らかにしています。

ԹԠੑϛηϧΛ༻͍Δਫத༗ػԠ

ʲ応༻ྫʳ
加Թした水中で༗機応を行った後、ྫྷ ٫すると༗機をൺֱ的༰қにできるようになるため、நग़༹ഔの
ར༻すること࠶ఆ化したポリマーを༻いることにより、水相に༹解した৮ഔをݻできます。また৮ഔをݮを༺
が可能になります。

ʲ関連特ڐ・จ等  r
PalladiuN-cataly[ed .i[oroLi-)ecL reactions in Xater using therNoresponsive polyNer Nicelles
/oriyuLi Su[uLi� 5aiga 5aLabe :oshiLo :aNauchi Shun ,oyaNa Rina ,oiLe .asahiro RiLuLaXa 
Wei-5ing -iao Wen-Sheng Peng 'u-:u 5sai� 5etrahedron. 2019 75 1351-1358. DOI: 10.1016/
j.tet.2019.01.047
PalladiuN-Cataly[ed .i[oroLir)ecL and Copper-'ree Sonogashira Coupling Reactions in Water using 
5herNoresponsive PolyNer .icelles
/oriyuLi Su[uLi� Shun ,oyaNa Rina ,oiLe /o[oNu Ebara RiLito Arai :uLo 5aLeoLa .asahiro 
RiLuLaXa 'u-:u 5sai� PolyNers 2021 13 2717. DOI: 10.3390/polyN13162717

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/271/
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ΧーϘンリサイΫϧ•ΧーϘンϑリーͳੈ࣍ࣗಈं೩ྉとԽ学Ԡ੍ޚにより
究ۃޮをࢦしたΤンジン೩মٕज़の研究開ൃ
ཧ学部࣭生໋ཧ学科…教त…高ڮ…和

ʲڀݚの֓要ʳ
現ࡏのࣗ動ंのଟくは、ガιリン、ܰ ༉、ఱવガスなどの化ੴ೩ྉを内೩
エンジンの中で೩মさせてっています。しかし、Թஆ化やそれにう
気候変動、化ੴݯࢿのׇރ等、نٿの՝題を解ܾするためには、ࣗ
動ंもこれに対応しなくてはなりません。日本ではԹࣨޮՌガスഉग़に
ついて、2030年までに2013年ൺ462050、ݮ�年までに実質ゼロ

（カーϘンχϡートラル）の目標をܝげています。ࣗ 動ंがこの目標
を達成するためのアプローνはさま͟まあり、未だ֬ఆ的ではありませ
んが、私たちのڀݚグループではै来の内೩エンジンで೩মさせる೩ྉ
を変えることによってこれを実現しようとしています。
ࣗ動ंエンジンからഉग़されるೋࢎ化ૉをݮらしたり実質ゼロにしたりするには、ᶃ新しい೩ྉの開発とᶄࣗ
動ंのޮ向上の２つの観点でڀݚすることがඞ要です。೩মで生成するೋࢎ化ૉを回ऩし、࠶生可能ి力
で造した水ૉでこれをؐݩして೩ྉを࠶生（ૉ॥環ܕ߹成೩ྉɼe-fuel）したり、これらの回ऩ・ؐ プロセスݩ
を২の力（ޫ߹成）をआりて行うこと（バイオ೩ྉ）により、ࣗ 動ंがってもೋࢎ化ૉがこれҎ上૿えること
はなくなります。また、最ۙでは水ૉのエネルギーΩャリアとして目されているアンモχアを೩ྉとして೩মさ
せると、アンモχアにはૉを含んでいないのでೋࢎ化ૉはഉग़しません。
このようなカーϘンリサイクル೩ྉやカーϘンフリー೩ྉをࣗ動ं೩ྉとして༻いれ、ࣗ 動ंからのԹࣨޮՌ
ガスഉग़を実質ゼロにできるのですが、これらの೩ྉの造コストは化ੴ由来のガιリンやܰ༉にൺべて当વの
ことながら高くなります。このコスト高をٵऩするためには、ࣗ 動ंのޮ（೩අ）を向上させなくてはなりませ
ん。われわれは、ઌड़の࣍世ࣗ動ं೩ྉの開発に加えて、エンジン೩ম中の化学応をできる高ѹিܸ
という特घなஔを༻いて応を੍ޚすることにより、ࣗ 動ंエンジンのޮを現ࡏの40ˋから60ˋに向
上させるڀݚもಉ時に行っています。

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/researcher/277/

ө૾上の•ྲྀΕ•Ґஔ߹Θͤ•ಈ͖推ఆ
ཧ学部情報ཧ学科…ॿ教…ُా…༟հ

ʲڀݚの֓要ʳ
応༻学による理モデリングから値解ੳ、ιフトウェア、ϋードウェア実までҰ؏して対応可能な専門技術
と知識を持ち、特に、変法に基づきө૾からඃࣸ体のີな動きの（オプティカルフロー・シーンフロー）を推
ఆするための値安ఆな実技術（ࢉܭՊ学・値解ੳ）にಠࣗの༏Ґੑがあります。非ઢܕ演ࢉがなく値ܭ
ं。のためにだけにඞ要な変がແいため、ϋードウェア化しқいख法ですࢉ カϝラ等のステレオө૾やレンࡌ
ジセンサө૾から、ඃࣸ体ද໘の3ݩ࣍の動き（シーンフロー）を安ఆに推ఆするڀݚを行っています。
ҩ༻ը૾等の4Dը૾では、ີ な3ݩ࣍データ点܈ຖの3ݩ࣍の動きの推ఆができます。推ఆされた動きを༻い
ることで、ඃࣸ体の進࿏༧ଌや、動きによるྨ、動ը૾のデータѹॖの向上等に応༻できます。 最新のC��
があݧ格やOpenC7などの内෦実にৄしく、企業ॴଐ時は高ը૾ॲ理に関するプロジェクト୲当経نޠݴ
り、技術ࢦಋが可能です。

ʲ応༻ྫʳ
時間未来༧ଌ、ө૾データѹॖූ߸化

ʲ今後の発లੑʳ
高化、高ਫ਼化、特घセンサでの推ఆなど

ʲڀݚ設උʳ
イベントカϝラ DA7IS346、intel realsense d435i、
高ࢉܭ機、Ge'orce R593090など

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携のظʳ
ҩ学応༻、ࣗ 動ӡస、ө૾ූ߸化など

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/574/
˞ඃࣸମͱΧϝϥͷݩ࣍�ͷಈ ɾ͖ྲྀ Εͷਪఆ݁Ռʹ͍ͭͯɺ্ র͍ͩ͘͞ɻࢀͷ63-Λ͝ه

ຊҰͷੑΛͭߴѹিܸஔ

��



ඪ�� ಇ͖͕͍ࡁܦ
ͯ͢ͷਓͷͨΊͷ࣋ଓతɺแઁత͔ͭ࣋ଓՄͳࡁܦɺੜ࢈తͳશޏ༻
͓ΑͼσΟʔηϯτɾϫʔΫʢಇ͖͕͍ͷ͋ΔਓؒΒ͍͠ࣄʣΛਪਐ͢Δ

ϓϥッτϑΥーϜ࿑ಇにؔ͢る研究
૯߹人間科学部ࣾձ学科…教त…ࠓҪ…ॱ

ʲڀݚの֓要ʳ
プラットフΥーム・ワークの֦大が、ޏ༻関を中৺とする「働き方」をどのように変え、そのような変化がࢿ本ओ
義的࿑働社会のサステナビリティにどのような影響を与えるのか、ධ価するڀݚです。コロナՒԼでウーバー
イーツの達員が૿えるなど、ޏ༻にґらない働き方が֦大しました。プラットフΥーム・ワークは、これまで「企
業組৫によるޏ༻」中৺だった社会を、高いࢢੑと非ޏ༻によって特づけられる方向に向けて変質させよう
としています。Ήろんこうした働き方が間ݴわれるとおり、本当にࣗ律的で、Ωャリアܗ成や家ܗ成にも大き
な問題を生じさせないサステナブルな働き方なら問題ありません。
しかし、こうした変化が、働きखの日ৗ生׆やΩャリア・人生ܭըをةうくしているのなら問題です。その߹、ޏ
༻・社会策がどのように対応できるのか、すべきなのか、໌ らかにするためのڀݚです。

ʲ今後の発లੑʳ
プラットフΥーム・ワークは高いརศੑや࿑働者のࣗ律ੑをࢧ持する働き方だとশ༲される向にありますが、現
実的にはプラットフΥーム・ワークを含Ήフリーランスの金やޏ༻の安ఆੑがஶしくく、このままこうした働き
方が૿えることは、日本のࢿ本ओ義的な࿑働社会のサステナビリティをة機にさらすことになります。日本のこれ
までの働き方はこれまでもա࿑ࢮやগ子化をもたらす大きなݪҼと考えられており、すでにサステナブルな働き
方ではないと考えられるようになっています。そこにさらに不安ఆब࿑を૿やすことは、きわめてݥةなことです。
もっとも、こうした働き方をબͿ人たちには、これまでの日本のޏ༻࿑働こそ非ࣗ律的でサステナブルではない
とのೝ識がࠜڧくあることから、ࣗ 営業的（フリーランス的）働き方がັ力的にөっており引きࠐまれていくよう
です。であれ、この働き方をサステナブルな方向で育てるにはどうしたらよいのか、それを考えることがこのݚ
。՝題の方向ੑだと考えていますڀ

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/870/

教職員͚Ϛッサージサービスの開࢝

上智学院は、ো者ޏ༻推進と教職員の福རް生を目的として、
2024年7月に「ιフィアリフレッシϡルーム」をオープンしました。
リフレッシϡルームは࢛谷Ωャンパス内にあり、国家ࢿ格を持つ全
のࢪ術者2໊がマッサージを行っています。ར༻は༧੍で、1
回40の全マッサージをແྉでडけられます。

ࣨ内には2のベッドがあり、パーティションとカーテンでら
れています。ஆ৭ܥのর໌とམちணいた#G.で、リラックスޮՌ
を高めています。ۭ 気ਗ਼ড়機を設ஔし、ࢪ術ごとにベッドのফಟを
行うことで、感છ対策もສ全です。なお、ઍాอ健ॴのಧग़も
行っております。

、術者は、「マッサージ中は、੩かにリラックスしていただいてもࢪ
్、術者にしかけていただいてもࢪ 中で৸てしまっても大ৎ
です。おࣄの߹間に、お気ܰにおӽしいただきたいですͶ。」と
コϝントしています。

オープンしてまだ日がઙいですが、大変ධで、༧が取りにくい
状況が続いています。今後も、୭もが健康で、働きやすい職づく
りを目ࢦしてまいります。
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άリーンシϑτの推進ऀとしてのݸ人ʕຊに͓͚る環境ҙࣝとީؾมಈ؇和ࡦのࢧ持ҙのੳ
૯߹人間科学部ࣾձ学科…教त…ϗメリώ・Χϩーϥ

ॻ੶ץ行
ʰSustainable Societies in a 'ragile World. Perspectives froN GerNany and +apanʱ
ϗϝリώ・カローラɹଜ正人ɹڞฤɹSUP上智大学ग़൛

世界的な不平等と気候ة機が人ྨのଘ続に関わるڴҖとしてଘࡏする今、経済・社会・
務です。持続可能な未来をٸ組৫における持続可能なアプローνは、かつてないほど࣏
、めるಆいは全世界で行われͶなりませんが、ඞ要な変化を推し進める責任は特にٻ
業化の進んだグローバルϊースの国々にあります。今、私たちが直໘するة機を作りग़し
たのは、そうした国々の豊かな生༷ࣜ׆や、成長ґଘܕの経済システムであるためです。
本ॻではೋ大経済大国であるドイツと日本に焦点を当て、3つのओ要における持続
可能ੑの՝題に取り組んだέーススタディとௐ査ڀݚを紹介しています。

.̍ 環境に༏しい社会のҠ行（ごみॲ理、サステナビリティ教育、環境意識）
２. 持続可能でੑのある方と都ࢢの開発（ࡂੑ、スマートシティ）
３. แઁ的な社会（コロナՒの࿏上生׆、ネットいじめ、ຽओ的価値観）
社会学、教育学、৺理学、都ࢢ学の専門家によって行われた本ॻࡌܝのௐ査はଟくが学際的なൺֱڀݚであ
り、持続可能な未来に向かうための、ݥしくもみがいのあるಓఔをهしたものとなっています。

関連Webサイト: https://diversity-sustainability.sophia.ac.jp/efforts/5272/

ฤ集者について
Carola )oNNerich 上智大学૯߹人間Պ学෦社会学Պ教授
ଜ正人 ౦༸大学社会学෦社会学Պ教授

Ϛーέティンά、ϒϥンυઓུにؔΘる࣮ূత研究
経ࡁ学部経営学科…教त…ਿ୩…ཅࢠ

ʲڀݚテーマの具体ྫʳ
ᶃ「ڧい」ブランドを構築するためのઓུڀݚ

ブランドに対する٬ސのධ価には、たとえѱいクνコミをಡんでもѱ化しない「ڧい」ධ価と、うつろいやすくて
ブランドスイッνをおこしやすい「ऑい」ධ価があります。S/Sなどを通じてফඅ者間のコミϡχέーションが׆
発に行われる状況においては、पғの意見に影響されやすいධ価と影響されにくいධ価を見け、「ڧい」ブラ
ンドධ価をཱ֬することが重要です。そのためにはどのようなઓུがඞ要であるか、ফඅ者のଶの構造をݚ
しています。また、特に海֎のফඅ者とൺֱして、日本のফඅ者のブランドධ価にはどのような特があるのڀ
かについても、国際ൺֱڀݚを行っています。

ᶄデジタルコミϡχέーションに対するফඅ者のଶのڀݚ
オンラインళฮやリモートワークのී及にい、日ৗ的にデジタルコミϡχέーションをར༻する機会が૿え
ました。しかし私たちは、デジタルコミϡχέーション（ ：ྫνャットやビデオ会ٞ）よりも対໘コミϡχέーション
の方がましいものであり、できれ対໘でした方がわりやすいと感じる向があります。最ۙのオンラ
インビデオ会ٞツールはいউखもよく、おޓいのද情ももదに相खにಧけてくれるのに、それはなぜな
のでしΐうかʁ デジタルコミϡχέーションに対するධ価のੳを通じて、ফඅ者がコミϡχέーションにԿを
ݪしています。新しい技術に対するফඅ者のջ疑的ଶのڀݚఆする要Ҽなのかをنめるのか、Կがຬをٻ
Ҽを解໌することは、AIやロϘットを׆༻したビジネスのී及をげる要Ҽのڀݚにもつながっています。

ᶅSDGs達成に向けた企業׆動の経営上のޮՌのڀݚ
ଟくの企業が、SDGs達成に向けた༷々な׆動を行っています。ྫ え、環境問題の対応、貧困国のࢧ援、ଟ
༷ੑを重視したޏ༻੍のಋ入などです。それらはૉ晴らしい理೦を持った׆動かりですが、学術ڀݚは、
どんなにૉ晴らしい社会ݙߩであっても、方法をޡってしまうと、٬ސから意的にडけ入れられないかりか、

「ച໊行ҝ」などと非されてしまうことを໌らかにしています。社会׆ݙߩ動の実ࢪにおいて、企業はどのよ
うな点にཹ意すれよいのでしΐうか。成൱をける要Ҽについてڀݚしています。

ʲ産学連携ڀݚの実ʳ
・「オウンドϝディアにおけるϝッセージઓུとブランドイϝージのڀݚ」（3年間/ຽ間企業）
（1年間/ຽ間企業）「ڀݚങにもたらす影響に関するߪコミがサービスのリϐートޱ」・
・「ブランド֦ுがのࠩผੑおよびロングセラーೝ知に与える影響に関するڀݚ」（3年間/ຽ間企業）

্ஐେֶ ֶज़ڀݚಛผਪਐඅ
ϗϝϦώڭतࣗ༝՝ڀݚʹ͓͚ΔҎԼϓϩδΣΫτͷڀݚදऀͰ͢ɻ
ʮάϦʔϯγϑτͷਪਐऀͱ͠ ͯͷݸਓʕຊʹ͓͚Δڥҙࣝͱީؾม
ಈ؇ࡦͷ࣋ࢧҙͷੳʯ���������

��



ඪ�� ۀ࢈ͱٕज़ֵ৽ͷج൫Λͭ͘Ζ͏
 ԽΛਪਐ͢Δͱͱʹɺۀ࢈ଓՄͳ࣋ਟͳΠϯϑϥΛඋ͠ɺแઁతͰڧ
ٕज़ֵ৽ͷ֦େΛਤΔ

8i�Fiセンシンά…
ཧ学部情報ཧ学科…教त…খ…কࠀ

ʲڀݚの֓要ʳ
Wi-'iのిをセンサーとして׆༻し、新たなWi-'iの༻్開を進めています。Wi-'iはిをར༻するため、カϝラ
とはҟなりプライバシーの৵はなく、また、֎ઢセンサーともҟなり広Ҭエリアをセンシングすることが可能です。 
ిの変動をར༻したプレゼンスݕग़や、पظ的な変動からは呼ٵや回సなどを非৮でଌఆすることが
できます。さらに、AI（機ց学श）と組み߹わせることで、行動推ఆ、Ҡ動方向推ఆ、人推ఆ、ס૩状ଶ推ఆ、体
識ผなどの機能を実現します。 
ଟ༷な産業との連携を通じて、Wi-'iセンシングがޮՌ的に機能するシステムの構築を目ࢦしています。また、現ࡏ、
IEEE802.11WGにて5Gbf（W-A/ Sensing）として、本ڀݚに関連する標४化の策ఆが進められています。

ʲ応༻ྫʳ
Wi-'iのిをར༻した推ఆ
推ఆ、人流推ఆ、Ґஔ推ఆ、体識ผ、質識ผなどࡶࠞ

ʲ今後の発లੑʳ
Wi-'iのిをར༻したଟ༷なアプリέーションの創ग़

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携のظʳ
ແઢ通৴を׆༻したアプリέーション開発

ʲ関連特ڐ・จ等  r
OgaXa ..� .unetoNo ). Wi-'i CSI-#ased Outdoor )uNan 'loX Prediction Using a Support 7ector 
.achine. S ensors 2020 20 2141.

https://doi.org/10.3390/s20072141

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/570/
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高ҩྍٕज़に༻いる生ମػ能ࡐྉのߏங
ཧ学部ػ能ཧ学科…教त…ٱ…ل೭

ʲڀݚの֓要ʳ
զが国における高ྸ化は、ࠎや関અೈࠎなどの変ੑによるૈࠎᱷ、変ੑܗ、変ੑܗ関અなどのӡ動機
能の࣬ױを૿加させています。そのため、健康で豊かな生׆の質の向上を目的に、スポーツを取り入れた生׆श
ᯰ、ંࠎ、の૿加や高ྸ化にいޱ動人׆が広くී及しつつあります。しかし、その׳ ଳଛই、ೈࠎଛইなどのӡ
動ث֎ইもまた૿加しています。このようなӡ動ױ࣬ثのྍ࣏は、今後のҩྍの大きな՝題のҰつであり、ӡ動
ᯰ、ࠎೈ、ࠎ、の生理的な状ଶにすことが重要です。そこでݩりݶଶ、理的特ੑなどをできるܗ、のੑ状ث ଳ、
関અをସするࡐྉを対にҩ学と理学の境界ྖҬでの生体ࡐྉ学の観点から׆ڀݚ動を行っています。

ʲ応༻ྫʳ
ҎԼのようなྫڀݚに応༻できます。
積造ܗ法を༻いたҩྍ༻金ଐ߹金の創とҩྍ༻デバイスの応༻、コンポートモデルを༻いたνタン
߹金ܥインプラントデバイスの開発とർ࿑特ੑධ価、֤ छのද໘改質をར༻した金ଐܥల৳ࡐ及び積造
方法の開発とそݧࢼ内ఝインプラントデバイスのർ࿑、ڀݚインプラントデバイスのർ࿑特ੑ向上に関するܗ
のධ価方法のఏҊ、ҩྍࡐྉのコーティングࡐにおける界໘ڧとそのධ価方法のఏҊ、人関અしΎう動෦ࡐ
のද໘改質と機能ੑ付与技術の構築、整ܗ֎Պ༻具の力学特ੑධ価と3Dプリンターを援༻したオーダーϝイ
ド具の開発、整ܗ֎ՊྖҬで༻いるҩྍଌఆثの開発、ҩ連携プログラムの推進

ʲ今後の発లੑʳ
高ҩྍ技術のために生体機能ࡐྉの開発・構築およびその力学的ධ価方法のཱ֬を目ࢦしています。

ʲڀݚ設උʳ
ஔ、ݧࢼ応力ଌఆஔ、ද໘ૈさଌఆஔ、ຎཹஔ、9ઢݧࢼさߗ、ஔݧࢼஔ、ർ࿑ݧࢼڧྉࡐ
৯ݧࢼஔ、構造解ੳධ価ݧࢼஔ（9RD：9-ray Diffraction、E#SD：Electron #acL Scatter Diffraction 
Patterns、ED9：Energy Dispersive 9-ray Spectroscopy）、ඍࡉ組৫構造観ݧࢼஔ（'E-SE.：'ield 
ENission r Scanning Electron .icroscope、SE.、SP.：Scanning Probe .icroscope、レーβーݦ
ඍڸ、ภޫݦඍڸ）、等

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携のظʳ
高ҩྍ技術に༻いる生体機能ࡐྉの開発・構築およびその力学的ධ価方法のఏҊ

ʲ関連特ڐ・จ等ʳ
「Լےࢶ力ఆྔ化ஔ」ɹ特ڐୈ3927927߸
・未来ܕ人関અを目ࢦして ーそのྺ史から将来లまでーɹୈ9ষ 9-4-1અ ୲ɹ日本ҩ学ؗ 2013年7月
・ഁյ力学大ܥ ɻ յれない設ܭ向けて  ɻୈ2ฤୈ2ষ1અ 「生体ࡐྉ」 ୲ エψŋティーŋエス （2012年2月）

2	41 ࢽ会ڠධ価ʡɹレーβڧྉࡐのܗ೭、ʠి子ビームを応༻したҩྍ向け積造لٱ・ 2017 20-27

9	務、দ本लஉ、ʠ具の機能ੑධ価方法ʡɹྟচスポーツҩ学 40࢚史、Ҫߒ؏೭、大لٱ・ 2023 892-897

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/514/

ࣗ࢈ಈंࣜגձࣾ…ాCE0ಛผߨԋ
「͕࢈ඳ͘ϞビリティのະདྷʵੈքとาΉ持続可能ͳࣾձʵ」を開催

2023年12月19日、日産ࣗ動ंࣜג会社（ҎԼ、日産）දࣥ行役社長݉最高
経営責任者（CEO）、日本ࣗ動ं業会෭会長の内ా氏の特ผ講演、「日産が
ඳくモビリティの未来ʵ世界とาΉ持続可能な社会ʵ」を2߸ؗ17֊会ٞࣨに
て開催し、学生、教職員110໊が参加しました。講演では現ࡏの気候変動
の対応、աૄ化・高ྸ化などの社会՝題、ফඅ者の価値観の変化、それに対して
の日産の取り組みがޠられました。また、DEI（ଟ༷ੑ、公平ੑ、ड༰ੑ）の考え
方やಋ入にもݴ及されました。

参加学生に対して「いま企業では未知の環境Լでも問題解ܾのできる人ࡐがٻめられている。今まで踏みࠐんだ
ことのない世界に༐気をもってҰา踏みग़してࣗの世界を広げ続けてほしい」とエールがૹられました。
後半は本学OGࡾඒ༏氏（2019年理学専߈応༻化学ྖҬमྃ）、ࢁ本子氏（2019年経済学෦経営学Պ
ଔ）が加わり、࠶生可能エネルギーࢢについてなど、参加者の質問に回答されました。

関連Webサイト: https://XXX.sophia.ac.jp/jpn/article/neXs/topics/231219@nissan/��



…る௨৴ํࣜとޫ部の研究͢ݱの高ޫϑΝイバ௨৴を࣮ੈ࣍
ཧ学部情報ཧ学科…教त…高ߒ…ڮ

ʲڀݚの֓要  r
ޫのオン・オフをデジタル৴߸の ・̍０に割り当てるै来のڧ変ௐ方ࣜではૹにݶ界があるため、ۙ 年の
ޫファイバ通৴システムでは、情報に߹わせてޫのҐ相を変化させる変ௐ方ࣜが取り入れられています。たとえ
最新の100Gb/sૹஔでは、2PS,（Ruadrature phase shift Leying）方ࣜが࠾༻されています。I5技
術の発లやϢーβのଳҬ要はとどまるところを知らず、それにい通৴システムのさらなる高化がٻめられ
ており、さらに高な変ௐ方ࣜのڀݚが׆発にされています。当ࣨڀݚでは、ޫ ৴߸ॲ理回࿏や変ௐثの、
高प回࿏や੍ޚ回࿏とޫデバイスの組み߹わせをし、新しいૹ৴機やड৴機の構成方法を創ग़すること
により、高の通৴が可能となる方法をڀݚしています。また、高通৴にඞ要なޫ集積回࿏技術を通৴Ҏ
֎のにల開するڀݚも進めています。

ʲ応༻ྫ  r
基ޫܥװファイバ通৴ネットワーク 
データセンター内サーバ間通৴等のڑネットワーク 
ޫを༻いた֤छセンシング 

ʲ今後の発లੑ  r
ޫ通৴で開発された高な৴߸ૹやޫ৴߸ॲ理技術をそのଞの（ܭଌ法やセンサー等）ల開

ʲڀݚ設උ  r
ޫૹシミϡレーター、ޫ ૹड৴実ܥݧ、広ଳҬネットワークアナライβ

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携のظ  r
大༰ྔޫૹシミϡレーションおよび実ݧ、高ੑ能ޫૹ৴機・ड৴機のূݕ実ݧなど（ڀݚ機関向け） 
ޫ通৴技術のコンサルテーション（Ұൠ企業向け） 
ޫ学や通৴の基ૅに関する講演・プレゼンテーション（Ұൠ社会人、中高生向け） 

ʲ関連特ڐ・จ等  r
ඒ、高ڮ、「ੴӳܥプレーナޫ回࿏（P-C）のコώーレント通৴༻デバイスの応༻」、ి 子情報通৴学会ࢽ、vol .95 
pp.1014-1020 2012年11月 
). 5aLahashi ʠ)igh perforNance planar lightXave circuit devices for large capacity transNissionʡ 
Optics EYpress vol. 9 pp.#173-180 2011

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/602/

…૪༏Ґڝ٬Ձによるސ
経ࡁ学部経営学科…教त……ٱӬ

ಉҰの・サービスであっても、٬ސがそこにೝめる価値の内༰・大きさはҟなっている。٬ސに新たな価値を
ఏڙするビジネスモデル・エコシステムのあり方のݕ౼を通じて、企業のڝ૪༏Ґを構築・ҡ持する方策につい
てڀݚする。

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/199/

௨ৗͷޫϑΝΠόૹͷ��2".৴߸ ޫճ࿏ʹΑΔࣄલิঈ࣌ͷ��2".৴߸

�7Sophia University SDGs & Sustainability Report 2023-2024



…InPج൘上II�7Iಋମのࡐྉ開ൃとσバイスԠ༻…
ཧ学部ػ能ཧ学科…教त…ଜ…Ұ

ʲڀݚの֓要  r
子ઢエϐタΩシー法を༻いてInP基൘上に.g;nCdSeや#e;nSe5eといったᶘ-ᶜ半ಋ体݁থを作し、
৭ʙԫ৭Ҭで発ޫする半ಋ体レーβʗ発ޫダイオードのڀݚ開発を行っています。これらのࡐྉはInP基൘に格
子整߹するため、高質な݁থがಘられ、ߋに可視Ҭからࢵ֎Ҭに対応する੍ېଳ幅を༗することから৭ʙԫ
৭Ҭの発 /、.gSeੑ׆ྉとして༗です。これまで、ਤのように#e;nSe5eをࡐྉやクラッドࡐ（ੑ׆ޫ）
;nCdSe格子をnクラッド、.gSe/#e;n5e格子をpクラッドに༻いたデバイスを作し、ి 流入によ
る発ޫをಘました。また、ै 来ᶘ-ᶜデバイスにおいて問題となっていたૉ子ण໋も大幅に改ળされ、高い৴པ
ੑを༗していることが示されました。Ұ方、これらࡐྉを組み߹わせることで大きなϔテロোนがಘられることが
見ग़され、ڞ໐トンネルダイオードやサブバンド間ભҠデバイス等の応༻もظされます。このように、上ࡐه
ྉは広い長Ҭをカバーするޫデバイスやి子デバイスのల開も༧され、ଟくの可能ੑをൿめているとݴ
えます。

ʲ応༻ྫ  r
৭及びԫ৭半ಋ体レーβは半ಋ体レーβプロジェクターに応༻でき、小ܕ、ফඅి力、高ਫ਼ࡉな࣍世
ディスプレーの基װ෦としてظされます。ଞにも、ບྍ࣏等のҩྍ応༻、Ҩ子解ੳ等のバイオ応༻にも
。されますظ

ʲ今後の発లੑ  r
৭及びԫ৭半ಋ体レーβの実現を目ࢦすことに加え、当֘ࡐྉの可能ੑをより深く୳ࡧすることでڊ大ϔテロ
োนを応༻したڞ໐トンネルダイオードやサブバンド間ભҠデバイス、ߋにはଠཅి等の応༻ల開がظさ
れます。

ʲڀݚ設උ  r
子ઢエϐタΩシーஔ、9ઢ回ંଌఆஔ、フΥトルミネッセンスଌఆஔ、ి 気特ੑධ価ஔ、ޫ ࿐ޫஔ、
ి子ઢඳըஔ、ドライエッνングஔ、集ଋイオンビームஔ、ଞ

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携のظ  r
৭、ԫ৭半ಋ体レーβの開発、ڞ໐トンネルダイオード、サブバンド間ભҠデバイスのڀݚ、ଠཅిのڀݚ、
ᶘ-ᶜ半ಋ体のࡐྉ開

ʲ関連特ڐ・จ等  r
I. /oNura et al ʠPhotopuNped green lasing on #e;nSe5e double heterostructures groXn on InP 
substratesʡ AP-  7ol. 94 2009 021104. 
I. /oNura et al ʠPhotopuNped lasing characteristics in green-to-yelloX range for #e;nSe5e II-7I 
coNpound Ruaternary double heterostructures groXn on InP substratesʡ ++AP 7ol. 50 2011 pp. 
031201-1-8.

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/508/
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ඪ�0� ਓࠃͷෆฏΛͳͦ͘͏
Ոؒͷ֨ࠩΛੋਖ਼͢Δࠃ͓Αͼࠃ

学生ஂମ　ιϑィアΦリンϐッΫ•パϥリンϐッΫ学生ϓϩジェΫτGo…#eZonE

2023年12月11日ʙ12日に上智大学ιフィアオリンϐック・パラリンϐック学生プ
ロジェクトGo #eyondओ催のパラスポーツ体ݧイベント「スポーツが世界をつな
͙̍ ि間ʙオリパラXeeLʙ」を実ࢪしました。ظ間中のனٳみにはϘッνャ、シッ
ティングバレーの体ݧスϖースを設ஔし、ଟくの方々にັ力を体感していただきま
した。そして、12月12日にはパラٿの中ଜ྄ଠબखをお迎えして「ようこそ、パ
ラٿの世界。ʙฉいて、見て、感じて、体ݧしてみようʂʙ」を開催しました。

イベントでは、中ଜબखとGo #eyondϝンバーでڝ技説໌から今後の目標まで
くޠるトークショーを実ࢪしたほか、Ұൠ社ஂ法人日本ࢶ体不ࣗ由者ڠٿ会のཱੴイオタྑೋ氏にごొஃい
ただき、パラٿબखの見る世界をཱҐの方も体感できるٿを紹介していただきました。
体ݧ時間には、લड़のパラٿの体ݧやंҜ子をར༻したٿ体ݧ、大小༷々なアレンジラέットでのٿ体
。のަ流が深まりました࢜を༻意し、参加者ಉݧ
パラスポーツがさま͟まなҧいをえてָしめるスポーツであることを֬࠶ೝできるイベントとなりました。

関連Webサイト: https://XXX.gobeyond-sophia.coN/

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/gobeyond@sophia/

9: https://Y.coN/gobeyondsophia

国ࡍシンϙジϜ「ڞ生ࣾձのݱ ɿ࣮インυの取り組み͔Β͑ߟるো͕いऀのࢧԉとཱࣗ」

2023年11月7日に開催された国際シンポジウム「ڞ生社会創成の現実：インドの取り組
みから考えるোがい者のࢧ援とཱࣗ」（ओ催：上智大学アジアจ化ڀݚॴ）では、インドで
ো者のཱࣗをࢧえるDifferent Art Centreのゴϐナート・ムトΡカドॴ長らによる講
演や、োを持ちながらもマジシャンとして׆༂するヴィシϡψ氏のマジックパフΥーマ
ンスなどが行われました。
そしてアガスティン サリ理ࣄ長と日本のো者や社会福祉の専門家らを加えたトーク
セッションでは、「人々がো者をもっとۙに感じ、׳れが進め、社会の理解やࢧ援
はもっと進Ήはず」「Different Art Centreの׆動はインドを変えることができる」と
いった意見がग़ました。

学生ஂମ　Sophia…Refugee…Support…Group…(SRSG)

Sophia Refugee Support Group 	SRSG
は、2017年に設ཱされた上智大学を
点とする学生ओಋのϘランティアஂ体です。SRSGは本学のデイビッド・)・スレーڌ
ター教授の「Digital Oral /arratives」という講義で、学生たちが日本でらす
ຽの方々のをهし、経ݧを発৴するために300時間をえるインタビϡーが行
われた「Refugee 7oice +apan」というڀݚプロジェクトからܗ成されました。

SRSGは、ຽの方々が֬実に৯ࣄの֬อができるようにҰ؏したフードパントリーを2020年5月から、日本最
大のフードバンクであるセカンドϋーベスト・ジャパンのڠ力のもとでຖ月実ࢪしています。Ҏલ行っていたૹ
サービスを༻いて達する৯達とはҟなり、フードパントリーの実ફによって、֤ 家ఉのफ教上の৯ݶ੍ࣄ
にい、ຽの方達がࣗらඞ要とする৯をબすることが可能となるため、৯ロスのݮにもܨがるサステ
ナブルな方法となっています。
私達はSRSGがܝげている目標である「人छやफ教、国੶を問われず、全ての方がडけ入れられる日本社会」をܗ
成するために日々׆動を推進していきます。

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/sophia.srsg/
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DiversitZ…Channel�MeEiDal…InDlusion…ProKeDt…
ҩྍ•ޢ•ࢱ•հޢダイバシティ•インΫϧージϣンϓϩジェΫτ…
ཧ学部情報ཧ学科……教त……高Ԭ…ӵࢠ

ʲڀݚの֓要ʳ
֎国人のױ者さんが日本のප院を安৺してडできるようにするためにIC5をってԿができるかをࡧしてい
ます。 
ප院でのଟޠݴ対応…。現実には、ױ者さんもҩྍ機関も通༁をඞ要としていますが、現状は状況がҟなり、双
方に大きなストレスを与えています。 
当院のツールはそんなストレスを解ফするツールです。 
֤छಉ意ॻやױ者さんの説໌ॻも༻意されています。 
日本のҩྍ機関をडする際の知識についてのݚम動ըの作成も考えています。ಉ時に、日本のҩྍैࣄ者の
人に、֎国人のױ者さんにどうするべきか、൴らのจ化について学んでもらうためのݚम動ըの作成も行なっ
ていきたいとࢥっています。 
日本の方ݴをすױ者さんや 高ྸ者と֎国人のҩྍैࣄ者とのコミϡχέーションもスムーズにできるようにな
ります。 
最ۙでは֎国人のҩྍैࣄ者もଟくなってきています。൴らに対するݚमを行う動ը੍作も考えています。

ʲ応༻ྫʳ
ҩ 
システム構築（SoC)ASڙ対応情報ఏޠݴにおけるଟޢ福祉・介・ޢྍ・のڀݚでಘられた成Ռをݩに
新たなࢼみを始めます。 ҎԼのҩྍ機関とڞಉڀݚを行っています。

聖マリアンナҩՊ大学౦ԣප院	2018年より） 
ᘐڠҩՊ大学࡛ۄҩྍセンター（2019年より） 
౦ژҩՊࣃՊ大学	2018年ʙ2019年）

ʲ今後の発లੑʳ
コミϡχέーションোは֎国人ױ者と日本のҩྍैࣄ者だけの問題ではありません。֎国人ࢣޢがۈ務す
るප院では、高ྸ者とのコミϡχέーションোが発生しています。まず、֎国人が方ݴを理解するのは非ৗに
しいです。方ݴをわなくても、日本人の高ྸ者のは非ৗにくて、味で、֎国人には理解しがたいものがあ
り、これが日本人ױ者と֎国人ҩྍैࣄ者との間の大きなަ流のนとなっています。このような問題を取りআく
ことができるでしΐう。

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携のظʳ
。力をしていただけるとॿかりますڠ影の໘でࡱ動ը、ࡐ迎です。特に、動ը作成に関して、機大ڀݚಉڞ

ʲ関連特ڐ・จ等  r
Olinga 5oh Raoul +oseph� EiLo 5aLaoLa )ospital -ocation InforNation SysteN 	)-IS
 for 'oreigners in 
+apan Xhere 5hey Can 'ind .edical Practitioners Xho SpeaL .ultiple -anguages Including their OXn 
5he 17th Conference of the International Society of 5ravel .edicine 2021 
EiLo 5aLaoLa and ,osuLe )aruLi A deNonstration eYperiNent of a Nultilingual application for foreign 
patients  
Proceedings of the 5ranscultural /ursing Society Conference in +apan 2020 
দ本݉Ұ、高岡ӵ子、ଟޠݴ対応院内༠ಋアプリέーションの開発 ୈ23回 日本ߤҩ学会学術集会 2019

シーズ関連UR-: https://XXX.Nedical-inclusion.acadeNy/hoNe-jp

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/597/
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ඪ��� ॅΈଓ͚ΒΕΔ·ͪͮ͘ΓΛ
ࢢͱਓؒͷॅډΛแઁతɺ̓ શɺڧਟ͔ͭ࣋ଓՄʹ͢Δ

学生ஂମ　ಈѪޢサーΫϧにΌΜΘΜ

動ѪޢサークルにΌんわんは2023年に設ཱされてから現ࡏま
で、ϖット産業の現状について広める׆動をओにしてきました。ϖッ
トとしてよくࣂわれる動は、༷ 々な理由からࣺてられてしまうこと
があります。ࣺ てられた動はอ健ॴに連れて行かれてࡴॲされ
てしまうこともଟいです。ߋに、ϖットショップなどではརӹのために
໋をૈにしているのもࣄ実です。このような現状を知らない人が
ଟいため、この現状は長い間そのままにされてきました。

この現状を変え、໋ を守り、大にできる世の中にするために私た
ちはプレゼンテーションなどを通して現状を知ってもらい、動はอ
׆うことができるということを広めるࣂ体やอ健ॴ等からでもஂޢ
動をしています。まずはۙなϖットというଘࡏから始め、将来的に
は全ての動がշదに、ૈ にされることのない世界になるために
。動しています׆

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/nyan@Xan@sophia/

άリーンインϑϥとしてのՃໜބの͞Βͳるར׆༻のためのҙࣝௐࠪ
地球環境学研究科…教त…௯২…ོ

新ׁࠤݝࢢ（ࠤౡ）の加ໜބは、पғ17Ωロϝートルのݝ内
最大のބである。୶水と海水がࠞじるؿ水ބであり、カΩのཆ৩が
んである。また、カϠックやSUPがָしめるほか、؛ބには༡าಓ
やサイクリングロードが整උされており、レクリエーションにも׆༻
されている。しかし、加ໜބをར༻する住ຽはҰ෦にとどまっている
のが現状である。また、「ࠤౡの金ࢁ」の世界จ化Ҩ産のొが
ܾఆし、さらなる観ޫৼ興を目ࢦす中、加ໜބの観ޫݯࢿとしての
ັ力向上は重要な՝題である。༷ 々な生ଶܥサービスをఏڙする
加ໜބをグリーンインフラととらえ、加ໜބが༗するଟ໘的な機能
を׆༻したさらなるར༻（ ：ྫよりັ力的な観 ・ޫレクリエーションར
༻、高ྸ者等の健康૿進の׆༻、環境教育の׆༻など）をਤる
ことがظされている。

Ҏ上の状況をഎܠとして、本ڀݚでは、住ຽと観ޫ٬の加ໜބの現
状に対するೝ識やར༻実ଶ、および加ໜބのさらなるར׆༻に関す
るજࡏ的なχーズ（どのような整උやイベントが行われれར༻し
たいか等）をアンέートௐ査によりѲする。そして、そこで໌らか
になった現状の問題点やར༻者の要を踏まえて、住ຽと観ޫ٬の
それͧれを対とした新たなར׆༻方法（ ：ྫイベントのఏҊや新し
い観ޫݯࢿの創ग़）を、住ຽ、Ҭおこしڠ力ୂ、行等とڠ力して
。する౼ݕ

ˎຊڀݚʢެࡒʣຊౡηϯλʔͷౡਓࡐҭۚجॿۀࣄʹΑΔॿΛड͚͍ͯ·͢
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Խ学の研究ؾऩスϖΫτϧ、ಉҐମޮՌをಋೖしたཧϞσϧを༻い大ٵઢ֎ࢵ
ཧ学部࣭生໋ཧ学科…।教त…ౙ݄…ੈഅ

ʲڀݚの֓要ʳ
私の長ܭظըのڀݚテーマは、安ఆಉҐ体および大気化学
モデルを༻いて大気の変動と進化をௐべることです。
その中、中ܭظըと大学院ڀݚテーマとしては、理と化
学աఔを༻いたୈҰݪ理ࢉܭから1ݩ࣍大気ޫ化学モデ
ルの開発とνϡーχングを行い、ྔ 子化学ࢉܭによるԹ-
ѹ力の寄与を考慮したࢵ֎ઢٵऩスϖクトルをٻめること
です。ଔ業ڀݚとしては、長中ܭڀݚظըとの連携ੑを持
ちながら、୯ಠੑ-ಠཱੑを༻いたڀݚテーマに取り組んで
います。
1991年、フィリϐンのϐナツϘՐࢁՐによって์ग़さ
れたེԫ化߹105gSが成ݍに౸達しました。これらの
ེԫ化߹は༷々なࢎ化応をडけ、最終的にེࢎアンモχウムそしてེࢎアエロκルを生成しました（Sulfur 
Stratospheric Aerosols、ҎԼSSA）。Րから半年が経աした後も、65gSのアエロκルがଘしたため、
4.5W/N2のෛの์੍ࣹڧ力があったとݴわれています。正の์੍ࣹڧ力はԹஆ化、ෛの์੍ࣹڧ力はྫྷפ化
を引きىこします。ՐࢁՐによって成ݍེԫ化߹が౸達しアエロκルが生成されたことにより、ද໘
平ۉԹが0.5ˆݮগしたことが知られています。成ݍアエロκルのཹ時間は̍ɻ ２年であり、ϐナツϘのྫྷ
٫ޮՌはやかにബれていきました。このことから、ེ 力を持って੍ڧアエロκルは0.75W/N2/5gSの์ࣹࢎ
いたと考えられています。์ のݍアエロκルの૿加が成ࢎՐによって生成したེࢁ力だけでなく、Ր੍ڧࣹ
/OYのޫ化学を変化させることにより、オκンഁյの寄与がࢦఠされています。成ࢎེݍアエロκルは、
ࣹ์ٿऩࢧにෛの影響を与えるためྫྷפ化要ҼのҰつとして重要です。
ٿԹஆ化対策として成ݍ人ҝ的ེԫ化߹を入する「ジオエンジχアリング（気候学）ܭը」が、ϊー
ベル化学ड者であるP. Crut[enത࢜らによりఏҊされています。これは、OCS、SO2、ེ ԫݩૉの人ҝ的
投入により、ٿ全体的にྫྷ٫ޮՌを持たせます。しかし、気候学はޮՌと෭作༻で大きな不֬実ੑがあるた
め、༷ 々なҼ子を正֬に考慮したシナリオを༻いた大نモデル相ޓൺֱのඞ要があります。このようなڀݚが
2017年の׆動では可能になり、2022年まで続けてきました。

私は、現ࡏのٿにݶらず、初ظٿ大気やܥ֎大気のڀݚも行っています。
ଠཅܥ֎の発見や、Ր等のଠཅܥ୳査の進లにい、生໋を॓すの୳ࡧが始まっています。生໋を生
みग़す環境とはԿかを୳ٻする「生໋化学」の創成を目ࢦし、ࢎ化ؐݩ状ଶによる環境のૉछଟ
༷ੑ	CO2/CO/C)4
を୳ࡧしています。中でもCOにΉ環境	CO Xorld
において、いかなる生໋ա
ఔ・化学աఔがىこりうるのかを໌らかにするڀݚを行っています。

ʲ応༻ྫʳ
ٿ学における෭作༻の༧ଌ、大نՐࢁՐにおける大気ྫྷ٫ޮՌやオκンഁյ

ʲ今後の発లੑʳ
ࣗ作大気モデルと応ࢉܭの߹流

ʲڀݚ設උʳ
大ࢉܭܕ機

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携のظʳ
ٿԹஆ化対策を今後のビジネスとして考えている企業

ʲ関連特ڐ・จ等ʳ
SO2 photoeYcitation NechanisN unlocLs historical record of cliNate-iNpacting volcanisN. S. )attori 
+. A. SchNidt .. S. +ohnson S. O. Danielache et al. PROCEEDI/GS O' 5)E /A5IO/A- ACADE.: O' 
SCIE/CES O' 5)E U/I5ED S5A5ES O' A.ERICA Under Revision 2012.

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/343/
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ײ٬のސ にணしたϚーέティンά（ײޒ֮）
経ࡁ学部経営学科…।教त…֎…

ʲڀݚの֓要ʳ
ফඅ者のߪങ行動は、視֮、ௌ֮、ᄿ֮などの感֮的経ݧによる影響を
डけているとݴわれています。ྫ え、広告から視֮的にわるԹかさ

（あるいは、ྫྷ たさ）などは、広告のධ価に影響を与えます。ಉ༷
に、小ചళ಄で߳りを感じたফඅ者は、その߳りと関連するをߪങ
する向があるともݴわれています。こうした、ޒ感にૌえかけるマー
έティング（すなわち、感֮マーέティング）のޮՌについて、༷ 々なݚ
。に取り組んだり、その成Ռを学会、産業界に発৴していますڀ

ʲ関連特ڐ・จ等ʳ
ʪҰൠ向けॻ੶ʫ
A.クリシϡナ（2016）h感֮マーέティング � ٬ސのޒ感がങいにどのような影響を与えるのか（ɦ平いくみ・ੴҪ༟ ・໌֎
ɹ༁）、༗൹ֳ

ʪ業界ࣄهࢽࡶʫ
֎（2019）「٬ސの高༲感をৢ成するʂࡾӽҏ୮のʠ感֮マーέティングʡ」 DIA.O/D Chain Store 50	2
 42 2019年

֎（2016）「味֮ʕओ役はઉだけにあらずʂ味֮マーέティングのԞ深さʕ」DIA.O/D Chain Store Age 47	15
 
102-103 2016年9月

ʪ学術จʫ
5ogaXa 5. Ishii ). ParL +. & Roy R. 	2023
. 5he teNperature of neXness: )oX visionrteNperature 
correspondence in advertising influences neXness perception and product evaluation. +ournal of 
#usiness Research 160 113801.

5ogaXa 5. & Sugitani :. 	2022
. -ooLs 'ar #eyond .y Reach: 5he ;ooN Effect in Product 7ideos 
Influences -uYury Perception and Purchase Intention. +ournal of ConsuNer Psychology 32	4
 687-698.

5ogaXa 5. ParL +. Ishii ). & Deng 9. 	2019
. A pacLaging visual-gustatory correspondence effect: 
using visual pacLaging design to influence flavor perception and healthy eating decisions. +ournal of 
Retailing 95	4
 204-218

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/212/

学生ஂମ　上智大学環境อޢサーΫϧ…Green…Sophia

「エシカルエΩスポ」というイベントでGU/;Eࣜג会社	ҎԼ、GU/;E社
とڞ
ಉでブースをग़లしました。GU/;E社はϖットϘトルのラベルを水平リサイク
ルすることの実現に向けて取り組んでいます。私たちGreen Sophiaは、「1人の
100าより100人の1า」というモットーにԊい、ラベルをリサイクルするという
1人の小さなアクションの可能ੑをえたいと考え、今回の企ըにࢸりました。
この取り組みはSDGs目標12「つくる責任つかう責任」とܨがっています。プ
ラスνックが問われている現社会において、プラスνックに対する൱ఆ的な考えがࠜڧくあります。
しかし、プラスνックは私たちの生׆のあらΏるものに含まれ、ඞ要不可ܽなଘࡏです。

そこで、プラスνックとڞଘしていくことをલ向きに考えてもらうඞ要があると考えました。プラスνックがない
ことで気付くその価値を理解してもらうため、プラスνックがなかったੲを࠶現したブースも੍作しました。
最後のアンέートでは来者500人の8割Ҏ上がプラスνックとڞଘしていけると回答しました。この企ըを
通じて、దな༻によるプラスνックの༗༻ੑをえることができました。

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/greensophia@insta/
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学生ஂମ　Darutena

carutena	カルテナ
は、ҥの大ྔഇغという社会問題の解ܾを
目ࢦして、大学生、ඃ学生がӡ営しているஂ体です。
アップサイクルのൢചと、ҥの大ྔഇغに対する問題意識の
、ணを回ऩしݹ、動しています。具体的には׆というೋつを࣠にىש
そこから新たに小の作成、ൢ ചまでを行っています。
また、よりଟくの人にҥྨの大ྔഇغ問題について知ってもらうた
め、S/Sでの情報発৴やग़ு授業を通したܒ׆動も行っていま
す。

2023年2月には「deniN collection」、2024年8月には「Nono 
collection」をテーマに、carutena୯ಠのPOPUPを開催しました。
また、2024年4月にはࣜג会社A7EDAओ催のEAR5) DA:イベ
ントにて、ඒ༰ࢣを対に、ファッション産業における水ݯࢿやアッ
プサイクルについての講義とワークショップを実ࢪしました。

関連Webサイト: https://carutena.coN/

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/carutena/

9: https://Y.coN/carutena

学ݟのࢢ৯ࢢதԝԷചࢢౡ
ߍ高等学•ߍౡ学院த学

大ܕ業ࢪ設のす͙ۙくに、広ౡࢢ中ԝԷചࢢ৯ࢢがありま
す。広ౡ学院では、実際のセリを見学し、ࢢの役割やどのように
。やಲなどがおになるのか説໌をडけましたڇ
ओにڇが1日におよそ30ʙ70಄、ಲが250ʙ350಄ӡれてくる
そうです。ӡびࠐまれたڇやಲはまず生体ݕ査を行い、ここでҟৗ
があった時は݂ӷݕ査などのਫ਼ີݕ査を行います。ࢬの加が
なされますが、この֤ஈ֊においても्ҩࢣによるݕ査が行われま
す。加が終わると格付けをし、その後せりにかけられます。また、
格付けの際にᘥᙪが見つかるとҰ಄につきສԁ価格がԼがるそ
うです。৯だけでなく、ൽは革にするなど、ڇやಲなどからड
け取ったものを極力ແବにすることないようにしていることがわか
りました。

最後に৯加ࢢで最ظを迎えた動たちに対するҚྶൾにख
を߹わせてؼりました。

今回の見学で、がࢢにग़るまでに༷々な人が関わっていたり、
加内で༷々なࡉかいࣄฑに気をつかっていたりするのを見て、
ීஈԿ気なくを৯べられていることが、とてもありがたいことだとわかりました。
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可઼性のݻମిղ࣭を༻いたશݻମܕిの開ൃ
ཧ学部࣭生໋ཧ学科…教त…౻ా…ਖ਼ത

ʲڀݚの֓要ʳ
զ々は新ݻح体ి解質としてॊ೪ੑ݁থ（プラスνッククリスタル）にண目しています。ॊ೪ੑ݁থはنଇ的に整
ྻした݁থ格子から構成されつつ、子レベルでは向的、回స的なແடংさがଘࡏする質としてఆ義されま
す。そのແடংさの݁Ռとして༗意なӡ動が可能となり、高い可઼ੑと構成成の高い֦ੑࢄを示すことが特
です。զ々が開発したॊ೪ੑ݁থはཱࣗੑを༗しながらࣨԹでࣗ由にܗ状を変えられるॊೈੑをもち（ࣸਅ）、そ
のイオンಋの値はࣨԹにおいて10-4 S cN-1をえます。༗機ి解ӷ（10-2 S cN-1）にはྼりますが、これま
でに報告されているॊ೪ੑ݁থࡐྉの中では極めて高い値であり、ి のॆ์ిධ価を行うことが可能となって
きました。このࡐྉのポテンシャルは高く、さらにリνウムイオンಋੑを高めることで全ݻ体ܕリνウムイオン
ిの開発を促進できるとظしています。

ʲ応༻ྫʳ
リνウムイオンೋి࣍

ʲ今後の発లੑʳ
リνウムイオンೋి࣍にݶらず、ి 気ೋ重Ωャパシタや֤छి༻ݻ体ి解質として応༻がظできま
す。

ʲڀݚ設උʳ
 可視ޫஔ、GPC：Gel PerNeation ChroNatography、ラマンޫஔ、DSC：Differential・֎ࢵ
Scanning CaloriNetry、5G-D5A：5herNograviNetry-Differential 5herNal Analysis、インϐーダン
スアナライβー、ポテンショ・ガルバϊスタット、A'.：AtoNic 'orce .icroscope、ి ॆ์ిஔ

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携のظʳ
高イオンಋੑプラスνッククリスタルの開発
高ੑ能リνウムイオンిの開発
高ੑ能Ωャパシタの開発
֤छిの開発

ʲ関連特ڐ・จ等ʳ
5. Ootahara ,. )ataLeyaNa-Sato .. -. 5hoNas :. 5aLeoLa .. RiLuLaXa .. :oshi[aXa-'ujita

ʠEfficient EYploration of )ighly Conductive PyrrolidiniuN-#ased Ionic Plastic Crystals Using .aterials 
InforNaticsʡ
ACS Appl. Electron. .ater. 6 5866r5878 	2024
. 	Selected as Cover Picture


上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/335/

��Sophia University SDGs & Sustainability Report 2023-2024



環境ௐ和ػܕ能性高ࢠ
ཧ学部࣭生໋ཧ学科…教त……߂

ʲڀݚの֓要ʳ
最ઌの༗機߹成、高子߹成をۦして組৫体を創成
し、そこからಘられる機能（ిಋੑ、イオンੑ、生解ੑ）を３
つの応༻（環境エネルギー、生体・ҩ༻、ナϊి
子ޫ）につなげています。
・Кڞ役ܥ高子にཱ体نଇੑ、ブロック構造化、シーέン

ス੍ޚをࢪすことで、高࣍構造とి気・ޫ 特ੑの関を໌
らかにしています。また、機能ஂとしてޫ学ੑ׆基やイオン
ੑ基をಋ入することで子ೝ識能を付与するݕ౼を行って
います。

・開発が困であった༗機-ແ機ෳ߹体を実現するために、
ಠࣗにIn-situ重߹法や߬ૉ重߹法をཱ֬しました。これを
ར༻してϋイドΩシアパタイトଟ体中における生解ੑ
高子の߹成に成ޭ、両ࡐྉの༏れた特ੑをซせ持つ新ن生体ࡐྉの開発を目ࢦしています。

・ਫ਼ີ重߹法によりナϊからマイクロレベルに高࣍構造੍ޚした化水ૉిܥ解質ࡐྉの開発に成ޭ、高࣍構
造と質༌ૹの関を໌らかにしています。特घなナϊ構造体が、解ܾできなかったイオン高༌ૹとڧに
おけるトレードオフの関を解ܾします。

ʲ応༻ྫʳ
プロトンಋੑを༗する高子ి解質ບは、೩ྉి༻ి解質ບまたはアクνϡエーターࡐྉとして応༻ݕ౼さ
れています。
生解ੑ高子とアパタイトによるϋイブリッドࡐྉは、ߗ組৫体の応༻がݕ౼されています。
ポリνオフェンをベースとしたಋిੑ高子ࡐྉは、E-やଠཅిの応༻がݕ౼されています。

ʲ今後の発లੑʳ
し、最新の߹成技術のཱ֬と高機能デバイスを可能にする組৫化に関するࢦྉのさらなる高機能化を目ࡐ֤
。を推進していますڀݚ

ʲڀݚ設උʳ
高子߹成関連ஔ、高子ࡐྉੳ関連ஔ、೩ྉిධ価ஔ、ଠཅిධ価ஔ、ݪ子力間ݦඍڸ、レー
βーݦඍڸ、広֯9ઢ回ંஔ、クリーンブース、ਅۭৠணஔ、エレクトロスϐナー、ラマンޫなど

ʲڞಉڀݚ・֎෦機関との連携のظʳ
新ࡐنྉの応༻ݕ౼とධ価技術の開発
産学によるҟの発లڀݚ
中小企業や産業のڀݚ・開発ࢧ援

ʲ関連特ڐ・จ等ʳ
Synthesis of )ydrophil ic-)ydrophobic #locL CopolyNer IonoNers #ased on Polyphenylenes ,. 
UNe[aXa 5. OshiNa .. 'ujita :. 5aLeoLa .. RiLuLaXa ACS .acro -etters 1 969-972 	2012
.

「ޫ学ੑ׆ポリνオフェンのࣗݾ組৫ੑとബບ化」 陸߂、岡༟子h ϔテロݩૉの特ੑを׆かした新機能ࡐྉ  ɦシーエム
シーग़൛ pp207-215 	2010
.
Proton conductive-polyNer electrolyte NeNbrane its Nanufacture and fuel cell and its Nanufacture 
.. ,aXahara .. 5aLaNi .. RiLuLaXa :. 5aLeoLa .. 'ujita +pn. ,oLai 5oLLyo ,oho +P 2008218299 
	2008
.

上智大学ڀݚシーズ集: https://sophia-seeds.jp/seeds/383/
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ඪ�3� ީؾมಈʹ۩ମతͳରࡦΛ
ΛऔΔࡦରٸۓΊɺͨ͏ཱ͔ͪʹڹมಈͱͦͷӨީؾ

Ԅඒ大ౡށொԊ؛のܗによるૉٵऩྔ推ఆ…
地球環境学研究科…ॿ教……ܛඒ

人ݮޱগ、気候変動によるԊ؛環境の変化は日本の༷々な࣏ࣗ体がۙ年๊えている当໘の՝題である。そこで、
上智大学大学院ٿ環境学ڀݚՊはԄඒ大ౡのށ内ொとڞにマングローブྛやのܗ成とૉٵऩྔと
の間の関を໌らかにするためにڀݚを進めている。2022年からށ内ொにてマングローブ২ྛのൣғや
の成長状況などについて現ௐ査を行っている。具体的には࣏ࣗ体からఏڙしていたドローンը૾をੳ
した上で、より広Ҭ的なద༻を実現するためにӴը૾を༻いるख法を開発している。このख法により࣏ࣗ体に
おけるカーϘンχϡートラル目標設ఆに役ཱてることが可能になるとಉ時に将来的には環境改ળ、およびカーϘ
ンクレジットによる経済的なิঈがظできる。

このような取り組みは࣏ࣗ体の持続可能なӡ営とࣗવอ全の改ળおよびదな理法のఏҊを可能にし、人ޱ
がݮগしている中で観ޫ٬はΉしろ૿えていくという環境のෛ୲をܰݮするためにඞ要なઌの技術をఏڙ
するので重要ੑが高い。ࣗ であるため、より実ફ的にSDGs՝題に直ڀݚ力をडけて進めるڠ体からもଟ大な࣏
アプローνできるようなڀݚであるともݴえる。また、学術的には今までに解໌されずയવとしていたઙ海に
おけるૉ॥環を解໌する໘でݙߩすることがظできる。

ਤɽԄඒ大ౡށ内ொのܗ成ॴ（ࠨ）ށ内ொఏڙのドローンը （૾ҹはۭ間情報をಘるために作成）
（ӈ）正֬なൣғを֬ೝするために行った現ௐ査の༷子

地Ҭの౷にͮ͘ج୩ށཧख๏によるཬࢁอશ׆ಈ…
άϩーバϧ教育センλー…教त…ਿӜ…ະࢠر

ଟຎٰྕの谷ాށとそのपลには、౦ژ都内ながら貴重なࣗવ環境がされています。この環境は「ཬࢁ」と呼
れ、営׆動など人間の営みを介したsocioecological systeNとしてその機能や価値にۙ年目が集まっ
ています。

特に、Ҭの౷知に基づく水ా理は、「水」を介してҬの২生を育み、その環境にґڌする貴重な両生 ・ྨ
ࠛྨの生ଶをࢧえています。その機能や価値は、生ଟ༷ੑอ全や気候変動対策にݙߩする/ature-based 
solutions 	/bs
のͻとつとして、世界的なධ価をडけています。いまやʡSatoyaNaʡは、ࣗ વと人間の持続可
 能な関を示す、日本発৴の重要なコンセプトとなっています。

�7Sophia University SDGs & Sustainability Report 2023-2024



この貴重なཬࢁのอ全׆動は、ொాྺ環理組߹、ྺ 環サポーターズ谷ށ守クラブ、౦ژ都、そのଞҬの人々
によって୲われています。その୲いखのͻとりとして、またࢁ・・海のつながりを対とするڀݚ者としてこの
อ全׆動に参加しています。私の授業であるEnvironNental ScienceやConservationをड講する本学学生
も、上هの関機関のご理解とごڠ力をಘてอ全׆動参加し、その豊かなࣗવと人間の営みのあり方につい
て学んでいます。

「人間の҆શอো」࣮ …ܗのڌత研究ࡍに取り組Ή国ݱ
（人間の҆શอো研究ॴʗϒϥンσィンά後ܧ事業）

ॴの֓要ڀݚ.1
人間の安全อোڀݚॴは、2017年࠾私ཱ大学ڀݚブランディン
グࣄ業「h 人間の安全อো 実ɦ現に取り組Ή国際的ڌڀݚ点大学とし
てのブランドܗ成」において、ࣄ業の中֩となるڀݚを୲う目的で設
ཱされました。 
ブランディングࣄ業終ྃ後も、2022年からはORIO/基金をडけ
大学ෟஔڀݚॴとして׆動しています。 貧困、環境、อ健ҩྍ、Ҡຽ
ຽ、平和構築の5つを、国際社会が๊える「人間の安全อো」上の
重要な՝題としてҐஔづけ、これらの՝題解ܾに༗ޮな策・੍ 
の設ܭを社会Պ学のڀݚख法を༻いて行う国際的なڌڀݚ点のܗ
成をਤることで、学術的なڀݚを通した人間の安全อোの実現に取
り組んでいます。

業の֓要ࣄ.2
「人間の安全อো」とは、それまで国家が対であった安全อোを、Ұ人ͻとりの人間の安全֦大しようという
考え方です。グローバル化が進み、༷ 々な問題が国境をӽえてޓいに影響し߹う現において、国際社会がอ持
しなけれならない理೦とݴえます。 
本ࣄ業では、現的な՝題の解ܾに向けて上智大学で行われている༷々なڀݚを「人間の安全อো」というڞ通
の視点からଊえ直し、成Ռ発৴の柱とすることによってブランディングを行っています。また、本ࣄ業の特は、

「人間の安全อো」を実現するためのڀݚ推進をࣄ業の֩にਾえつつ、そのڀݚや取り組みを教育やΩャリアܗ成
を推進するに学生や人々が集まり、さらに将来のΩャリアڀݚ援とも連携させていく点にあります。積極的にࢧ
。成していきますܗな上智大学ブランドをݻڧ໘だけではない、より広ൣでڀݚ、成にもつなげていくことでܗ

3.ओな׆動
ॴは̡ڀݚ：の推進ڀݚ 貧困ʳ̡環境ʳ̡อ健ҩྍʳ̡Ҡຽຽʳ̡平和構築 のr5つのڀݚϢχットで構成されていま
す。それͧれのڀݚϢχットは、アフリカ、౦ೆアジア、ೆ アジアをフィールドにڀݚを進め、国際学術ࢽなどで成
Ռを発දしています。 
ݚセミナー、ワークショップ、ディスカッションϖーパーを通してڀݚ、だけでなくࢽ成Ռの発৴：学会や学術ڀݚ
 。成Ռを発৴していますڀ
イベント開催：連続セミナー、シンポジウム、講演会などを開催し、人間の安全อো上の՝題や՝題解ܾの取り組
みについて広く発৴しています。2023年は、シンポジウム「社会Պ学・ࣗ વՊ学の両໘から取り組Ήh 人間の安
全อো 」ɦ（理学෦ڌڀݚ点とڞ催）ଞを開催しました。

関連Webサイト: 人間の安全อোڀݚॴ
https://dept.sophia.ac.jp/is/sihs/ 

	6/�1IPUP���+$�.DMMXBJOF
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ඪ�4� ւͷ๛͔͞ΛकΖ͏
ւ༸ͱւ༸ݯࢿΛ࣋ଓՄͳ։ൃʹ͚ͯอશ͠ɺ࣋ଓՄͳܗͰར༻͢Δ

業ϫーΫシϣッϓܕݧのརࠜྲྀҬとԭೄのւをつͳ͙ମۄ࡛
άϩーバϧ教育センλー…教त…ਫ୩…༟Ղ

ʲڀݚの֓要ʳ
2024年4月に、࡛ ࣗ。しましたࢪ業ワークショップを実ܕݧのརࠜ流Ҭの水ాで、体ݝۄ વ環境とจ化を
߹わせて紹介することをࢼみるアウトリーν׆動のҰ環です。

ワークショップにはཹ学生を含Ή20໊Ҏ上の上智大学生が参加しました。学生はా২えを行ったり、බを২えた
水ాでऩ֭されたおถをࢼ৯したり、एख家とަ流したりすることを通じて、ָ しくॆ実した時間をաごせたよ
うです。また、׆動を通じて連携するࣗવ教ࣨ;͊みーΏ（ԭೄݝಹࢢ）のڌ点となっているԭೄの৯べのࢼ
৯や、੩岡の日本のࢼҿ、日本ݹ来の方法を࠶現したサウナを体ݧする機会もఏڙしました。

ʲڀݚの発లੑʳ
今後もҬの環境とจ化をอܧ、ޢঝする方法について、ԭೄや࡛ۄのアウトリーν׆動を通じてࡧしていき
たいとࢥいます。また、今回は実現できませんでしたが、このような׆動のでҠ動ల示を実ફする方法につい
ても考えていきたいとࢥいます。

関連Webサイト: 
https://researchNap.jp/blogs/blog@entries/vieX/943932/665b5c2ba1332f557fb0c1ea07257e1b fraNe@id�399665

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/faNille@for@natureconservation/
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アイϥンυ・サステナビリティ研究ॴ（ISI)

上智大学アイランド・サステナビリティڀݚॴ（ISI）は、アジア
ଠ平༸Ҭを中৺に、レジリエンス、੬ऑੑ、ద応能力に関す
るデータऩ集をओとするフィールドベースの社会生ଶ学的プ
ロダクションシステムや策ཱҊ、プロジェクトӡ営の経ݧや
専門知識を持っています。また、小نړ業や業コミϡχ
ティの状況、現特༗の生ଟ༷ （ੑอ۠ޢ、ࣗ વを׆༻した
解ܾ策など）、気候変動のద応策のੳにもैࣄしてきま
した。コミϡχティのエンパワϝントを׆動の࣠にਾえ、特に
ౡቦҬの小ن業、アグロフΥレストリー、ړ業における
ঁੑの役割等を含Ήジェンダー関連のプロジェクトやڀݚに
積極的に関与しています。

SDGsの目標2、3、5、6、13、14、15、17と関わりのある具体的な׆動ྫとして、ҎԼがڍげられます。

ɾͷجީؾ ʢۚG$'ʣʹ ΑΔϛΫϩωγΞ࿈ʢ'S.ʣશҬͷՈੈଳͷͨΊͷީؾదԠܕ৯ྉ҆શอোϓϩ
δΣΫτ 

ミクロネシア連全Ҭで৯ྉ安全อোに向けて行われるすべての׆動を、ܧ続的に監ಜ・モχタリングするため
の「'.S৯ྐ安全อো国家ௐ整ϝカχズム」構築にあたり、・非のෳのステークϗルダーとڠ力しまし
た。またISIは本プロジェクトのԼ、策プロトコルとガイドライン、ܭڀݚը、作業ܭըの策ఆも進めており、気候
変動にڧい৯ྐ生産を関連策・ઓུに組み入れることで、ミクロネシア連において৯ྐ安全อোが長ظ的に
実現することを目ࢦしています。この׆動はओにSDGsの目標 2と13に関連しています。

ɾͷجީؾ ʢۚG$'ʣͷۚࢿఏڙͱଠฏ༸ڞಉମʢS1$ʣͷ׆ಈʹΑΔɺҬࣾձΛج൫ͱͨ͠શީؾࠃมಈ
దԠϓϩδΣΫτ 

ミクロネシアにおける本プロジェクトの設ཱに関与することで、SDGsの目標13のほか2、6、14、15にもݙߩし
ています。この׆動では、コミϡχέーションܭը、ॿ成金֫ಘのための࣏ࣗ体向けݚम教ࡐ、環境・社会的อޢ
に関するࢿྉの作成、ݚमなどに携わってきました。

ɾࠃ࿈ࡍࠃۀ։ൃج ʢۚ*'"Dʣɹখౡቦ৯ྐͱਫϓϩδΣΫτʢS*'8a1ʣ 
国際業開発基金のଠ平༸Ҭࣄ務ॴと進めているプロジェクトです。ISIは2022年よりཱち上げલの׆動に
携わってきました。SI'WaPが対としているのは、世界ۜ行が特に環境໘で੬ऑな国とする̐ つの小ౡቦ開発
్上国（マーシャルॾౡڞ和国、ミクロネシア連、Ωリバスڞ和国、バψアツڞ和国）における業および水プロ
ジェクトです。ISIは、̐ つの国々すべてにおいてࣄલの全国ワークショップをڞಉ開催、ௐ整、進行しました。また、
モχタリングධ価ガイドラインと影響ධ価コンセプトϊートも作成しています。ISIは̐か国いずれにおいてもࣄ
લワークショップで積極的な役割をՌたし、2024年य़からՆにかけてはプロジェクトのಋ入にैࣄしています。 

ɾԼాࢢɹΤίπʔϦζϜ͓Αͼւ࠶؛ੜϓϩδΣΫτ
2022年に੩岡ݝԼాࢢ役ॴより、2022年7月から現ࡏまで開催されている月ྫ会ٞの࢘会進行、取りまとめ、
をఏग़。2023年7月ݴ役ॴにॴ見と策ఏࢢಉओ催をґཔいただきました。2023年6月には、ISIからԼాڞ
Ҏ߱、ISIはプロジェクトνームをいて、エコツーリズム、海༸社会生ଶ学的生産システムと海のอޢや持続可
能なར༻に関する「生ଶܥサービスのࢧい」スΩーム、ཬࢁ・ཬ海౷߹策設ܭおよび環境教育׆動のల開
に取り組んでいます。2024年1月からは、コロンビアのϋベリアナ大学、ஜ大学Լాྟ海実ݧセンターとڞಉ
で、海࠶؛生プロジェクトに取り組んでいます。これは学生と教員、そしてԼాࢢ役ॴとサーフィンコミϡχティ
のදがڠ力して、海؛の生ଶܥをっ取ってしまった֎来২をۦআし、ইついた生ଶܥをঃ々に࠶生するも
のです。׆動はִ月で行われ、2024年6月にはԼాࢢで、ϋベリアナ大学・ஜ大学・ISIの教授ਞ、Լాࢢ役ॴ、
サーフィンコミϡχティによってシンポジウムが開かれました。関৺のあるࢢຽを対に、ইついた海؛生ଶܥに
ついて、そして生ଶ࠶ܥ生とࣗવอޢにおけるエコツーリズムの役割について知ってもらう機会となりました。上
智大学とஜ大学の学生も参加しました。
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ϓϩδΣΫτڀݚ
ɾখౡቦ։ൃ్্ࠃʢS*DSʣʹ ͓͚ΔࣗવΛ׆༻ͨ͠ղܾࡦʹର͢ΔީؾࡦίϛοτϝϯτͷධՁ
2023年、ISIはϋベリアナ大学、アルバ大学、インドॾౡ大学、マーシャルॾౡڞ和国、ミクロネシアࣗવ
อޢ基金、β・ネイνャー・コンサーバンシー、ଠ平༸ڞಉ体（ଠ平༸の15Ҏ上のSIDSを含Ή）と連携し、ౡቦ国
およびౡቦҬでのࣗવを׆༻した解ܾ策（/bS）に関する学際的ڀݚプロジェクトをཱち上げました。現ࡏ、上
智大学大学院ٿ環境学ڀݚՊの大学院生໊̐を含Ή、23໊のڀݚ者がڞಉで取り組んでいます。 

ISIがओಋする本ڀݚのओな目的は、SIDSॾ国が、気候変動のద応、気候変動の؇和、そしてࡂ対策のため
の意義あるアプローνとして、国の気候策に/bSを組み入れるܗでコミットしているかどうか、その߹いを
理解することです。 

この目的を達成するため、ҎԼの方を設けています。
1.  57のSIDSおよび/またはౡቦҬ（アルバなど）が気候変動関連の策・法律でنఆする内༰について、気候

変動対策としての/bSの組み入れ、/bSのコミットϝントがධ価できる/bS策スコアカードを作成
する。

2.  このスコアカードを全SIDSの気候変動関連策・法律にద༻し、ҎԼを໌らかにする。
ɹ a.気候変動対策としての/bSに最も大きくコミットしているのはどの国か
ɹ b.より大きくコミットすることでརӹをಘる可能ੑがあるのはどの国か
ɹ c.気候変動対策としての/bSの、どのଆ໘が最高スコア・最スコアとなるのか
3.  全SIDS（57のSIDSおよびౡቦҬが対）のデータのベースラインを設ఆし、/bSのさらなるコミットϝ

ントや、/bSのさらなる組み入れがٻめられるを特ఆする。

2024年8月、ISIは上智大学学術ڀݚ特ผ推進අより、重点ྖҬڀݚとして3年間のڀݚॿ成をडけることが
ܾまりました。ڀݚプロジェクトのタイトルは「.easuring the cliNate policy coNNitNents of sNall 
island developing states and territories to nature-based solutions」です。

サέをғ ɿ͏ຊに͓͚るࣾձ生ଶ学తϨジリΤンスとサέཆ৩…
国ࡍ教ཆ学部国ࡍ教ཆ学科…教त…ҏ౻…ؽ

本ڀݚは、ٸに発లしているサέのཆ৩とその日本の社会
および生ଶܥの影響について考します。これまでのڀݚ
では、コストݮやཆ৩技術のޮ向上に焦点がஔかれてき
ましたが、サέཆ৩の社会-生ଶ学的な影響についてはほと
んどڀݚされていません。サέをғうということは、ཆ৩の技
術的および生学的な革新だけでなく、サέをີۓかつෳࡶ
にབྷみ߹った社会生ଶ学的システム（SES）からりすこと
でもあります。 
さらに、サέは、世界の৯ྉ経済における৯ྉであると
ಉ時に、ࣗ વの৯連におけるΩーストーンछでもありま
す。SESੳを༻いて、特ఆのछのғいࠐみがطଘの生ଶܥの持続可能ੑおよびその生産、流通、ফඅに対する
ガバナンスにどのように影響するかをௐ査します。本ڀݚは、人間と非人間の両方の持続可能ੑを考慮した環境
策ཱҊに、社会生ଶ学的相ޓ作༻のෳੑࡶを౷߹することを目ࢦしています。

サέཆ৩： ιウルオブジャパンࣜג会社のインタビϡー
https://XXX.Lasasustainability.org/post/salNon-aRuaculture-an-intervieX-Xith-soul-of-japan

サέཆ৩： 'RD +apanのインタビϡー
https://XXX.Lasasustainability.org/post/salNon-aRuaculture-an-intervieX-Xith-frd-japan

サέとઌ住ຽ： ࠩ間正थ氏とࢢ守߂氏のインタビϡー
https://XXX.Lasasustainabil ity.org/post/salNon-and-indigenous-people-an-intervieX-Xith-
NasaLi-sashiNa-and-Norihiro-ichiLaXa
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ඪ��� ͷ๛͔͞ΛकΖ͏
্ੜଶܥͷอޢɺճ෮͓Αͼ࣋ଓՄͳར༻ͷਪਐɺྛͷ࣋ଓՄͳཧɺ࠭
യԽͷରॲɺྼԽͷ્͓ࢭΑͼٯసɺͳΒͼʹੜଟ༷ੑଛࣦͷ્ࢭΛਤΔ

҆ܳ高ాࢢのङྌମݧ߹॓
ߍ高等学•ߍౡ学院த学

「安ܳ高ాࢢ生ௗ्৯ॲ理加ࢪ設」で৯ॲ理の༷子と実際の᠘ྌの
現を見学しました。

広 ౡ ݝ の ほ΅ 中 ԝにҐ ஔ する人 ޱ  2 7  0 0 0 人 の 安 ܳ 高 ా には、ࢢ
12000಄のシカがいるのではないかと推ఆされています。作ඃが深
আするだけでなく、ඒ味しく৯べることができۦ化しているのですが、ただࠁ
ないかということをࢪ設の人は考え、シカの解体をしていました。とてもӴ生
的かつஸೡにૉ早くॲ理がされていました。

めさしࢭの日の早ே、シカが᠘にかかったということで、現に行き、実際に࣍
する໘を見学しました。シカの಄をでたたき、気ઈさせたのち、ᰍ動຺を
り、݂ をൈきます。そして、す͙にॲ理加ࢪ設に持っていくという流れでし
た。ストレスなくଈࢮさせるため本来はྌॐでやるらしいのですがその日はた
またまނোしていてのでटをԥりとどめをさしていました。3回くらいԥるのですがԥるたびにすごくをあ
げてれ回るのでかなりショッΩングなޫܠでした。

今回のݚमで्問題や、どのように生きが৯になっていくのかを知ることができ、໋ をいただくこと、そし
てແବにしないということがにᔍみました。

ϑϥϫーアϨンジメンτとՖஃͮ͘り
上智Ԭத学高等学ߍ

いの中で、企業や行とタイアップしࢥ年から本校では「Ֆ」に目して、ՖやでҬを໌るくしたいというࡢ
て׆動を行っています。

1つ目の׆動は、̟̖ീঁからՖをৡりडけ、それをจ化ࡇや福岡ࢢ動২Ԃでのイベントでお٬༷にフラワーア
レンジϝントをָしみお持ちؼりいただくという企ըです。このようにしてՖやを生׆のҰ෦にしていただいて
おります。

2つ目の׆動は、Ֆஃ作りです。学校にྡする福岡ࢢ動২Ԃとし߹い、২Ԃෑ内の新しいՖஃ作りに
成までՖஃの設ஔに携わりました。このՖஃの力しました。Ֆஃは生ెがデβインし、බを২えるところからڠ
水やりやՖఠみ等の理も生ెが行っています。このԑで福岡ࢢのフラワーフェスティバルにもՖஃを作って参
加させていただくことができ、ࢢ長からදজをडけました。さらにҰ人ҰՖサミット2024の中で、福岡ࢢが推進
するҰ人ҰՖӡ動にݙߩした企業、ஂ 体、個人がදজされる「Ұ人ҰՖӡ動ࣄ業ޭ࿑者」෦門にબれ、特にݙߩ
したஂ体としてこのたびもࢢ長から直දজをडけました。

なお、これら２つの׆動は現ࡏも本校生ెを中৺にܧ続して行われています。

7�



アンコーϧ地Ҭに͓͚るจԽҨ࢈教育ʵ学ज़͔Β地Ҭࣾձʵ
上智大学アジア人ࡐཆ研究センλー…研究員…/)IM…Sotheavin

��จԽҨڭ࢈ҭϓϩάϥϜͷඞཁੑ

現ࡏ、カンϘジアの学校教育において、アンコールのྺ史やจ化Ҩ産に対する知識や情報、特に学校のカリΩϡ
ラムにおける教ࡐ等が不している。中学校から高校までの教Պॻを見るとカンϘジアのྺ史やアンコールҨ
のྺ史、そしてจ化Ҩ産についてのはとてもগない。さらに、ྺ 史とจ化についてカンϘジアޠの本がগない
ため、Ұൠの人々はࣗの国のྺ史やจ化を知らない。
内ઓ中、特に1980年から1990年初಄にかけて、ྺ 史的ݐ造のあるҬはݥةだった。あるカンϘジア人
Ҩอଘは、1070のࣉ院Ҩのほ΅80ˋがඃをडけたと推ఆしている。ଟくのඒ術がུୣされ、国際
に応え、本来は値ஈをつけられないようなจ化Ҩ産の価値について考慮しないҰ෦のコٻでのඒ術の要ࢢ
レクターのखにったのである。長い間ฆ૪に直໘していたカンϘジアのような小国では、こうしたඒ術の不
法なີ༌が広ൣғで行なわれていた。1つだけྫをڍげるなら、1988年Ҏ来、サβビーは377個のクϝール
ඒ術をऩ集したという。
これはུୣとऩ集のີな関を示している。現ࡏもඒ術のུୣやഁյの報告がある。それは人々がそれら
のඒ術のਅの価値を理解していないからである。ඒ術のҧ法なུୣを͗、อޢしていくために、จ化Ҩ産
の価値やそれらが示すྺ史を学Ϳための機会をఏڙするจ化Ҩ産教育を実ࢪしていくことがٻめられている。

2�จԽҨڭ࢈ҭϓϩάϥϜʹ͓͚ΔιϑΟΞwϛογϣϯͷ׆ಈ

アンコールのྺ史を知るためのॾࢿྉの不やจ化Ҩ産に関する知識がݩ住ຽの間に不している状況をؑ
みて、最初に൴らに対する説໌を行うඞ要があった。その1つのखஈとして、զ々はӳޠ、日本ޠ、クϝールޠで子
ども向けのジϡχア・ガイドブックを作成した。これらによって、զ々はアンコールのྺ史とจ化、そしてจ化Ҩ産
の価値について؆ܿにわかりやすく説໌した。
Պ学的な考ݹ学的発۷には、学術ڀݚの成Ռだけでなく、ݩ住ຽが発۷の目的と方法を理解するための機会
やखがかりをఏڙしてくれるଆ໘もある。զ々はଜ人、特に子どもたちを対に、考ݹ学ڀݚのプロセスと重要
ੑについて教育するඞ要があると考えた。子どもたちは私たちの未来である。൴らは学んだことを未来の世に
かし、えることができる。զ々は、子どもたちに対してアンコールのྺ史とจ化Ҩ産の価値についての知識を׆
ఏڙするだけではなく、それらの知識をଜの家や༑人にえるよう促してきた。もし൴らが、จ化Ҩ産の価値を
理解することができれ、൴らはࣗたちのࣉ院Ҩやඒ術的に価値ある作をଚ重する意識がڧまり、จ化Ҩ
産のอޢにڠ力するようになるだろう。

จ化Ҩ産教育は、ڀݚの成Ռとしてಘられた知識をڀݚ者の間だけで༗するのではなく、Ҭ社会とڞ༗する
ことを目ࢦしている。なぜなら、長ظ的視点にཱて、Ҭ社会に対する教育はจ化Ҩ産のอޢという՝題のҰ
෦としてҐஔづけられるからだ。Ҭ社会の人々がこのようなೝ識をಘるためにもڀݚを͙ٸඞ要があるが、こ
れまで取り組んできたҨサイト・ツアーをはじめとして、Ҭ社会の人々に考ݹ学に対するೝ識を促す׆動とと
もに取り組んでいきたい。

மʣຊhߘ ΞϯίʔϧҬʹ͓͚ΔจԽҨڭ࢈ҭʕֶज़͔ΒҬࣾձʵ ɦΧϯϘδΞͷจԽ෮ڵ�	��
7���7�����
্ஐେֶΞδΞਓࡐཆڀݚηϯλʔ�ʹ͞ࡌܝΕͨݪஶॻͷঞͰ͋Δɻ
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ඪ��� ฏͱެਖ਼Λͯ͢ͷਓʹ
ฏͰแઁతͳࣾձΛਪਐ͠ɺ͚ͯ͢ʹଓՄͳ։ൃ࣋ ͯͷਓʹ࢘๏ͷΞΫηε
Λఏ͢ڙΔͱͱʹɺ͋ ΒΏΔϨϕϧʹ͓͍ͯޮՌతͰ͋Δแઁతͳ੍Λߏங͢Δ

SDGؔ׆ಈ記
άϩーバϧ教育センλー…教त…౦…大࡞

２０２３年から２０２̐ 年̕月にかけて、̨̙̜͂ の達成にݙߩするためのࣄ業をいくつか行う機会にܙまれた。ҎԼ、ओ
に３点について؆୯に紹介したい。

Ψβฆ૪ͱਓಓഁʹ͍ͭͯ
２０２３年 ０̍月̓日のϋマスのӽ境ܸ߈をきっかけに、イスラエルとϋマスの全໘ઓ૪がຄ発した。イスラエル܉
がガβに৵߈し、これまでに̐ ສ人Ҏ上のガβの住ຽがࡴされるという人ಓഁにؕっている。
ガβฆ૪がຄ発した時、私は２０２３年̕月から、上智大学のサバテイカルをར༻して、ϋーバード大学日ถڀݚプ
ログラムに、٬員教員（7isiting Scholar）としてϘストンで生׆していた。̍０月後半に２ि間、χϡーϤークに
大学でウクライナઓ૪終ཱ݁ࢢ機についての講演をしたり、χϡーϤークةし国連本෦で、アフガンの人ಓࡏ
の՝題について講演しつつ、ウクライナઓ૪、アフガン人ಓة機、ೆ スーダン平和構築について、国連װ෦と意見
。をする༧ఆになっていたが、その直લに、ガβでのฆ૪がຄ発したަ
たまたま、２０２３年２月に、私をアフガンにটᡈしてくれた、当時の̪̣̙̥ アフガンॴ長だったアブダラ・アブダリ氏
が、２０２３年̑月から、χϡーϤークの̪̣̙̥ 本෦のアラブ୲当ہ長にෝ任し、ガβの෮興を౷ׅするཱになって
いた。ウクライナઓ૪、アフガン人ಓة機、ೆ スーダン平和構築について༧ఆの講演やௐ査を終えた後、̍０月３̍
日にχϡーϤークでアブダリ氏とೋ人で৯ࣄする機会があった。その際、ガβのഁյについて̪̣̙̥ がग़す༧ఆ
のレポートについて専門家として関わってཉしいというґཔがあり、ಉ年̍̍ 月と̍ ２月にग़されたೋつの̪̣̙̥ レ
ポートについて、ࣄલにߘݪを見て、専門家としてコϝントをग़し、それが最終的なレポートにөされた。
また̍ ２月にҰ時ؼ国した際、̍２月２２日に上智大学で「ガβのฆ૪と人ಓ的ഁہをࢭめるためにʙ中౦和平の現実
と２国家解ܾのࡧʙ」をアガスティン サリ上智学院理ࣄ長と開催した。̣ ̝̠ からもインタビϡーのґཔがあり、
私のインタビϡー企ը൪組が、２０２̐ 年̍月２３日の「̣̝ ̠おはよう日本」̓ 時で̒ ほど์ૹされ、またウエブࣄه
でも私のガβのఀઓに向けたݤや、その後のガβの෮興についてのఏҊが紹介された。（ウエブࣄهはҎԼ）

https://XXX.nhL.jp/p/ohayou/ts/2-P4R;8;:3/blog/bl/p[vl7XDPRn/bp/panb-jrWda/

その後、２０２̐ 年̐月̑日に、̣ ̝̠ ̨̗ の「国際報ಓ」という൪組で、ガβিಥから半年のタイミングで̍時間の特
集が設けられ、私もग़演して、なぜガβでのઓಆが終わらないのか、ఀ ઓに向けてԿがඞ要か、その後の෮興
や平和構築のプロセスにおいて、日本がどんな役割をՌたせるか、などについて解説・ఏݴした。２０２̐ 年̔月̒日
にも、̣ ̝̠ ラジオޕલ̓時のχϡースの企ը「ここがฉきたい」のコーナーにग़演し、̍̐ 間、ウクライナઓ
૪終݁の՝題や、ガβฆ૪のఀࢭと෮興に向けた日本の役割、それҎ֎のҬにおける平和構築について日本
がՌたせる役割について解説・ఏݴした。

ೆεʔμϯͷฏߏஙʹ͍ͭͯ
ೆスーダンは２０̍ ̍年にಠཱした後、２０̍ ３年に内ઓにಥ入、２０̍ ̔年̕月の和平߹意により、現ࡏはҰ応ఀઓが
อたれている。私は２０̍ ̕年、２０２３年に続き、2024年2月にもೆスーダンを๚問。ೆ スーダン現では、ฆ૪グ
ループのҰ方のࢦಋ者であるマνャールୈҰ෭大౷ྖ、Ωール大౷ྖとۙいモーガン֎務大ਉ、その双方の対
をܨいでいるタバンデンガイ෭大౷ྖ、ϔイιン国連ೆスーダンදなどとҰ人̍時間にわたって࠙ஊを行
い、ೆ スーダンの持続的な平和作りに向け、専門家としてのアドバイスを続けた。
また、+ICAがࢧ援を続けるೆスーダン公์ڞૹہ（SS#C）の講ࢣとして「平和構築とϝディア」について、̐ 回の
連続講義を実ࢪ。SS#Cのه者やデイレクターや์ૹ෦長やہ長などװ෦に向けて講演しつつ、ೆ スーダンの
平和構築の՝題と、それをࠀするためにどんな൪組を作っていくべきか、ڞにٞを重Ͷた。それもあって
SS#Cが、私とマνャールୈҰ෭大౷ྖの࠙ஊ、私とモーガン֎務大ਉとの࠙ஊ、私のSS#Cでの講演の༷子の
リポートなど、ޕ後8時からのϝインχϡースで、私のೆスーダンでの׆動を３回にわたり์ૹした。またผ్、
SS#Cの40のインタビϡー൪組のग़演ґཔがあり、ೆ スーダンの平和構築の私のఏݴが์ૹされた。
２０２̐ 年には、ೆ スーダンは初めての大౷ྖબڍが༧ఆされており、持続的な平和を作ることができるかの
正೦である。それをલにೆスーダンの最高ࢦಋ者とಥっࠐんだٞができたことや、̨̨̗ ̘のه者やデイレク
ターと具体的な൪組作りについてٞできたことは、意義があったと考えている。
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ΞΧσϛοΫͳௐࠪڀݚɺग़൛ߨԋɺڭҭΛ௨ͨ͡ݙߩ
私は２０２２年２月にӳޠの２目の୯ஶ、ʠInc lus i v i t y  in  .ed ia t ion  and Peacebu i ld ing :  U/ 
/eighboring States and Global PoXersʡ をイギリスのEdXard Elgar社からग़൛したが、その本につい
て、平和構築やP,Oに関し世界で最もಡまれているӳจジャーナルのҰつである、+ournal of International 
PeaceLeeping で、2024年̐月にॻධがग़て高くධ価された。

また2022年2月にロシアによるウクライナ৵߈が始まり、2023年2月に「ウクライナઓ૪をどう終わらせるかʙ
和平ௐఀのݶ界と可能ੑ」（ؠ新ॻ）をग़൛、ಉ月２̒ 日์ૹの/),日༵౼で、ྛ ֎務大ਉとڞ演し、「日本が
G̓ٞ長国であるཱを׆かし、G20のٞ長国だったインドとڠ力して、新興国・్ 上国とG7を͗ܨ、ロシアがウ
クライナからఫୀするܗでこのઓ૪が終わるようグローバルな機ӡを高める役割を日本はՌたせる」というఏҊ
を行った。

これもडけ、2023年9月から半年間ϋーバード大学日ถڀݚプログラムの٬員教員としてϘストンにࡏして
いた間、ถ国やカナダで ２̍回、ओにウクライナઓ૪の終݁、ೆ スーダンの平和構築、アフガンの人ಓة機につい
て、講演する機会にܙまれた。ϋーバード大学では３回講演を行い、それҎ֎にタフツ大学、χϡーϤークཱࢢ大
学、ブリティッシϡ・コロンビア大学、トロント大学、χϡーϤークの国連本෦などで、ଟくの専門家とৄࡉなٞが
できたことは、今後のڀݚを考える上でも非ৗに役ཱった。それをडけて２０２̐ 年̍月に、３目のӳޠの୯ஶに
ついてのґཔがあったRoutledge社に対して、本の企ըॻをૹった。専門家のリビϡーを経て、Routledge社と
２０２̒	のӳஶ、ʠ.ediation and Peacebuilding in an Age of Divisionʡ࣍ 年ग़൛༧ఆ
について、正ࣜに
ग़൛ܖを݁んだ。

教育໘では、２０２̐ 年̐月から上智大学で講義を࠶開し、日本をදする策責任者や専門家をটき「人間の安全
อোと平和構築」の連続セミナーを̑回にわたってओ催した。̐ 月からは上智大学国際ڠ力学専߈のओ任を務め、
大学院生のࢦಋも行っている。
それに加え、上智大学サークル「平和構築・国際ڠ力ڀݚ会」のސ問として月にҰษڧ会でࢦಋしながら、２０２̐
年̔月̑日から̓ 日まで、福ౡݝいわきࢢや࿘ߐொの全໘的なڠ力のԼ、ඃࡂ・෮興・ࣗ વ࠶生エネルギー・スタ
ディツアーを実ࢪした。̍２人の上智の学生とڞに、༸上෩力発ిや、水ૉ発ిの՝題を現で学びながら、今も
ۤ境にあるړ業者や業関者との࠙ஊも行い、日本の෮興のࡏり方について学Ϳ機会を作ったことは、SDG͂
の՝題を学生とҰॹに考える意味でも、意義が大きかったと考えている。

�����݄��ɺౘͷਓٞޱ࿈0*$λϦΫɾΞϑΨϯ୲ಛͱڞʹ
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学生ஂମ　#0/D〜֎国人࿑ಇ ・ऀຽとڞにาΉձ〜上智大ࢧ部

学生ஂ体ɹ#O/Dʙ֎国人࿑働者・ຽとڞにาΉ会ʙ上智大ࢧ
෦は、日本にらすຽやҠ住࿑働者など「ࢿཹࡏ格のない」方のࢧ
援をし、入問題のࠜ本的解ܾを目ࢦして׆動する学生ࢢຽஂ体で
す。2019年によりଟくの学生に問題を知ってもらうためにࢧ෦が設
ཱされました。

具体的な׆動内༰は大きく３つあります。
1つ目は入ࢪ設での໘会׆動です。ඃऩ༰者と対しऩ༰ॴ内の
状況やॲ۰をѲし、非人ಓ的な状況が໌らかになった߹は改ળをٻめて入にਃし入れを行います。またࢪ
設֎のग़来ࣄの情報ڞ༗や、当ࣄ者ಉ࢜のڮしの役割も୲っています。
2つ目はS/Sをった広報׆動です。ओ催するイベントや՝題の現状を知ることに役ཱつ情報などを発৴してい
ます。
3つ目は、イベント企ըです。問題を理解するためのイベントや学श会を行い、入問題解ܾのための世をܗ成
し、ࠜ 本的解ܾを目ࢦします。2023年Ҏ߱は、Ծ์໔者のをฉく会、Ծ์໔の子ڙたちによるֆը作จల、ө
ը上ө会、国際シンポジウム、ࢮ݅ࣄのౣ集会、֗ ಄ॺ໊アクションなどを行いました。

当ࣄ者視点にཱち、学生とࢢຽの力で日本でのཹࡏをんでいる人が、あらΏるแઁや人ݖอোからলかれてし
まっている現状を変えていくことがඞ要です。私たちは、ຽ・֎国人࿑働者ࢧ援という組みをえ、日本に住
Ήすべての人のݖརが守られる社会を目ࢦしアクションをܧ続していきます。

関連Webサイト: https://nanNiN-bond.aNebaoXnd.coN/

InstagraN: https://XXX.instagraN.coN/bond.sophia2022/

9: https://Y.coN/nanNin@bond

毎์ૹຊࣾ๚
ߕ学院த学ߍ•高等学ߍ

本校では中学3年を対に「中学ଔ業จ」という取り組みを実ࢪし
ています。生ెに対して、社会、世界に対する関৺を育て、現ࡏの学
शは社会をよりよくするためのものであることを実感させるために
行っています。また、中学2年を対に年に10回Ҏ上の「フィールド
ワーク」を行っています。

企業、ڀݚ機関、公ிを๚問させていただき、そこで働く方々と
し、༷ 々な見学や体ݧをするプログラムです。今回は、2024年8月
7日に実ࢪした「ຖ日์ૹ本社๚問」をྫにڍげます。

社員との࠙ஊの機会があり、1999年8月、౦ティモールのಠཱにつ
いての住ຽ投ථを特員として取ࡐに行かれた方がおしされまし
た。78.5ˋがインドネシアからのಠཱにࢍ成という݁Ռになりまし
たが、その後、ຽฌなどのಠཱ対のഁյ・力行ҝが૿ٸし、現
の࣏安はܹٸにѱ化しました。この社員の方も、取ࡐ中に「これҎ
上取ࡐ、報ಓを続けたらࡴす」とԿかڴഭをडけたとのこと。

「ಠཱࢍ成が8割ۙくという国ຽの意ࢥをແ視し、力でࣗたち
のࢥい通りにすること」のૉ直なౖりがわいた、とおしされまし
た。報ಓに携わる֮ޛとഭ力にڧい感をडけました。
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ඪ��� ύʔτφʔγοϓͰඪΛୡ͠Α͏
Խ͠ɺάϩʔόϧɾύʔτφʔγοϓΛڧखஈΛࢪ࣮͚ͯʹଓՄͳ։ൃ࣋
Խ͢Δੑ׆

ւಓീӢொとのަྲྀ事業

海ಓീӢொは海ಓೆ෦にҐஔし、ଠ平༸と日本海の2つの海
に໘しています。業やཙ、海産などの1࣍産業がんで、「
海ಓூり熊発の」としてもۙ年目を集めています。また、
2030年には海ಓ新װઢの新ീӢ（Ծশ）Ӻが開業༧ఆで
す。

そんなീӢொと上智大学は、「ീӢொަ流ࣄ業」という՝֎教育プロ
グラムをຖ年実ࢪしています。これは、本学ଔ業生でࣜג会社デル
ιーレのද取క役CEOであり、Ұൠ社ஂ法人ほの΅のӡ動ٞڠ
会の理ࣄ長でもある大Տؽݪ氏の発Ҋとごࢧ援により、2015年か
ら始まった体ܕݧ教育プログラムです。
学生はീӢொの人々とのަ流を通じて、ொの産業・จ化・ྺ 史を学
び、直体ݧすることで、ീӢொについて、さらには日本の産業につ
いて学びながら、日本と世界のަ流のあり方を考え、ീӢொのまち
づくりに関するఏݴを行います。2018年には、「ീӢொが目ࢦすま
ちづくりと上智学院がܝげる教育理೦をڞ通߲として、国際連߹が
げるhܝ 持続可能な開発目標（SDGs）ɦ の実現に寄与することによ
り、双方の発లのため、連携を深めること」を目的に、学校法人上智
学院とീӢொで連携ڠఆをక݁しました。

2023年は日本、ؖ 国、中国、、タイ、モンゴルと༷々なバック
グラウンドを持った12人の学生が参加し、「産業と教育」をテーマ
に、国内のҟなるॾ環境におけるҬのॾ産業を体ݧ、そしてീӢ
ொの中学生・高校生の授業のఏڙを通じて、日本国内でのจ化的
Ҭࠩを学び、ҟ年ྸ間のަ流をすることを目的とした2ധ3日のプ
ログラムを実ࢪしました。
水産や新װઢトンネル、、Րの見学、νーズ作り体ݧ、
ീӢ中学校・高校でのަ流授業を通して、ീӢொの産業と๊えてい
る՝題について学びました。ྔ֫ړのݮগや海֎の༌ग़੍ݶと後
ࡐ者・人ܧ者不による֎国人技能実श生のडけ入れ、の後ܧ
不とロϘット化による॥環ܕཙの取り組み、新װઢ開通ࣄに
よる૽Ի問題やࡏ来ઢのਰୀ、開通によるொおこし、ീӢொの教育
や進学に関する՝題などを目の当たりにしました。最終日にはീӢ
ொ関者に対して、見学、ަ 流授業を通して感じたീӢொの՝題や
に関する構についてプ「ݴീӢொの教育・人づくりのఏ」、みڧ
レゼンテーションを行いました。そして後日、「ീӢொの教育・人づく
りのఏݴ」レポートを作成しീӢொఏग़しました。

参加した学生からは、「非ৗにޮ的に理されたݚमの見学等は、ീӢொのઌۦ的な取り組みから方創
生のモデルέースになりಘるとࢥった」、「ྔ֫ړのݮগ、後ܧ者不など༷々な問題に直໘する中で、どのよう
に創意をڽらしながら加を造・༌ग़しているのか、また中国の༌ग़੍ݶの影響および現状を目の当た
りにすることができ、実際に加の中も見学できた貴重な機会だった」、「ަ流ࣄ業を通して方の産業のみな
らず、ट都ݍで育った私の経ݧとはまたҧう学生生׆・ӳޠ学शを֞間見ることができた。どちらがྑい、ѱいで
はなくそのҬによってベストな創生方法は༷々あり私たちのような౦ژから来たଟ༷なバックグラウンドの学
生の意見がগしでもԿかの役にたっていれ幸い」といった感があり、学生は見学・体ݧを通じてീӢொについ
て学びを深めました。
今後もަ流ࣄ業を通して、SDGsの実現と、ീӢொ・上智大学の発లのために連携を深めていきます。
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上智大学とアテネΦ・σ・Ϛχϥ大学͕C0I-セッシϣンにて連ܞ…
持続可能ͳະདྷのための学とफ教のੈք؍を୳究…+une…28…202�…
ΧϨン・ナテϥ（アテネΦ・σ・Ϛχϥ大学）̱ Ϛリア・Ϛンκン（上智大学）

フィリϐンのアテネオ・デ・マχラ大学と上智大学は、国境をӽえた༗意義なパートナーシップ関にあります。両
校の学生たちが、オンライン国際ަ流学श（COI-）プログラムに参加しました。この革新的な取り組みはアジア・
パシフィックイエズス会大学連ໍのԑによって実現したもので、教育や持続可能ੑに影響を与える豊かでଟ༷な
学的・फ教的౷を、両校の学生がڞに学びました。上智大学ではCOI-セッションを、SPS'コース「アジアの
ൺֱ教育学：จ化、ྺ 史、未来」のҰ෦として実ࢪ。アジアを教จ化、Ωリスト教จ化、ώンドΡー教จ化、イスラ
ム教จ化、日本จ化、中国จ化の̒大จ化に大ผし、それͧれの教育システムを୳ڀ・ൺֱしました。

2024年य़学ظの2、ࠒ回のCOI-セッションが;ooNで行われました。こうすることにより、学生たちはCOI-
でのٞテーマについて、それͧれのコースでेな༧උ知識をつけることができます。֤ COI-セッションには
3໊の専門家がটかれ、それͧれ10で特ఆの学的・फ教的な世界観と、持続可能な未来に向けた教育に対す
るその影響について紹介しました。続いてオープンフΥーラムが行われ、学生たちはڞ༗プラットフΥームとして
Google Docsを༻し、どの専門家にもࣗ由に質問することができました。フΥーラム後は、両大学の学生のࠞ
成となるよう設ఆされたՊ会にࢄ。ここで学生たちは、持続可能な未来に向けた教育を推進するなかで、3つ
の学的・फ教的世界観がどのように߹流していくか、それͧれの考えをし߹いました。最後に全体会が行わ
れ、֤ グループのද者がまとめの考を発දしました。

ୈ̍ճ$0*-ηογϣϯɿதࠃจԽɺຊจԽɺڭจԽͷࢹ
2024年6月28日に実ࢪされたୈ1回セッションでは、学生たちは中国จ化、日本จ化、教จ化の世界観に৮れました。
টかれた3໊の専門家は、フィリϐン・βビエル学校のジェχファー・ゴー・セイ氏、Ϣχバーシティ・カレッジ・ロンドンम࢜
のϊパラット・ルアンクール氏、上智大学大学院グローバル教育センター、グローバル・スタディーズڀݚՊ国際ڠ力学専
ٞ、子教授です。3໊の貴重な見識をಘてرのਿӜ未߈ は大いに深まりました。 
アテネオ・デ・マχラ大学（AD.U）のカレン・ナテラ氏、上智大学（SU）のマリア・マンκンത࢜によるࢦಋのもと、参加者
は、จ化的学がどのように教育実ફをܗ作り、持続可能な未来にݙߩするかについて、意義深いやり取りを行いました。 
AD.Uの学生ブレイデン・ジャンセン・アンも、このように感をड़べています。 

「COI-セッションによって、アテネオの֎の教育を֞間見ることができました。上智大学の学生とのやり取りを通
じ、私たちの׳शとҧうところもあれ、ಉじところもあるけれど、目ࢦすところは持続可能な教育という、ಉじ目
標の達成だということがわかったのです。アテネオ大学の学生には、จ化のҟなる学生と׆動・ڠ働できるCOI-
のような機会がもっとඞ要だと私は感じます」

ୈ̎ճ$0*-ηογϣϯɿΩϦετڭจԽɺΠεϥϜڭจԽɺώϯυΡʔڭจԽͷࢹ
上智大学のシリル・ヴェリϠト教授、マレーシア国際イスラム大学のβイナル・アビディン・ビン・サψーシ教授と
いった専門家ਞの見識によってٞはॆ実したものとなりました。学生たちは、これらのफ教学が融߹し、持続
可能ੑを高める教育実ફにつながっていくಓےについて考えました。 
セッションをৼりฦり、上智大学SPS'コースの学生νェトナ・カシャプはこのように発ݴしました。「持続可能な未
来に向けた教育を推し進める上で、Ωリスト教、イスラム教、ώンドΡー教の視点が融߹していることは໌നです。
Ωリスト教は理ੑを通じてਆにえ、正義をࢫとすることを重んじるので、環境の責任感と創造のࢥいやり
が育まれます。イスラム教の理責任（ϋリファ）、中༱（ワサティア）の教えは、ਆに対する責任やࣗવとのௐ和を
うったえており、અあるফඅを促すものです。ώンドΡー教の、相ޓのつながり（ヴァスダイヴァ・クトΡンバカム）
や非力（アώンサー）の理೦は、あらΏる生きとサステナブルな׆動に対するܟ意を高めてくれます。こうした
教えは、持続可能ੑを重んじるࢥ考を育て、ਫ਼ਆ的および感情的な幸福を育Ήことにつながるとࢥいます」

$0*-Ͱங͘ࡍࠃతͳͭͳ͕Γ
COI-プログラムによって生まれた国際的なڠ働学श環境により、学生たち
はҟなるจ化എܠを持った間とつながることができるようになりました。
ଟ༷な世界観に৮れることで、参加者は学術的な知見を広げ、持続可能で相
してݙߩにつながりを持った未来を築くためのグローバルコミϡχティにޓ
います。教育を、よりแઁ的で国際意識の高いものにしていく上で、COI-は
そのがかりとなることが本セッションでも໌らかになりました。

����7݄���্ஐେֶͱΞςωΦɾσɾ
ϚχϥେֶͷֶੜʹΑΔୈ�ճ$0*-ηογϣϯ
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Global Reporting Initiatives (GRI)によるセミナー「企業のSDGs•ESG経営と
サステナビリティ情報開示」を開催しました

２０２３年10月18日、上智大学は国際開発センター後援のもと、GRI（Global Reporting Initiative）のCEO、
Eelco van der Enden（エルコ・ヴァン・デル・エンデン）氏をお迎えし、セミナー「企業のSDGs・ESG経営とサ
ステナビリティ情報開示」を開催しました。
本セミナーでは、企業のESG経営の意義、サステナビリティ情報開示の世界的な潮流、サステナビリティ・レポー
トにおけるGRIの役割など、重要なテーマを取り上げました。

イベントは、「サステナビリティ・レポーティングの未来」と題した、ヴァン・デル・エンデン氏による講演から始まり
ました。ヴァン・デル・エンデン氏は、報告スタンダード、フレームワーク開発者、格付け機関、パブリックセクター、
金融サービス、監査、法律専門家、アセットオーナーやマネージャーなど、ESGとサステナビリティ報告の状況に
おいて影響力のあるアクターを紹介しました。さらに、レポーティング・ガバナンス構造の2つの柱：シングル・マテ
リアリティ（サステナビリティの観点から企業価値創造に与える財務的影響に焦点を当てる）とダブル・マテリアリ
ティ（財務的影響［マテリアリティ］と、環境、社会、経済に対する企業の影響を考慮するインパクト・マテリアリティ
の両方に焦点を当てる）についても解説されました。

講演に続いて行われたディスカッションでは、引間雅史上智大学特任教授がモデレーターを務め、「1. なぜ非財
務報告がこれほど重要視されるようになったのか」、「2. ダブル・マテリアリティはグローバル・スタンダードにな
るのか」という2つの質問を投げかけました。このディスカッションを通して、ヴァン・デル・エンデン氏は、参加者に
このテーマについて深く考えるよう呼びかけました。
セミナーの後半には、質疑応答の時間が設けられ、学生、教員から専門家まで幅広い参加者が、ヴァン・デル・エン
デン氏と双方向のやりとりを行いました。日本企業が特にダブル・マテリアリティを重視する理由や、スタートアッ
プ企業や中小企業がサステナビリティ報告をしやすい基盤づくりについてなど、興味深い質問が寄せられました。
本セミナーは、ヴァン・デル・エンデン氏の専門知識と参加者の積極的な参加により、サステナビリティ報告の進
化する状況について貴重な知見をもたらし、より持続可能な未来を築くための企業におけるESGとサステナビリ
ティの将来について考える機会となりました。

関連Webサイト: https://diversity-sustainability.sophia.ac.jp/efforts/4713/

編集後記

○レポート作成のプロセスを通じて、中高4校を含めた上智学院ならではの取り組みを改めて理解することができ
ました。今後も、学教職含めたAll Sophiaで学内のサステナビリティを推進していきたいです。（吉岡 聖都）

○入職早々、本レポート作成に携わることができ、SDGsについて学び考えるよい機会となりました。学院職員とし
てだけでなく、私個人の行動を見つめ直し、終わりのないゴールに向かって進んでまいります。（熊谷 奈都子）

○上智学院は、教皇回勅「ラウダート・シ」やイエズス会のUAPs、さらには国連のSDGsなどを踏まえ、学院のみな
らず社会全体のダイバーシティ及びサステナビリティを促進していきます。このレポートによって、上智における
これらの取り組みをご理解いただけますと幸いです。（宇都宮 和磨）

○2021年から作成をはじめたSDGs & サステナビリティレポート、最初はコンテンツを集めるのが大変でした
が、今はコンテンツの整理が大変な状況になり、いろいろと感慨深いものがあります。（相生 芳晴）
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